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第一章　支配者達の憂ゆう鬱うつ







　見事な快晴の空が広がっている。

　地で蠢うごめく人間達の懊おう悩のうなんぞは全く感知せぬといった様子で、空は今日も何処までも澄すみ渡わたり、明るい日差しを降らせている。街道脇わきに広がる雑木林は、精せい一いつ杯ぱいに枝を葉を広げてその陽光を受け止め、渡り行く風にざわざわと揺ゆれていた。

　健康的な情景だ。

　風が吹ふいて空気を攪かく拌はんしてくれる為ために、汗あせをかく程の気温でも湿しつ度どでもない。

　外出日和びよりではある。だからという訳でもなかろうが――街道にも人ひと影かげは普ふ段だんより多い様に見える。巡じゆん回かい商人。吟ぎん遊ゆう詩人。郵便配達人。職業的な通行者の他にもただちょっとした所用で街から街へ、村から村へと移動する住民達の姿も見受けられる。比ひ較かく的てき人通りの少ない枝道ではある筈はずなのだが――それでも時折、ふと思い出したかの様に人の姿が現れてはすれ違ちがい、消えていく。

　そんな中……

「…………エキノ？」

　アビアス王国王女――ナナ・アン・アビアスはひどく低い声で言った。

　可愛らしい少女である。

　当たり前の話だが――王女と言っても必ずしも美人とは限らない。

　専任の侍じ女じよ達によって美しく化け粧しようされ、着き飾かざらされた貴族や王族の子女は、確かに庶しよ民みんの娘むすめに比べると華はなやかで艶あでやかに見える事は多い。だからこそ『姫ひめ』という言葉は事実上、『美人』の代名詞として使われていたりする訳だが……単純に一切の装そう飾しよくを落として『素材』の段階で比べてみれば、姫君といえど普ふ通つうの人間、美人に生まれる事も在れば不美人に生まれる事も在るだろう。確かに王おう妃ひに選ばれる女性は美人が多いし、その娘となれば美人になる可能性は高かろうが――それでも絶対は無いのが可能性の意地悪い処である。

　しかしナナ姫の容姿はその意味で、まさしく庶民の夢想する『姫』そのものだった。

　清せい楚そにして可か憐れん。典てん雅がにして優美。

　何処か頬ほおや目元に幼さを残している為に『美しい』よりは『愛らしい』という言葉の方が、この姫君に冠かんする形容としては相応ふさわしいだろう。

　ただし、その姿に子供じみた粗そ雑ざつさは微み塵じんも無い。

　子供の様なあどけなさと共に、強い意志と高い知性を窺うかがわせる涼すずやかな光がその紫むらさきの瞳ひとみには宿っている。また視線の運びや些さ細さいな仕草――物もの腰ごしの端はし々ばしに滲にじむのは姫君に相応しい気品である。やや短めに整えられた銀ぎん髪ぱつも、まるでそれそのものが宝ほう冠かんであるかの様に鮮あざやかに煌きらめいて、美しい。

　身に帯びるのは白を基調にした簡素な衣装である。

　だが装いの地味さも、この姫君の容姿を損なってはいない。

　銀髪の間からにゅっと伸のびている尖とがり耳と、衣装の裾すそからやはりにゅっと伸びている尻尾しつぽさえ無ければ……この余計な特とく徴ちようさえ無ければ、身分の高低を問わず言い寄る男達は後を絶つまいと思われた。

　ナナ・アン・アビアス王女。

　非人間種でありながら人間種の親に――しかも国王に育てられた少女。

　彼女は淫いん魔まと呼ばれる稀き少しよう種族の末まつ裔えいである。

「……一つ尋たずねたいんだけど……いい？」

　馬車客室の窓脇に両りよう肘ひじをついて顔を出しながら、ナナ姫は尋ねた。

　ナナ姫一行は、平和そのものといった街道風景の中をのんびりと進んでいる。聞こえる音といえば何処か遠くで鳥が鳴く声と――後は蹄ひづめが地を打ち、轍わだちが地を噛かむ音ばかり。午後の明るい日差しの中を、一台の馬車と一組の騎き馬ばがゆっくりと進んでいくその様子には、何の緊きん張ちよう感も窺えまい。

　傍はた目めには物見遊山の旅にしか見えないだろう。

　時折、街道を擦すれ違う旅人や通行人達が、物もの珍めずらしそうに振り返って眺ながめる事は在ったが――まさかナナ姫一行が暗殺者に狙ねらわれている最中だとは思うまい。

　まあそれはさておき。

「勿もち論ろんでございます」

　応えるのはナナ姫の従者――近衛戦士のエキノである。

　彼はナナ姫と同じ馬車ではなく、その横に並んで進む馬の背に跨またがっている。互たがいに手を伸ばせば触ふれられる様な距きよ離りを保っているのは、何か事が起これば即そく座ざに馬車に飛び移り、姫君を護れるようにとの配はい慮りよだ。

　もっともこのエキノ……姫君の従者としては些か品格に欠ける容姿と言わざるを得ない。

　年ねん齢れいは二は十た歳ちを幾いくらか過ぎた程度であろう。やや固そうなぼさぼさの赤毛を、幅はば広ひろの黒い鉢巻布バンダナでぞんざいな感じに巻いてまとめている。

　端たん整せいな顔立ちではある。

　だが目元が鋭するどすぎるというか――ぶっちゃけ目つきがあまりよろしくないせいで、やたらと柄がらの悪い雰ふん囲い気きが醸かもし出されている。

　着ているものは鎧よろいでも正装でも無く、両袖そでの無い黒い野戦服――しかも炎ほのおを象ったかの様な深紅が要所要所にあしらわれた奇き妙みように禍まが々まがしい代物である。これを胸元を大きくはだけて着ており、その上からやはり深紅に染められた革のヴェストを着て、左ひだり肩かたには簡易の防具を付けている。

　その一方で所属や階級を示すものは一切無い。

　お陰かげで益々その姿は胡う散さん臭くさく見えてしまう。少なくとも姫君の側に侍はべり、その身を守護する栄えい誉よを与あたえられた近衛戦士の装いではない。むしろどこぞの下町で、肩で風を切って闊かつ歩ぽする愚ぐ連れん隊たい――無法者の雰囲気に近い。

　女子供なら初見で近付くのを躊躇ためらうだろう。

　だが――

「…………」

　エキノの愛馬――ドラセナの背にはもう一つ小こ柄がらな人ひと影かげが揺ゆれている。

　亜あ麻ま色いろの髪かみを三つ編みにした小柄な少女が、ちょこんとエキノの前に乗っているのである。年齢は恐おそらく十代前半だろう。顔立ちそのものは誰が見ても文句なしに愛らしいのだが――しかしそこにはおよそ表情というものが無い。

　別にエキノを怖おそれて顔が強張っているのではない。元々表情というものが潰かい滅めつしたかの様な少女なのである。少なくともエキノもナナもこの少女が笑ったり怒おこったりする様子を未だ一度も見ていない。

　まるで人形の様に無む為いの表情が凝こる少女。

　ネリア・バリス。

　成り行きでナナ姫ひめ一向にくっついてきている素性不明の存在である。

　まあそれはさておき。

「私と姫様は、初めて出会った日より、身分を越こえて心の友の誓ちかいをたてた身――」

　馬に乗ったまま大きく両りよう腕うでを広げて、何故かしかめ面で――まるで必死に何かを堪たえている様にも見える――エキノは言った。

「御ご遠えん慮りよなどなさる必要はございません。何なりとお尋ね下さいませ」

「これは、どーゆー事？」

　頭上を指差すナナ姫。

　その指先には――街道を吹ふき抜ぬける風に悠ゆう然ぜんとはためくノボリが在った。




『ナナ姫処女喪そう失しつ旅行中』
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　――と書かれたノボリが。

　しかも御ご丁てい寧ねいに白い布地に鮮あざやかな赤で、しかしいかにも適当といった感じに殴なぐり書きしてある。ついでに似顔絵らしきものもノボリの下の方には描えがかれているが、それは見た者に『これはひょっとしたらナナ姫の似顔絵か？』という疑念を、そこはかとなく想起させる様な出来であった。まあ世間では俗ぞくに落書きと言われるよーな類のものだ。

「見たまま、読んだまま、そのまんま、でございます」

「エキノ」

「はい、姫様」

　窓まど越ごしに手を伸のばして近衛戦士の襟えり首くびをつかみながら、ナナ姫は微笑ほほえんだ。

「今すぐ、この下品なノボリの必然性を五十字以上、百字以内で説明しなさい」

「職業暗殺者を避さけるためには、二つの方法が有ります。一つは徹てつ底てい的てきに隠かくれる事。一つは目立って他者の視線を引き付け、『暗殺』しにくい状じよう況きよう下かに身を置く事。我々は後者を選せん択たくした次第です」

「それはよしとしましょう」

　ナナは微笑み続けながら言った。

　無理に長い間微笑んでいるせいか、頬ほおの辺りが痙けい攣れんしている。

「で……このノボリは何？　何の必然性が有るのかしら？」

　エキノは、馬車の上で派手にはためくノボリを一いち瞥べつする。

　実を言うと、このノボリは彼のお手製である。

　エキノは――しかめ面に亀き裂れつを走らせながら――言った。

「んなもん、面白いからに決まってるだろーがよ！」

「殺すっ！」

　遂ついに耐たえきれなくなったのか、げらげら笑うエキノ。

　彼の首をつかんで締しめ上げ、更さらに前後にかっくんかっくん振ふるナナ。

　その様を眺ながめながら――

「――姫様」

　馬車の御ぎよ者しや席に座っていた侍じ女じよのコリンは苦笑を浮うかべて言った。

「適当になさって下さいましね……」

　コリン・クリプト。

　ナナ姫専属の侍女にしてもう一人の護衛者。

　ある意味でナナ姫とは対極的な位置に在る容姿の女性だ。

　醜しゆう悪あくという訳ではない。美人だ――それもとびきりの。ただし方向性が違ちがう。

　まずその身長。

　女性としてはかなり背の高い方だろう。背の高い女性を『可愛げが無い』と評して避ける男性も居るが――小こ柄がらなナナに言わせれば、裾すそや丈たけの長い衣服、特にロングドレスやコートの類が似合うのは圧あつ倒とう的てきに長身の女性である。ましてコリンの場合は均整がとれた身体付きの為ためか、大おお柄がらな印象はあまり無い。ただすらりとした優美な体たい躯くが強調されるのである。

　しかもその胸と腰こし。

　着ているのは白と紺こんの上品だが地味な色しき彩さいの――いかにも侍女らしい服だ。ゆったりとした仕立てで、裾や袖そでは特に余よ裕ゆうの在る造りになっている。

　なのにそんな衣装の上からでも、その肢し体たいの豊かさがはっきりと分かるのである。単に大きい小さいではない。緩ゆるやかな――しかしメリハリのきちんとついた身体の起き伏ふくが、ゆったりめの衣装の上にも優美な曲線を描き出しているのである。

　そして最後にその髪かみ。

　豊かで癖くせが無く、どこまでも黒い――その癖、艶あでやかさだけは失っていない、冬の夜空の様な漆しつ黒こくの髪がまた美しい。しかもその髪の左右には、鮮やかな色彩を備えた花があしらわれており、結果的に髪の黒の美しさを引き立てる。

　大人の女性としての艶やかさを備えつつ……しかし下品な派手さには陥おちいらず。

　上品ではあるが何処か扇せん情じよう的てきな風情をも潜ひそませている。

　ナナ姫ひめの様な『少女』からすれば憧どう憬けいの対象ですらある『完成された大人の女性』――その典型例と言えた。

「そんなのでも貴重な戦力ですから、息の根を止めると勿もつ体たいないかと」

「もう、少し、労いたわりの、ある、言い方を、してくれ、よ、ぐえ」

　ナナ姫に揺ゆさぶられ続けながらエキノが言う。

「……しかし」

　呆あきれた様な声が降ってくる。

　馬車の――客室の屋根の上。

　そこに一人の青年が座っている。

　歳としは恐おそらく二十代半ば……エキノやコリンと大差無い。

　少し癖の在る長い髪を後頭部で括くくっており、その鼻先には丸眼鏡を引っかけている。

　全体的に線は細く、癖無く整った顔は――まあそこそこ理知的な印象の美男子と言えるだろう。特にエキノ辺りと並べると見るからに『優やさ男おとこ』といった雰ふん囲い気きである。

　着ているものも旅装でありながら――何処か気取ったというか、地味に徹てつし切れていない仕立ての衣装である。特に袖そで口ぐちだの襟えり元もとだののひらひらした布地なんぞ、旅先ではあっという間に汚よごれてくたびれて破れてしまうであろうに――しかし何故かその姿には薄うす汚よごれた感じがしない。

　何がという訳ではない。

　ただ――全体的に浮うき世よ離ばなれした雰囲気が強いのである。

　まるで物語の中の住人であるかの様に、垢あか染じみた部分が無い。よく観察すれば分かるのだが、この人物、いつも飄ひよう々ひようとしていてナナ姫達の生きている世界から半歩ずれているかの様な――彼自身が日常という世界から少し逸いつ脱だつしているかの様な、奇き妙みような雰囲気が在る。

　あるいは……そういった部分も職業柄がら気を遣っているのかもしれないが。

　ソリウというのが彼の名だ。

　背中に背負ったリュートが彼の職業を雄ゆう弁べんに物語っている。あまり目立つ色でも造りでもないが――よく見ればその古ぼけた楽器が、実は丁てい寧ねいに造られ、そしてよく使い込まれた逸いつ品ぴんなのだと分かる。

　案外……相当な実力を備えた吟ぎん遊ゆう詩人なのかもしれなかった。

「退たい屈くつしないですねぇ、皆みなさんを見てると」

「そう？」

　ソリウの方を振り返ってコリンが言う。

　美しい侍じ女じよはにこやかに――しかしその黒い双そう眸ぼうに何処か鋭するどい光を湛たたえて続けた。

「でも、命あっての物種よ」

　無論――コリンは〈教会〉の暗殺者の事を言っているのだ。

　詳くわしい理由は不明だが、ナナ姫はミリオフィラム教会というクアプランテ大陸でも屈くつ指しの信者数を誇ほこる巨きよ大だい宗教の関係者に狙ねらわれている。幸いにも未だ死人は出ていないが――それでもナナ姫達に随ずい行こうしていれば、巻まき添ぞえを食う危険は少なくない。

　だが――

「いやぁ」

　照れた様に後頭部をかきながら――これも職業柄か、やる事なす事、とにかく白々しい青年である――ソリウは気楽な笑みを見せた。

「美味おいしい。美味しいですよ」

「はあ？」

　コリンが怪け訝げんそうに声を上げる。

「襲おそい来る暗殺者！」

　さっと弧こを描えがく様に右手を掲かかげて言うソリウ。

「その背後に渦うず巻まく陰いん謀ぼう！」

　次に――左手。

「自らの運命に雄お々おしく立ち向かう可か憐れんな姫ひめ君ぎみ！」

　更さらに馬車の屋根の上で立ち上がる。

「…………」

「そして身を挺ていして彼女を護る勇ゆう敢かんな近衛戦士！」

「…………」

　呆れた様な表情で見上げるコリンの視線の先で、ソリウはまるで舞ぶ台たい上の役者の様に芝しば居いがかった仕草で一回転してみせた。

「おおう――こんな美味しいネタを間近で見られるなんて！」

「ネタって貴方――分かってる？　これは物語じゃないのよ？」

「そう、その通り！」

　拳こぶしを握にぎりしめてソリウは言った。

「現実です。本物です。眼の前で実際に展開されている訳ですよ。吟遊詩人たる者、この千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に、一部始終を見届け、語らずして何を語ると――」

「そういや吟遊詩人なんだっけ？」

　エキノへの折せつ檻かん――というか何というか――を中断してナナが言う。

「ただの変態かと思ってた」

「ああ……」

　自らの身を抱だく様にして呻うめくソリウ。

「姫様。何と呵か責しやく無い御言葉――」

　次の瞬しゆん間かん、突つき出した握り拳から親指を立てて吟遊詩人は言った。

「なんかもうゾクゾクしますね！　最高です！」

「……本物の変態か貴様は」

　さすがのエキノが呻うめく様に言う。

「そうは言っても……」

　コリンが溜ため息混じりに言う。

「下手をしたら本当に巻き添えを食って殺されるわよ？　悪いけれど私達は姫様を護るだけで手て一いつ杯ぱいだし――」

「でもネリアちゃんは一いつ緒しよに居るじゃないですか」

　とソリウ。

「…………」

　自分の名が呼ばれたせいか、それまで本当に人形の様に馬の背で揺ゆられているだけだった少女が、これまた発条仕じ掛かけの様に、かくんとした動きでソリウの方を振り返る。

「いや……その」

　珍めずらしくコリンが曖あい昧まいに言葉を濁にごしながら言う。

「ネリアは――私が引き取るっていうか……まあそんな感じで」

「引き取る？」

　ソリウはしかしその言葉を聞き逃のがしはしなかった。

「ひょっとして孤こ児じなんですか？　ネリアちゃん？」

「孤児って何ですか？」

　と――首を傾かしげるのは当のネリア本人である。

　顔立ちそのものは本当に、素そ朴ぼくで可愛らしいのだが、やはりその仕草や表情には一切の感情が表れていない。いっそ生命無き人形の方が未だ感情豊かに見えるだろう。

「私は何の特とく徴ちようも無い平へい凡ぼんな村むら娘むすめですが」

　自己洞どう察さつなんぞ欠片かけらも無い事を言いながら、無表情少女は一同を見回した。

「平凡な村娘……？」

　ソリウがさすがに困った様な表情を浮うかべながら、エキノの方に視線を移して言った。

「ネリアちゃんが？」

「俺に聞くな」

　と憮ぶ然ぜんたる表情で言うエキノ。

　そんな彼を馬上で振り返りながら、ネリアは尋たずねた。

「孤児って何ですか？」

「…………」

「教えてください。孤児って何ですか？」

「…………」

　エキノは既すでに用意してあったらしい耳みみ栓せんを懐ふところから取り出すと、そのまま耳に詰つめた。

　どうやらこの『自じ称しよう・平凡な村娘』とまともな対話をする努力は既に放ほう棄きしているらしい。まあ無理も無い話だが。

　代わりに――

「孤児ってのは、その、お父さんとか、お母さんがいない人の事を言うんですけどね」

　とソリウが答える。

「そうなんですか」

　ネリアは頷うなずいて――言う。

「覚えました。孤児とはお父さんとお母さんが居ない人の事」

「よかったわね」

　苦笑しながらナナが言う。

　そろそろ彼女もこの少女の性格に慣れ始めていた。まあ確かに変と言えば色々と変な少女だが、それを言えば淫魔族サキュバスの癖くせに王女という彼女の方が、ぶっちぎりで変な立場に居る訳で――ナナからしてみれば、別にネリアの奇き矯きような言動は、問題視する程の事ではないのだろう。

　だが――

「お父さんとかお母さん――両親及および親類縁えん者じやの設定は今回、無かったですから、私は孤児という事になります。はい――私は平凡な村娘で孤児です」

「……『設定』？」

　ナナが首を傾げる。

「設定って――何？」

「私の素す姓じようです」

　やはり無表情に――至極当然といった口調で答えるネリア。

「……何を言ってるのか、よくわかんないんだけど」

「そ――それはともかく」

　やや強引な感じでコリンが会話に割って入る。

「本当に命が危ないわよ――ソリウさん？」

「ま……いいんじゃないですか？」

　まるで会話の内容が分かっていないかの様に、至極お気楽な様子でソリウは笑った。

「やばいと思ったら適当に逃にげますよ。自じ慢まんじゃありませんが逃げ足は速いですよ？」

「……そう」

　説得は無む駄だだと見たのか、コリンは溜ため息をついて引き下がる。

「じゃあ御お願ねがいだから本当に、まずいと思ったらすぐに逃げてね？」

「はいはい――それはもう」

　とソリウ。

「いやしかし……面白いですね、皆みなさん」

「……そう？」

　とナナが首を傾げる。

「ええもう。何というか創作意欲そそられますよ。いい曲が出来そうです」

　言ってソリウは背負っていたリュートを外し、を胸元に抱かかえ込むと、ぽろんと弦げんの一本を爪つま弾びいた。

「皆さん割と型破りというか。『らしくない』処が実にいい」

「……あまり自覚無いんだけど」

「異常の頂点が何を言うやら」

　耳栓を抜ぬきながらエキノが口を挟はさむ。

「何ですって？」

「いや――並外れて姫ひめ様は美しいなぁ、と」

「嘘うそつけっ！」

　怒ど鳴なるナナ。

「ちゃんと聞こえてたわよっ！」

「だったら聞き返すな」

「あんただって充じゆう分ぶん変でしょうが！　大体何よその服！　王女の側に侍はべるなら侍るで、もっときちんとした格好しなさいよ！」

「……他人の趣しゆ味みケチつけんな」

「何が趣味よ。大体エキノ、初めて会った時なんか、ハデハデな衣装着て――」

「うるせえな、あれは仕方なく――」

　…………

　いつもの様に口くち喧げん嘩かなのか漫まん才ざいなのかよく分からない応おう酬しゆうを始める姫ひめ君ぎみとその従者。

　そんな二人を馬車の屋根の上から見下ろしながら――

「……まあ何よりもあの二人の関係が一番変というかよく分からないんですが」

　とソリウ。

「まあね」

　コリンが苦笑を返す。

「エキノと姫様の付き合いは私よりもずっと古いから……私も詳くわしくは知らないけれど」

「ナナ姫様とエキノさん――主従っていうより、何か友達とか兄妹で喋しやべってる様な感じですねえ」

「実際――兄妹みたいなものだから。あの二人は」

　少し……ほんの少しだが眩まぶしそうな、羨うらやましそうな、そんな表情で二人を眺ながめながらコリンは言った。




　　　　●　●　●




　空は抜ける様に蒼あおかった。

　旅立つには良い日和ひよりだろう。

　雲の断片すら見当たらぬ――何処までも澄すみ渡わたる秋の蒼そう穹きゆうを見上げながら、少年は薄うすい笑みをその顔に浮うかべる。

　秋晴れの空を見つめるのに相応ふさわしい様な、明るい笑顔ではない。まして二十歳はたちにも満たない少年の顔に似合う笑顔でもない。ひどく病的で翳かげりを帯びたそれは、何かを――あるいは全てを失った者の、静かで、無気力な笑みであった。泣く事にも怒おこる事にも既すでに倦あぐみ、何もかもに疲つかれ果はててしまった者が浮かべる、老いさらばえた笑みだった。

「――さて」

　少年は窓まど枠わくに腰こし掛かけると腰こしから短たん剣けんを抜いた。

　鞘さやや柄えに精せい緻ちな細工が施ほどこされた、見るからに高級そうな品である。埋め込まれた宝玉の数と大きさからすれば一いつ般ぱん庶しよ民みんの所有出来る品ではない。貴族か豪ごう商しようか――あるいは王族か。何にしてもごく一部の特権階級に属する人間の持ち物である事は間ま違ちがいない。

　少年は手の中で軽く短剣を弄もてあそぶ。

　まるで改めてその重みを確かめているかの様な仕草だ。

　そして――

「俺も――逝ゆくか」

　まるで散歩に出で掛かけるかの様な口調で少年は呟つぶやいた。

　短剣をひょいと放り投げてから逆手で受け止める。少年はそのまま何の躊躇ためらいも示さずその切っ先を自分の喉のどに突つき付けた。

　装そう飾しよくこそ過分な程に施されているが、断じてそれは儀ぎ礼れい用の刃やいばではない。僅わずかに力を込めれば、その鋭えい利りな先せん端たんは易々と彼の急所に届いて彼の生命そのものを破は壊かいするだろう。

　しかしやはり少年に躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんの様子は無い。

　そして彼は手に力を――

「みぎゃああああああああああああああああああああああああああ――っ!!」

「――ん？」

　怪け訝げんそうに顔をあげる少年。

　でもって――

「ぁぁぁぁぁぁああああああああああああ――っ!!」

　どげっ。

　何処か彼方かなたから、残ざん響きようの尾を引きずるかの様な悲鳴――だろう多分――が聞こえてきたかと思うと、それは発生源ごと開かれた窓から飛び込んできて、あろう事かいきなり少年の後頭部に激げき突とつした。

「だあああああっ!?」

「ああああああっ!!」

　更さらにそれは激突したついでに彼の身体にへばりついたかと思うと、そのまま彼を巻き込み、飛び込んできた勢いそのままに、吹ふっ飛んで――部屋の隅すみに置かれていた寝台ベツドへと突っ込んだ。

　ぼすん――と激突音と呼ぶにはやや間の抜ぬけた響ひびきが、部屋に満ちる。

　同時に衝しよう撃げきでシーツと枕まくらが舞まい上がった。

　ついでに――少年の手にしていた短剣も。

　凶きよう器きはからからと乾かわいた音を立てて床ゆかの上を滑すべっていき、部屋の片かた隅すみで停まった。

「う……む……？」

　頭を振ふりながら身を起こす少年。

「何だ……？　一体……」

　何やら身体が重い。
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　そして少年は気付いた。

「…………？」

　肩かた越ごしに自分の背中の方に視線を向けると――そこには、木の幹にへばり付く小こ猿ざるの様な格好で、悲鳴の発生源らしきものがくっついていた。

「…………」

　少年は怪訝そうに眉まゆをひそめると、手を伸のばしてその悲鳴の主をつまみ上げる。

　それは――女の子だった。

　年ねん齢れいは未だ十歳さい前後だろう。

　絹糸の様な銀ぎん髪ぱつを、ポニーテール状にまとめた、愛らしい顔立ちである。薄い青の、上品な仕立ての衣装を着てはいるが……上質の布地は、あちこち這はい回ってでもいたのか、汚よごれまくっている。

「うにゅうううううっ……」

　少年が手を離はなすと、ぼとりとベッドの上に落ちて転がる少女。

　どうやら眼を回しているらしいのだが――

「……何なんだこれは」

　呆あきれた様に呟く少年。

　すると――

「……『これ』とは何よ、『これ』とは」

　頭をふらふらと揺ゆらしながらも少女は身を起こすと、銀髪の間から先の尖とがった耳をぴんと立てて抗こう議ぎした。先程の悲鳴はまあ別にして――少女の声そのものは陶とう器きの鈴すずを打ち振るかの様な、ころころと素そ朴ぼくで可愛らしい響きであった。

「その耳――」

　少年の口調には若干の動どう揺ようが在る。

　彼は驚おどろいた様な呆れた様な、何処か曖あい昧まいな表情で眼の前の幼い少女を見つめた。

「まさか――君がナナ姫ひめか？」

「そうよ」

　と少女は――九歳の幼い姫ひめ君ぎみは腰こしに巻いたシーツの残ざん骸がいを解きながら言った。

　道楽か。酔すい狂きようか。あるいは乱心か。何にせよアビアス王国の国王が血の繋つながらない、しかも異種族の女児を我が子として――つまりは王位継けい承しよう者として育てているという話は有名だ。

　しかし……

「『まさか』って何よ『まさかって』」

　少女はいちいち生意気な口調で少年の言葉に食って掛かかる。

「いや……」

　頬ほおを人差し指で掻かきながら少年は言った。

「アビアスの姫の話は有名だからな――」

「そうなの？」

　眼を瞬またたかせながら少女――ナナ姫は尋たずねてくる。

「そっか。私有名なんだ」

「ああ。異種族で、しかもくそ生意気で、落ち着きが無くて、筋金入りのじゃじゃ馬だとは聞いていたんだが……」

「聞くなっ！」

「しかしいきなり奇き声せいをあげて窓から飛び込んでくる程、いかれているとは思わなかったからな」

「好きでやってんじゃないわよ」

　ナナ姫は幼い顔をしかめながら言った。

「緊きん急きゆう避ひ難なん具の強度がちょっと予想より劣おとっていたのよね」

「緊急避難具？」

　呟つぶやいてから――ふと気付いて少年は窓に歩み寄った。

　上半身をねじって上を見る。すると何やら建物の壁かべに沿って白いものが揺れているのが見えた。どうやらベッドのシーツやらカーテンやらを裂さいてそれを結んで造ったらしい即そく席せきの『縄なわ』らしい。秋風にゆらゆらと揺れるそれは、どうも三階程上の部屋から垂れ下がっている様だった。

「上から――飛び降りたのか？」

「うん」

　平然と頷うなずいてナナはぱんぱんとワンピースの埃ほこりを叩たたいて落とした。

「此こ処こ――二階の客間よね？」

「まあ――そうだけど」

「よし。まずは脱だつ出しゆつ成功ね」

「…………」

　窓が開いていなければどうする積もりだったのか――とふと気になったが、少年は面めん倒どう臭くさいので突っ込むのを控ひかえておいた。

「ところで――お兄ちゃん、誰？」

　今いま更さら、ふと思い付いた様子でナナが尋ねてくる。

「俺？　あ――ああ」

　少年はしばし頭の中で幾いくつかの答えを検討してから――言った。

「俺は君のお父さんにちょっと厄やつ介かいになっている者だよ」

「ふぅん？」

　紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみが少年を見つめる。

　純じゆん粋すいな――何の濁にごりも無い宝玉の様な瞳だ。

　少年は居心地の悪さを感じた。

　こんな真っ直ぐな――打算も下心も含ふくまない視線を浴びるのは何年ぶりだろうか。人間の世の汚お濁だくを集めたかの様な世界にどっぷりと浸つかり、自らも汚よごれきってしまった身で、開けっぴろげな少女の幼い瞳に晒さらされるのは――まるで岩いわ陰かげに這はいずって生きる虫が陽光の下に引きずり出されたかの様で、落ち着かない。

　いや。いっそ――痛い。

　ただナナ姫はそんな少年の気持ちを知ってか知らずにか、小鳥の様に無む垢くな仕草で首を傾かしげて言った。

「何だかよく分からないけど――どっかよその国の人？」

「まぁ――そうだな」

　少年は頷いた。

　確かに彼はナナ姫ひめから見れば異国の人間だ。もっとも彼の故郷たるその国は最早もう無いのだが。

「ところで君は何であんな危ない真似をしてたんだ？」

「――あ」

　ナナは一いつ瞬しゆん、眼を瞬かせてから――愕がく然ぜんとした表情で言った。

「逃にげなきゃ……！」

「逃げる？」

　少年は怪け訝げんそうに尋ねる。

　ナナ姫はこの国の王族であり姫ひめ君ぎみだ。

　そして少年と彼女が今居るのはアビアスの王城――ハスティフォリアル城である。自らの家である此この城で一体彼女は何から逃げなければならないというのか。

「逃げるって……何から？」

「悪あく魔ま」

　ナナは即そく答とうした。

「あ……悪魔？」

「そうでなきゃ陰いん険けん年増」

「…………い……なんだって？」

「それは――」

　思わず聞き直す少年の台詞せりふを押おし退のける様にして――第三の声が割って入った。

「ひょっとして私の事ですか――姫様？」

　それはまたしても開かれたままの窓から入ってきた。

「ああっ――出たっ!?」

「人をバケモノみたいに……」

　そう言うのは――黒衣を纏まとう長い金きん髪ぱつの女性だった。

　品の良い顔立ちと物もの腰ごしで、一見すれば何処かの貴族の奥おく方がたの様にも見える。

　年ねん齢れいは――よく分からない。

　その落ち着き振りは年季の入った老女を思わせるが、顔立ちは未だ若々しさや瑞みず々みずしさを失って居らず、見る角度によっては、未だ二は十た歳ち前の少女の様にも見えた。

　だが何にしても普ふ通つうの女性ではない。

　普通の女性は、何の支えも無いままに虚こ空くうへ平然と立ったりはしないからだ。

　空中浮ふ遊ゆうの魔術である。

「……魔ま導どう師し」

　少年は窓の外の女性が右手に杖つえを持っているのに気付いた。

　複雑に湾わん曲きよくした先せん端たんに幾つもの金きん属ぞく環かんを付け、表面には精せい緻ちな幾き何か学がく模様を施ほどこされたその道具は、魔法使い達の道具だ。少なくとも魔導師でない限り、持っていても何の意味も無い代物である。

「マ……マヤカ……」

　呻うめく様にナナが呟つぶやく。

「もう少し、お勉強に身を入れて下さいまし」

　にこやかに上品な笑みを浮うかべながらマヤカと呼ばれた女性は言った。

　もっともその眼は決して笑っていないし、額には彼女の内で圧力を高めながら渦うず巻まく怒いかりを示すかの様に、うっすらと血管が浮いていたりする。

「姫様は将来、アビアスを背負って立たれるお方なのですよ。その為ためには経済学や政治学は元より――ありとあらゆる学問を広く浅く学んで頂く必要が御ご座ざいます」

「そーゆーのは適当なダンナ見み繕つくろって押し付けるから」

「それでも相応の教養は身に付けて頂きませんと」

　マヤカは頬ほおを若干引きつらせながら言った。

「行き送れてしまいますわよ？」

「マヤカが言うと説得力在るわね」




　――ぴし。




　無論、幻げん聴ちようなのだろうが――少年はマヤカが辛かろうじて保っていた上品な笑顔に亀き裂れつが入る音を聞いた様な気がした。

　でもって。

「――姫様」

　女魔術師の顔から表情が消える。

　彼女はゆっくりと右手を挙げて言った。

「お仕置きが、未だでしたわね？」

「あ……ああああああ……」

　ナナが後ずさり――しかし寝台ベツドの縁ふちに足を取られてその上に倒れ込む。小生意気な姫君の表情は哀あわれな程に引きつり、そして彼女はベッドの上を後ろ向きに這はってわずかでもマヤカから遠ざかろうとしていた。

　だが――

「待って、待って、その――」

「――えい」

　マヤカが右手の杖を振ふった。

　取り付けられた金属環がしゃん、と鳴る。

　同時に――

「ひぎゃああああああっ!?」

　ナナが悲鳴を上げた。

「あ！　んあ！　あ！　あああ！　んあああ!?」

　苦鳴と言うよりも何か悶もだえているかの様な、微び妙みように痛みのそれとは異なる感じの声を上げながら、ナナは寝台の上でどたばたと跳はねている。まるでその様子は陸に揚あげられた魚の様だった。

　傍はた目めには何が起こっているのかさっぱり分からない。

　そもそもマヤカはナナに触ふれていないし、部屋の中に入ってさえいないのだ。

「んあああ？　あ！　あああ!!　んあ！　んあ！」

　ばたばたと寝台の上で暴れ回るナナ。

　少年は困こん惑わくの表情を浮かべて窓の外の女性を振り返る。

　もうこの時点で少年は彼女が、誰なのか想像がついていた。

　マヤカ・セロウィニアン。

　アビアス王国魔術師団最高顧こ問もんにしてナナ姫ひめの教育係と言われる女性魔導師である。

「一体、何を……？」

「御心配なく。痛みを与あたえる様な真似などしておりません」

　マヤカは澄すました表情で言った。

「動こうとする姫様の力を――そのまま脇わきの下をくすぐる力に変へん換かんしただけです」

「…………」

　それはつまり――暴れれば暴れる程にこそばゆいという事ではないか。

　でもってこそばゆいからつい身を捩よじって暴れてしまう訳で。

　すると更さらにくすぐられる訳で……

「……むごい」

　少年は呟いた。

　くすぐり――というと一見微笑ほほえましかったりするが、実の所、これは拷ごう問もんの手段としても使われたりする。半日も続ければ屈くつ強きような戦士でも屈くつ服ぷくして赦ゆるしを乞こうという。

　さすがに長時間続ける積もりはマヤカにも無いのか、魔ま法ほうは解除された様で――ナナは精根尽つき果はてた様子で寝台の上でぐったりと伏ふせっていた。

「お見苦しい処をお見せしました――殿でん下か」

　改めてマヤカは空中で優ゆう雅がに一礼する。

　だが少年は自じ嘲ちよう気味な表情を浮うかべて首を振った。

「最も早はや――俺は『殿下』などと呼ばれる身ではありません」

　既すでにラディカン王家は存在しない。

　またその滅めつ亡ぼうを招いた自分にその家名を名乗る資格も無い――少なくとも少年自身はそう考えていた。

「……失礼しました」

　マヤカはただ深々と頭を下げた。

　怪け訝げんの表情を浮かべる事も無く、ましてや殊こと更さらに問い質したりしない。多少なりとも少年の胸中を理解しているからだろう。聡さとい女性であった。

「どうかお許し下さい…………あら？」

　ふとマヤカの視線が滑すべって部屋の隅すみに行き当たる。

　そこには先程少年が抜ぬいた短たん剣けんが転がっていた。

「――あ」

「まあ……」

　止める間も無く、ひょい――とマヤカが杖つえを振る。

　すると短剣はまるで見えない糸で引かれる様に、床ゆかから跳ね上がり、くるりと一回転してから空中を飛び――そして女魔ま導どう師しの手に収まった。

「姫様が飛び込んだ拍ひよう子しに、飛ばされたのですね……傷がついておりますね」

　しげしげとその短剣を眺ながめながらマヤカは言った。

「申し訳ございません。元通りに修しゆう繕ぜんしてからお返ししますので、どうか一両日お預かりさせて頂けませんでしょうか？」

「…………」

　少年は言葉を失っていた。

　魔導の技を見るのは初めてではない。むしろ何度も何度も見てきた。魔導師達の唱える攻こう撃げき魔法が、眼の前で大岩を粉ふん砕さいしてのける様も観た事が在る。

　だが――マヤカが見せたのはそんな虚こ仮け威おどしの魔法とは、全く次元が異なる技能だ。

　魔法といっても万能ではない。

　それはあくまで特とく殊しゆな技能に過ぎない。出来る事と出来ない事が在るし――余人には簡単に見えても実際には小石一つ動かすだけでも、相応の手順と魔力を必要とする。大たい抵ていの場合は、同じ事を手を使ってやった方が結果的に楽なのである。

　そしてその『相応の手順』とは主に『呪じゆ文もん詠えい唱しよう』である。

　だが――この女魔導師はそれこそ自分の手足の様に何気なく魔法を使う。

　これは異様な事だった。

　岩を砕くだき山を焼く様な、強力な攻撃魔法を使う事そのものは、実は魔導師達にとってそう難しい芸当ではないという。だがそれは長い長い呪文詠唱を介かいしての事だ。術の補助と増ぞう幅ふくを担当する発動媒ばい体たい――杖を携たずさえていてさえ、それは延々と数百語に及およぶ圧縮呪じゆ文もん言語を実際に唱えなければならない。

　逆に言えば……たとえ小石一つとはいえ、短い一いつ瞬しゆんの発声や、杖の一ひと振ふりで動かすには、術の構造を解体し、理解した上で、極限までその手順を圧縮・省略するだけの知識と応用力、そして何よりも経験が必要となるのだ。

　ましてマヤカは今、空中浮ふ遊ゆうの魔法を使っている。

　二つ以上の魔法を重複発動させるのも並ならぬ技量が必要だという。少なくともそれが可能な魔導師はごく少数と言われている。ごく小さな魔法でも二つ同時に使ってみせるだけで、何処の国でも大喜びで要職を空けてその者を迎むかえ入れるだろう。

　マヤカが魔導師達の聖地と呼ばれるモス魔導院の出だとは少年も聞き及んでいたが――それを考こう慮りよしても、彼女の年ねん齢れいとその技量からすれば、その間を繋つなぐ為ためには『天才』の語を介さざるを得ない。

　恐おそらく、大陸広しと言えども、マヤカに匹ひつ敵てきするだけの術者は十人と存在するまい。

「〈アビアスの静せい謐ひつなる魔女〉……その技能、他に並ぶ者無し、と噂うわさには聞いていましたが……ここまでとは」

「お褒ほめに預かり、光栄です」

　優雅に微び笑しようするマヤカ。

「私の噂と随ずい分ぶん違ちがうわね」

　ふてくされた表情で寝台ベツドの上に座りながら言うナナ。

「つまりはこういう時に、日ひ頃ごろの精進の差が出るという事です」

　言ってマヤカが杖を振ふる。

　すると短剣の時と同様にナナの身体がひょいと浮き上がると、そのまま空中を滑ってマヤカの横に並ぶ。

「それでは殿でん下か――いえ、エキノドルス様、失礼します」

「またね～」

　やはり優ゆう雅がに一礼すると、マヤカは指も触ふれぬままにナナを虚こ空くうにぶら下げ、窓の外を上じよう昇しようしていった。

「…………」

　少年――かつてラディカン帝てい国こく第一王子と呼ばれたエキノドルス・ラディカンはしばし窓の外の空を眺めていたが、やがて短い溜ため息をついた。
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　月が出ていた。

　ハスティフォリアル城から見上げる月は、何処か曖あい昧まいに煙けむって見える。今日は秋晴れの良い天気であったが――恐らく明日は雨が降るだろう。

　雨の日に逝ゆくのは避さけたい。

　まるで自分が悲劇に酔よっている様に思えるからだ。

　ラディカン帝国の滅めつ亡ぼうは自ら望んだ事ではないとはいえ、彼が仕し掛かけた事には違ちがいないのだ。父も親族も彼が死に追いやった。殺したのは彼ではないが殺したも同然だ。その責任は確実に彼にも在る。他に選せん択たく肢しなど無かったが――それは言い訳に過ぎない。卑ひ怯きようで卑ひ劣れつで最悪の選せん択たくをしたのは他ならぬ彼自身だ。

　だからこそ悲劇的な場面で自らの人生を締しめくくるのは……安易で無責任な気がした。

　至極当然の様に――ただ死ぬ。

　それが裏切り者の末路としては相応ふさわしい気がしたのだ。

　無論――これも亡くなった父に言わせれば『くだらない感傷』に過ぎないのだろうが。

「……短たん剣けんの方が確実だが」

　苦笑を浮うかべながらエキノドルスは部屋の隅すみに歩み寄る。

　扉とびらの横に配された小さな卓たくには、小さな真しん鍮ちゆう製の燭しよく台だいが置かれていた。実際に蝋ろう燭そくが立てられてはいるが――既すでにガス灯の類が実用化して久しい昨今、こうした小型の燭台には装そう飾しよく品以上の意味合いは無い。

　エキノドルスは蝋燭を外して燭台を手に取る。

　蝋燭を突つき刺さす為の鋭するどい突とつ起きは、その気になれば充じゆう分ぶんに凶きよう器きとして通用する。

「いつまでも厄やつ介かいになる訳にもいかないしな――」

　それにやはり責任は取らねばなるまい。

　少年らしからぬ悲ひ壮そうな決意をその顔に浮かべ――燭台を胸元に構える。

「――父上」

　呟つぶやく様にエキノドルスは言った。

「今――詫わびに参ります」

　燭台の先せん端たんが彼の喉のどに食い込――

「ナナァァああああああああああーっ！」

　どがっ。

　勢い良く――というより半ば殺人的な速度で開いた扉が、そのすぐ脇わきに立っていたエキノドルスの身体を軽々と吹ふっ飛とばした。

　その後に生まれるのは大おお柄がらな人ひと影かげである。

「ここかっ!?　ここだなっ!?　はーっはっはっはっは！　何処に逃にげ隠かくれしようと私の眼からは逃れられんぞっ!!」

　黒い髪かみを振り乱みだしながら――といっても後頭部と襟えり元もとで髪を括くくっているので、そうそう無茶苦茶に乱れはしないが――喚わめくのは、呆あきれた事にこの城の主であった。

　要するにバルテリク・バー・アン・アビアス国王である。

「観念せいっ！　はーっはっはっはっは！」

　言いながらバルテリクは部屋の中に踏み込んでくる。

　でもって――

「――む？」

　アビアスの国王は怪け訝げんそうな表情を浮かべて足元を見――床ゆかの上で痙けい攣れんしているエキノの傍かたわらにしゃがみ込んだ。

「むむ？」

　ひょいと手を伸のばし子こ猫ねこでも拾い上げる様な動作でエキノドルスの襟えり首くびをつまみ上げる。

「違う――」

　彼は落らく胆たんを隠しもせずに言った。

「お前はナナではない！」

「……当たり前です……」

　呻うめく様にエキノドルスが突っ込む。

「むむ。よく見ればエキノドルス殿どのではないか。どうしたのだ？　ちゃんと寝台ベツドが在るのだからして――そこで寝ねた方が良いぞ？」

「…………」

　エキノドルスに反論する気力なんぞ在る筈はずも無い。

「む。それとも、ひょっとして最近は床で寝るのが流行はやりなのか？」

「…………」

「それとも新しい健康法の類か？」

「違ちがいますっ！」

　とうとう耐たえかねてエキノドルスは叫さけんだ。

「……陛下こそ何をなさっておられるのですか」

「私か？」

　堂々たる口調でバルテリクは言った。

「私は隠れんぼをしているのだ」

「…………」

「知らんか？　隠れんぼ」

「いや……知ってますけど」

「ふむ。日中は政務であまり構ってやれぬのでな。寝る前には親子の触ふれあいとして、娘むすめと隠れんぼをするのが通例となっておる」

「……はあ」

「今日は私が鬼おにの番なのだが――最近、娘もめっきりと隠れんぼ技能を上げてきてな。なかなか尻尾しつぽを掴つかませてくれんのだ」

「…………」

「しかし此こ処こに居ないとなると……ナナの奴やつ、何処に行ったのだ……？」

　きょろきょろと彼は室内を見回すものの、隠れる様な場所は特に無いし――何よりも此処にナナが来ていないのはエキノドルスが一番良く知っている。

「すまん。邪じや魔ましたな」

　そう言ってくるりと戸口を振り返り――エキノドルスに背中を向けるバルテリク。

「――あ」

　声を漏もらすエキノドルス。

　彼の眼の前――アビアス国王の広い背中にカエルの様に貼はり付いているのは、彼が血眼になって探している筈の王女であったからだ。

　そして――

「ナナ――ッ！　どこだぁああああああっ!?」

　猛もう然ぜんとした勢いで走り去っていくバルテリクの背中から、ひょいと音も無くナナ姫ひめが飛び降りる。しばらく廊ろう下かの奥おくへ突とつ進しんしていく父を見送ってから、アビアスの姫は扉とびらを閉めて短く息を吐ついた。

「ふ……まだまだ甘あまいわね。御お父とう様さま」

　気がつかないバルテリクもバルテリクだが――相手の背中に貼り付くなどという隠かくれ方をするナナもナナである。
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「……どういう家庭なんだ、君の処は」

「変かな？」

「かなりな」

「そっか。でもまあいいじゃん」

　と屈くつ託たく無い笑顔で言うナナ。

「どうせ王族とか異種族とか色々うちはこんがらがってるから。元から普ふ通つうじゃないから、まあしょうがないよね」

「…………」

　エキノドルスは言葉を失う。

『王族』にしろ『異種族』にしろ――それは時と場合によっては、血で血を洗う様な抗こう争そうや紛ふん争そうの原因ともなり得る事実だ。それを『まあいいじゃん』で流してしまえるというのは、単にその事実の重みを知らないか――もしくはとんでもなく意志力が強いかのどちらかだろう。

　勿もち論ろん、子供であるナナは前者である可能性の方が圧あつ倒とう的てきに高いが――ならば『うちはこんがらがっているから』などと言うだろうか。

　黙だまり込んでしまったエキノドルスの様子をどう判断したのか――ナナ姫は改めて、にぱっと明るい笑みを浮うかべて彼の手を取った。

「それよりお兄ちゃん――遊ぼうよ」
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　子供を甘く見てはいけない。

　特に――遊んでいる時の子供は。

　その元気の持続力たるや大人の比ではない。遊んでいる限りは徹てつ夜やででも全力疾しつ走そうしかねない生き物――それが子供である。未熟な上に経験の浅い彼等は精神的にも肉体的にも『限界』というものを未だ知らない――というか自覚出来ない事が多いので、気力が底をつくまでそのまま突つっ走るのだ。

　まあそういう訳で……

「次！　次ね！　次は――」

「……勘かん弁べんしてくれ……」

　エキノドルスは寝しん台だいの上に突っ伏ぷしながら呻うめいた。

　寝台ベツドを挟はさんで反対側――寝台の上に肘ひじをついてナナは彼の顔を覗のぞき込んでいる。

「何？　お兄ちゃんもうおねむ？　根性なーい」

「根性の問題じゃないだろう。何が哀かなしくてこんな子供と徹夜しなきゃいけないんだよ」

「失礼な」

　九歳さいの姫ひめ君ぎみは頬ほおを膨ふくらませて言った。

「確かに私は未だお子様だけど、お兄ちゃんだって大人じゃないでしょ」

「俺の国では十六で成人なんだよ」

　とエキノドルス。

　これは本当だ。無論――成人の定義は国によって違ちがうが、基本的にラディカンの法律では十六歳に達した時点で大人に備わる権利は一通り与あたえられる事になっていた。ただし一いつ般ぱんの庶しよ民みんには参政権だの居住地選せん択たくの権利等も無かったので、事実上『成人する』という事はつまり『結けつ婚こん出来る様になる』『家か督とくを相続出来る様になる』という程度の意味しか無かったが。

「アビアスでは女の子は九歳で成人するんだよ」

「嘘うそだ。それは絶対嘘だ」

　エキノドルスはそろそろ白み始めた窓の外を眺ながめながら言った。

「とにかく俺はもう眠ねむい。今日はお開きにしてくれ」

「えー……？」

　明らかに不満顔でナナが声を上げる。

「つまんない。もっと遊ぼうよ」

　言ってナナはエキノドルスの肩かたを掴つかみ、かっくんかっくんと揺ゆさぶってくる。

　もっとも遊ぶといっても実は殊こと更さらに何かしていた訳ではない。部屋の中で色々と話をしたり、道具も無しに出来る簡単な遊ゆう戯ぎ――謎掛けクイズとか、しりとりとか、指ゆび相撲ずもうとか――をしていただけなのだが。

　特にナナが好んだのは異国の話だ。

　どうも彼女は未だアビアスから外に出た事が無いらしい。

　まあこれは珍めずらしい事ではないが――

「……駄だ目め。俺は寝ねる」

「むー……まいっか」

　エキノドルスを揺さぶる手を止めてナナは言った。

「私もそろそろ眠くなってきたし」

「――既すでに朝だぞ」

　とエキノドルス。

　ふと彼は思ったが――あれからバルテリクはどうしたのだろうか。一晩中ナナ姫ひめを捜さがしてハスティフォリアル城の中を駆かけ回っているのだろうか。

「じゃ――また明日も遊ぼうね」

　ナナは可愛らしい笑顔を浮かべてエキノドルスを労うと――立ち上がってそのまま部屋を出て行った。

　ぱたぱたと足音が遠ざかる。

　本当に元気な少女であった。

「…………悪いが」

　一人寝台の上に寝そべりながらエキノドルスは呟つぶやいた。

「明日……いやもう今日か……何にせよ、次は無しだよ、お姫ひめ様さま」

　物もの憂うげな表情を浮かべて彼は手を伸のばし――寝台の下に転がっていた燭しよく台だいを拾い上げる。

　それを喉のど元もとに持ってきて――

「…………」

　エキノドルスは複雑な表情でその燭台を眺めた。

　彼が自害用にと眼を付けていたそれは、バルテリクに吹ふっ飛とばされた時にどこかにぶつけたらしく、突とつ起き部分が見事にひん曲がっていた。

　これでは喉のどを突つく事が出来ない。

「……困ったな」

　どうしてもというのならば、舌を噛かみ千切るなり、腰こしに巻いた帯を使って首を吊つるなりする事も出来るが――覚かく悟ごは出来ているものの、はっきり言って気力も体力も尽つきかけた今の状態では、どちらもひどく億おつ劫くうだ。

「…………」

　ふとナナ姫の笑顔が脳裏を過ぎる。

「ま……今いま更さら、一日や二日遅おくれても大差無いか」

　何か言い訳するかの様な口調でそんな事を呟いて……エキノドルスは燭台を寝台の脇わきに投げ捨てた。
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「お兄ちゃん――遠乗り行こう！　遠乗り！」

　エキノドルスの部屋にやってきたナナはそう言った。

　言うまでもない事だが……

「ガボン河の側でコンゲシスの花が丁度咲さいているって！　きっと綺き麗れいだよ！」

「……あのな」

「ほら！　そんな処で寝てないで！　馬はちゃんと貸したげるから！」

「…………少しは疲つかれろ。今木登りしたばっかだろうが……？」

「えー。お兄ちゃん体力なーい。年寄りみたーい」

「…………」

　翌日からは一人になる暇ひまも殆ほとんど無いまま――エキノドルスはナナに振ふり回されていた。

　どうにも彼はこの幼い姫ひめ君ぎみに気に入られたらしい。単に異国の人間が珍しいだけなのかもしれないが、何にしても休息する暇も無い程に、ナナはエキノドルスの部屋にやって来ては、飼い主にじゃれつく子犬の様に彼の側にまとわりついていた。

　無論――彼女は彼女で勉強だの何だのが在る。

　だがナナはエキノドルスが呆あきれる程の執しつ拗ようさでマヤカの監かん視し下から脱だつ走そうすると、彼の部屋に遊びに来るのである。でもって毎度の如ごとくマヤカに見つかり連つれ戻もどされるという、進歩の無い行こう為いを繰くり返かえしていた。

　正直言って……ナナ姫の遊びに付き合う程度の体力はエキノにも在る。

　これでも彼は幾いくつかの武術に通じている。特に剣けん術じゆつと槍そう術じゆつに関してはそれなりの腕うで前まえであるという自負が在り――その技能を支える為ための肉体鍛たん錬れんは、最近まで欠かした事は無かったのだ。

　だがどうにもナナ姫と一いつ緒しよに居ると調子が狂くるう。

　つい――『楽しい』と思ってしまう自分が居る。

　だがそれは許されない。許されてはならない。

　自分は多くの人間を裏切ったのだから。裏切って死に追いやったのだから。だから自分も責任を取って死ぬべきなのだ。今日を楽しんではならない。明日も生きたいなどと思ってはならない。

　だから……

「じゃあさ、遊ゲ戯ー盤ムしよう、遊戯盤！」

「遊戯盤？」

「うん！」

　どうやら最初から遠乗りが拒こばまれる事も考こう慮りよに入れていたらしい。用意周しゆう到とうにもナナは持参した袋ふくろの中から遊戯盤と賽子サイコロ、そして駒コマといった諸々を取り出して見せる。

　でもって。

　遊戯盤の真ん中には何やら達筆な文字で題名が書かれていた。

　その名も――『大だい侵しん略りやく』。

「おい…………」

「隣となりの国を攻せめてね、国土を根ね刮こそぎ奪うばってね、そんでもって国民を一人残らず奴ど隷れい化かする遊戯盤なんだよ？」

「鬼き畜ちくか――この遊戯盤の製作者は」

　楽しげに言うナナをバケモノを見る様な目つきで眺ながめながらエキノドルスは言った。

「造ったのは御お父とう様さまなんだよ」

「そ……そうなのか？」

　意外と言えば意外である。

　まあ正気を疑うような、突とつ飛ぴな言動もしばしば見み掛かけるが――基本的にバルテリクは穏おん和わな名君というのが一いつ般ぱん的てき評価であり、それにはエキノドルスも異論を差さし挟はさむ余地は無いと考えている。

「えっとね。人間は結局、智ち恵えの在る動物なんだって」

「……はあ？」

「だから、闘とう争そう本能とか、残ざん酷こく性せいとかは、切り離はなせないものなんだって」

「…………」

　十歳さいに満たない少女の口から『残酷性』などという言葉が出てくるとはさすがに思いも寄らなかった。しかしバルテリクもよくそんな言葉を娘むすめに教え込んだものだ。

「だからね。そういうのは別のもので発散させた方が健康的なんだって」

「……ナナ姫ひめ。意味分かって言ってるか？」

「うーんとね。実はよく分かんない」

　にぱっと笑ってあっさりナナは首を振った。

「でもその内分かるはずだから覚えておきなさいって御父様が」

「…………」

　子供だからと誤ご魔ま化かさない。

　子供だからと騙だましたりしない。

　美しかろうと汚きたなかろうと真実を真実として教える――それは簡単なようでいて恐おそろしく難しい教育方針だろう。少なくとも放任主義でこんな教育方法を採れば、子供の性格がねじ曲がるのは必至だ。

　大たい抵ていの場合に子供は無知で無む垢くで――そしてそれ故に愚ぐ鈍どんで卑ひ劣れつだ。

　だからこそ本気で子供と顔を付き合わせて話が出来なければ――無垢で無知な子供の目線にまで降りていった上で、大真面目に子供と、それも愚鈍で卑劣な子供の理り屈くつで言い争う覚かく悟ごが無ければ、それはただの手て抜ぬきに成り下がる。ただ上から投げ降ろすだけの理屈では子供も納得してはくれない。同じ位置に立った上で、そこから一緒に高みに登っていく――そんな面めん倒どうな事をする覚悟が、どれだけの親に在るだろうか。

　少なくともエキノドルスの父には無かった。

　彼は――ただ理解と諦てい念ねんを相手に要求するだけだった。それが出来なければ相手を見限った。それが重臣であれ、我が子であれ、妻であれ、国民であれ。

　だから……

「先せん攻こうは私ね！」

　賽子を握にぎりながらナナが言う。

　その時――

「…………!?」

　エキノドルスは背筋を這はい上がる悪寒を感じた。

　馴な染じみという程ではない。だが覚えの在る感覚であった。

　殺気だ。

「――ッ!!」

　ほぼ反射的に身体が動いた。

　何故かは分からない。

　死ぬ事を望んでいた。自分の命には今いま更さら何の価値も無いと思っていた。だから殺気を向けられても身構える必要は無かった筈はずなのだ。恐らくは理由など無かろう。状じよう況きように武術で培つちかってきた反射神経が反応しただけなのだろう。

　だがそれでも強しいて理由を探すとするならば。

　すぐ側に――どんな攻こう撃げき手段であれ巻き込まれそうな、本当にすぐ側に、ナナ姫が居たからなのかもしれない。

　自分は死んでも別に構わない。

　だが――

「くっ――」

　エキノドルスはナナを庇かばって床ゆかに倒たおれ込みながら、腰こし帯おびを解いた。

　短たん剣けんが戻もどっていない為ために武器らしい武器は無いが――鋼糸を編あみ込んだ防ぼう刃じん布ふの腰帯ならば、使い方次第で盾たてにもなるし武器にもなる。その場ば凌しのぎには充じゆう分ぶんだ。

　続く動作は殆ほとんど勘かん頼だよりだ。

　だが鈍にぶってはいなかったらしい。




　乾かわいた音が響ひびく。




　彼が跳はね上げた腰帯は、窓から飛び込んできた細い矢を弾はじいてその軌き道どうを強制的に変化させた。凶きよう器きはほぼ直角に曲がって天てん井じように突つき刺ささる。

　しかし――

（俺じゃない？）

　緊きん張ちよう感かんと焦しよう燥そう感かんで引き延ばされる時間感覚。

　その中でエキノドルスは悟さとっていた。

　角度からして今の矢はエキノドルスを狙ねらったものではない。もしエキノドルスが何の反応も示さなければ、鏃やじりは彼を掠かすめもしなかったろう。

　矢が狙っていたのはむしろ――

（ナナ姫ひめ……？）

「誰かっ……!!」

　エキノドルスは叫さけぶ。

　自分が殺されるのはいい。

　だがこの少女は――

「――!?」

　窓の外を向いていたエキノドルスの視界を何かが横切った。

　反射的にそれを追って視線を横へと滑すべらせる。

　残像すら虚こ空くうに焼き付ける速さで飛び出してきたそれは――人ひと影かげだった。

　何処からともなく出現したそれは、しかも異様な風体をしていた。

　紅白の派手な衣装に包まれた道化師。

　場ば違ちがいといえばあまりに場違いなその人影は、中庭に生える樹木の枝を蹴けって更さらに空中へと舞まい上がり――同時に流れる様な動作で右手を振ふる。

　虚空を貫つらぬく銀色の一線。

　それは道化師の袖そで口ぐちから伸のびて、やはり中庭に生えていた別の常緑樹に――正確にはその葉の重なりを貫いてその向こうに突き刺さる。

「――げっ!?」

　短い呻うめき声ごえと共にちぎれた葉が舞った。

　がさがさと梢こずえを揺ゆらしながら一人の男が樹上から落下したのは次の瞬しゆん間かんである。手首に小型の弓を括くくり付けている処を見ると――どうもこの男が今の狙そ撃げきの犯人であろう。

「失礼――」

　抽ちゆう象しよう的てきな『笑み』の形を刻まれた仮面がエキノドルスを振り返る。

　小さく――しかし優ゆう雅がに道化師は会え釈しやくすると、既すでに気絶しているらしいその男を脇わきに抱え……そして出現時と同じく一瞬でエキノドルスの視界から消え去っていた。

　恐おそろしい程の早業である。

　エキノドルスが矢を弾いてから――実に瞬またたき数回分の時間しか経っていない。

　見る者の眼に残像すら残す速さ。人間一人を抱かかえて跳とぶ脚きやく力りよく。空中で正確に敵を補足して攻撃出来る視力と器用さ。いずれも人間離ばなれしている。エキノドルスも武術には並ならぬ自信が在ったが――明らかに一回りも二回りも器が違ちがう相手だった。

「近衛戦士……か？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくエキノドルス。

　だが――

「……お兄ちゃん」

　ふと掛かけられた声に彼は慌あわてて振り向く。

　彼の身体の下には――当然ながら押おし倒たおされ組くみ敷しかれたままのナナの姿が在った。

「ああ。ナナ姫、大だい丈じよう――」

「……お兄ちゃんの……助平」

　ナナ姫は真っ赤に顔を染めながら言った。

　その表情は怒おこっている様でもあり――恥はずかしがっている様でもある。紫むらさきの眼は下からエキノを睨にらみ上げているが、しかしその視線に嫌けん悪おの鋭するどさは無い。

「――は？」

　一瞬意味が分からず、怪け訝げんの表情で凍こおり付くエキノドルス。

　だが改めて考えると――

　床ゆかに組み敷かれたナナ姫。

　その上に覆おおい被かぶさるエキノドルス。

　でもってエキノドルスは腰こし帯おびを解いていて。

　…………

「って――違う！」

　思わず喚わめいて飛び退くエキノドルス。

　誤解も甚はなはだしい。

　どうやら一瞬の事であったせいか、ナナは自分が狙ねらわれていた事に気付いていないらしい。となると彼女の眼から見ればいきなりエキノが物もの凄すごい勢いで自分を押し倒した上、腰帯を解いた様に映るだろう。

　つまり――

「別にね……その……お兄ちゃんのお嫁よめさんになってあげても……いいけどさ」

　ナナは膨ふくれっ面つらで言った。

　ただし視線はエキノドルスから外している。それがおませな少女がはにかむ仕草なのだと――この状じよう況きよう下かで察する余よ裕ゆうは、さすがのエキノドルスにも無かった。

「もうちょっとちゃんと、してほしいな。それに……なんて言うか……未だ早いし」

　まあ確かに九歳さいの身としては早過ぎるだろう。

「……って何考えてんだ、このマセガキッ!?」

　怒ど鳴なるエキノドルス。

　いきなり『マセガキ』呼ばわりされて――ナナの表情が怒いかりのそれに完全に染まる。

　まあ子供といえども見栄も在れば意地も在る。

　ガキだからこそガキ呼ばわりされたら怒る訳で……

「ま――マセガキって何よマセガキって？」

「九歳だか十歳だかで妙みような知識仕入れてんじゃない！」

「そ……そっちこそ……もう助平助平助平！」

「やかましい！　誰がこんなガキんちょを――」

「何よ!?　そのガキんちょを押し倒した癖くせに！」

「これは不ふ可か抗こう力りよくだ！」

「男の人ってみんなそう言うのよ！　最低！」

「言うかっ!!」

　…………

　という訳で。

　エキノドルスとナナの口くち喧げん嘩かはしばらく続いたのだった。




　　　　●　●　●




　扉とびらを叩たたく前に――その向こうから声が響ひびいてきた。

「――何か用かね？」

　掲かかげていた拳こぶしを降ろしてエキノドルスは溜ため息をついた。

　この国の国王がかなり『使う』事には当然、彼も気付いていたが……まさか扉とびら越ごしに気配を察してくる程とは思っていなかったのだ。王族の癖にろくに護衛も付けずにあちこちに出向くという話は聞いていたが、それも当然だろう。生半可な戦士や騎き士しなんぞ、この王の前ではむしろ足手まといにしかなるまい。

「失礼します」

　言ってエキノドルスは扉を開きバルテリク王の執しつ政せい室に入った。

　そう大きな部屋ではない。ハスティフォリアル城は王城ではあるが、必要以上の華か美びさや贅ぜい沢たくさとは無む縁えんである。質しつ実じつ剛ごう健けんがこの城の基本だ。だから王の執政室と言えど、広すぎる事も無く狭せますぎる事も無い。

　数基の書しよ棚だなと。そして大型の執しつ務む机が一つ。

　装そう飾しよく品らしきものはほぼ皆かい無む。強いて言うのならば――執務机の端はしに置かれた花か瓶びんがこの部屋唯ゆい一いつの飾かざりであり潤うるおいと言えるだろう。今日、ナナ姫ひめが『綺き麗れいだ』と言っていたコンゲシスの慎つつましやかな花が幾いくつか、その上に薄うす紅べに色の花弁を広げている。

　素っ気ない程の内装であった。

　中央に置かれた執務机にはバルテリクの姿が在り、その傍かたわらには茶器一式を載のせた盆ぼんを持つマヤカの姿が在った。

「……お聞きしたい事が有ります」

「何かな？」

　バルテリクは顔を上げずに聞いてきた。

　その視線はひたすら手元の書類に注がれている。

「気付いて居られたのですね？」

「何がだね？」

「俺が――」

　エキノドルスは一いつ瞬しゆん言い淀よどみ――そして続けた。

「自害しようとしていた事にです」

「さてなぁ」

　バルテリクは何やら書類にペンで書き込みながら言った。

　やはりエキノドルスの方を見ようともしない。バルテリクにしては珍めずらしい――ひどく素っ気ない態度である。代わりにその傍らでマヤカが苦笑を浮うかべていた。

　ひょっとして照れているのだろうか――そんな風に思ってエキノドルスも自分の口元が緩ゆるむのを感じた。

「陛下、マヤカ殿どの、そしてナナ姫……皆みなで一いつ緒しよになって俺の自害を邪じや魔ましてたんだと思ったのですが？」

「そういう事もあるかもな」

　そう応えるバルテリクの口調はやはり淡たん々たんとしていて素っ気無い。

「どうしてです？」

「どうして？」

「どうして――こんな俺を、そんなに気き遣づかって下さるのですか？」

「…………」

「…………」

　バルテリクは無言。

　マヤカも無言。

　無む為いの静せい寂じやくに耐たえきれず――エキノドルスは答えを促うながそうとより直接的に言い直した。

「どうして俺を死なせてくれないのですか？」

「……エキノドルス・ラディカン」

　初めて顔を上げてバルテリクは言った。

「君が本当に心の底から死にたいと望んでいるのならば、私に止める権利は無い。死が救いになる事も在ろうし――生命の尊さが万物の価値に優る、などという安易な考えは私が嫌きらうものの一つだ」

　何の気負いも無く静かな口調でバルテリクは言った。

　それを冷れい酷こくとは呼ぶまい。

　目先の情に流される様では、王として民の上に君臨する資格は無い。情というものに、短たん絡らく的に動かされるのは凡ぼん俗ぞくの証しよう拠こだ。そして凡俗では人の上に立てない。立って他者の運命に介かい入にゆうする権利は無い。

　刃は物もので切られれば誰でも痛い。痛い事は誰もが嫌いだ。

　情とはそういうものである。

　非常に分かり易く直接的だ。

　だが――痛がるからといって病の子供に執しつ刀とうを躊躇ためらう者が医師を名乗る資格は在るまい。

　情を捨てるのではない。だが盲もう目もく的に従うのでもない。

　情というものを理解し超ちよう越えつした上で、最も正しいと信じる取しゆ捨しや選せん択たくを行える者こそが、他者の上に立ち他者の未来を左右する資格を持つ。

　故に――

「だが君は本当に死にたいのか？」

「…………」

　エキノドルスは沈ちん黙もくで応じる。

　恐おそらくこのアビアスに来た当初であれば躊躇いも無く頷うなずいた事だろう。

　しかし……

「安易な解決方法に酔よっているだけではないか？」

「…………」

「死は確かに全てを清算し解決してくれる。苦しみも。哀かなしみも。全て消してくれる。最も完全な形でな――だが」

　バルテリクは短く溜ため息をついた。

「完全であるが故にやり直しはきかんぞ――永遠に」

「…………」

　それはその通りだ。

　死は取り返しがつかない。それは最も完全で最も厳正で――そしてそれ故に最も卑ひ怯きような解決法ではある。如い何かなる抗こう議ぎも批判も寄せ付けぬ絶対的で孤こ立りつ的な方法であるが故に。

「陛下――」

「父王を裏切った事に苦しむ気持ちは分からないでもない」

　頬ほお杖づえをついてエキノドルスを眺ながめながらバルテリクは続けた。

「だが……正直言って他に方法は無かっただろう。ああでもせねばラディカンは君の父上もろとも最悪の形で滅ほろんでいた筈はずだ。数え切れない程の国民を巻き込んで――な」

「……はい」

　その通りだ。

　だからこそエキノドルスは父を裏切った。狂くるった国王によって何百万何千万という国民が死んでいくのを――そんな未来が来る事が分かっていて黙だまって見ていられなかった。

　また……だからこそバルテリクも戦争に踏ふみ切きってくれたのだ。

　他の国にはどう見えていたのかは分からない。

　あるいは後世の歴史家達から見ればそれはやはり侵しん略りやく戦争でしかなかったかもしれない。

　しかしエキノドルスやバルテリクにとって、あの戦争は――ラディカンの民を滅めつ亡ぼうから救う為ためのものだった。

「君は自分が反逆者の汚お名めいを着せられ、国を追われるという事も分かっていた筈だ」

「――はい」

「それでも――しかし君は実行した。国民を護る為にな。手段が極きよく端たんだったのは確かだが他に実効的な方法が無かったのも事実だ。私はむしろ君のその王族としての決断は、敬意に値すると思う」

「……陛下」

　エキノドルスは深い深い溜め息を吐つく。

　誰かに褒ほめて欲しかった訳ではない。誰かに認めて欲しかった訳でもない。だがそれでもバルテリクの言葉は嬉うれしかった。事が終わった後も続く懊おう悩のうを――彼の言葉はほんの僅わずかだが和らげてくれた。

「エキノドルス・ラディカン」

　バルテリクはゆっくりと立ち上がると――壁かべ際ぎわに飾かざってあった剣つるぎを手に取った。

「はっきり言えば私は――惜おしいと思ったのだ」

　一いつ瞬しゆん。

　バルテリクの右手が消えた。

　抜ばつ剣けん術じゆつ――とエキノドルスが判断したその瞬間には、もうその白い切っ先は彼の喉のどに触ふれていた。とんでもない速さだ。もしバルテリクがその気であったなら、エキノドルスは自分が何をされたかも分からないまま首と胴どうを切り離はなされていただろう。

「そんなに死にたいなら殺してやろう――だが」

　じわりと切っ先がエキノドルスの喉に食い込む。

　つ――と赤い雫しずくが彼の肌はだの上を滑すべった。

「…………」

　マヤカが息を呑のむ。

　だがエキノドルスはただ静かにバルテリクの眼だけを見ていた。

「捨てた命がその後どうなろうと、死人の知った事ではあるまい？」

「…………」

「そう――例えば私が拾おうとな」

　バルテリクの口の端はしを薄うすい笑みが過ぎる。

「いいな？」

「…………」

　エキノドルスはやはり無言。

　そのまま彼はしばしバルテリクを見み据すえていたが――

「俺に――どうしろと？」

　無表情にただそれだけを聞いた。

「…………ナナを」

　バルテリクは剣を引ひき戻もどして鞘さやに収めながら言った。

「ナナを護ってやってくれ」

「……ナナ姫ひめを？」

　おかしな事を頼たのむ――とエキノドルスは思った。

　ナナ姫には彼女の身を護る事を職責とする近衛武士サムライ達が居る。ましてや超ちよう一流の魔ま法ほう使いたるマヤカも、そして同じく凄すさまじい剣術の使い手たるバルテリクも側に居る。他にも昼間見たあの道化師の様に――陰かげながら彼女を護る者達も居るのだろう。

　この上で自分一人が加わる事に意味が在るとは思えない。

　だが――

「あれは、面めん倒どうな定めを負った子だ……側に居て彼女を護ってやれる人間が必要だ」

「陛下やマヤカ殿どのが居られるではないですか」

「……分かっとらんな」

　バルテリクは微び苦く笑しようを浮うかべて肩かたを竦すくめた。

「私は国王だ」

「……はい」

「国王とはこれでなかなか不自由な商売でな……民草の為ためならば時に家族をも見捨てねばならん。君がラディカン王を裏切った様に」

「…………」

「私とて国民の命を盾たてに取られれば、この手でナナの首を絞しめざるを得ん」

「しかし――」

「私は王という立場に縛しばられている。権利を得ると同時に義務を背負う。そして肩書や程度こそ違ちがえマヤカや武士達も同じだ。最優先されるべきはこの国の未来と平安――それ故に国そのものとナナを秤はかりに掛かけられれば国をとらざるを得ない」

　それは公私を徹てつ底てい的てきに峻しゆん別べつした立派な理想ではあろう。

　しかし……

「だからな」

　バルテリクはわずかに自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

「私はせめて一人位は、ナナの為の――ただナナの為だけに存在する戦士を、ナナに付けてやりたいのだ。常にあの子の側に居て、あの子を支え、あの子を導き、そしてあの子を護ってくれる存在をな」

「……それを、俺に？」

「勝手な話だという事は百も承知している。親ばかと笑ってくれても構わん」

　バルテリクはそこまで言って――そして何の躊躇ためらいも見せずにその頭を下げた。

「私はあの子が可愛いのだ――頼む」

「俺で……私でよろしいのですか？」

　深々と頭を垂れる一国の主を前にエキノドルスは淡たん々たんと尋たずねた。

「君以上の適任者は居ないと私は考えている」

「…………光栄です」

　エキノドルスは言った。

　そして――

「もし……」

　静かな声が唇くちびるから滑り出る。

　自分でも、恐おそろしい程に感情のこもっていない冷たい声だとエキノドルスは思った。

「陛下が国王としてナナ姫の首を絞めに来られた場合」

　その言葉にマヤカがはっとしてバルテリクを見つめる。

「私は――陛下を殺します」

　ナナ姫の……彼女だけの騎き士しになるとは、そういう事だ。

　ただ彼女だけを護り。彼女だけの為に生き。彼女だけの為に殺し。彼女だけの為に死ぬ。　たとえ彼女の家族と言えど自分の恩人と言えど、彼女の敵となれば容よう赦しやなく排はい除じよする。己の全てをナナ姫ただ一人の為に捧ささげて尽つくすという事だ――彼女以外の全てを犠ぎ牲せいにしても躊躇ためらわないという事だ。

　たとえ世界の全てを敵にしても――

「…………」

　バルテリクの表情は変わらない。

「それでよろしいのですか？」

　質問ではない。

　それは確認だった。

「遠えん慮りよはいらん」

　答えるバルテリクの声には何の気負いも無かった。

　いや――むしろその表情は満足げですらある。

　この男にも王であるよりも前に、一人の父親たらんとする夜が在るのだろう。

「それでこそ我が娘むすめの戦士」

「分かりました」

　エキノドルスは一礼した。

「御ご下か命めい――謹つつしんでお受け致いたします」

　そして。

　その日ラディカン帝室最後の一人たるエキノドルス・ラディカンは死んだ。

　それは同時に――家名もなく過去も無い一人の近衛戦士、エキノの誕生でもあった。
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　深い深い――闇やみの底。

　湿しめり澱よどんだ空気の中に『それ』は眠ねむっていた。

　此この世に生まれ出てより千と数百年――歴史が伝説となり神話となる程の気の遠くなる様な時間を、『それ』は膨ぼう大だいな質量の岩がん盤ばんによって地上と隔へだてられ、この暗く冷たい場所で眠り続けてきた。

『それ』にとっては何程の事もなかった。

　たとえ千年が万年になり億年になろうとも『それ』には全く関係が無い。生き物が宿命的に持つ幾いくつかの束そく縛ばくから解放された存在である『それ』にとって、時間は敵ではない。それに寿じゆ命みようというものは無い。未み来らい永えい劫ごう『それ』は滅ほろびる事も無くただ眠り続ける事だろう――何者かに起こされない限り。

　愚おろか者の手が折角施ほどこされた封ふう印いんを破ってしまわぬ限り。

　だが――

「…………」

　鈍にぶい響ひびきが闇の底に響く。

　永遠に醒さめぬ筈はずの微睡まどろみを掻かき乱みだされて――『それ』は身じろぎする。

「…………」

「…………」

　何者かの話し声がする。

　そして――

「目覚めよ――〈第六天使〉。今こそ衆しゆう愚ぐに奇き跡せきを示す時である」

　その日……決して破ってはならない筈の封ふうが一つ解かれた。
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　月明かりも乏とぼしい――深夜。

　黒々と染まった地を這はいずる影かげが在った。

　木々の間に横たわる薄うす闇やみに紛まぎれて、影は密やかに、音も立てず、それこそ本物の影が地を滑すべっていくかの様にして芝しば生ふの上を移動していた。

　獣けものではない。

　影の輪りん郭かくは――伏ふせる事でいびつに歪ゆがんでも見えたが――確かに人のものだった。

　本来、四本足の獣と異なり、人間の身体は地を這う様には出来ていない。直立歩行に特化した身体で、それでもなお地を這いずって進もうとすればそこには必ず無理が出る。

　当然といえば当然の事だ。

　だが……

「…………」

　その影は不自然さなど微み塵じんも感じさせない動きで地を進んでいく。

　相当に年季の入った滑なめらかな動きであった。恐おそらくは馴なれているのだろう――深夜に、人目を憚はばかって動き回る事に。まるで夜行性の獣の如ごとくに。

　目指すは一いつ軒けんの屋や敷しき。

　相当に大きな――アビアス王国における一いつ般ぱん家屋の平均からすれば、十数倍にも達しようかという規模の建物である。高さはとしては二階建てでそう特筆すべきものではないのだが、とにかく横に大きいのだ。

　実を言えば影が這い回っているのも屋敷の敷しき地ち内ないである。

　街から少し離はなれた場所で――周囲には他に建物も見当たらない。そして堀ほりや壁かべの代わりに、屋敷をぐるりと取り囲む常緑樹林そのものが敷地の境界線を示しているのだった。

「…………」

　影は無言のまま――遂ついに屋敷母おも屋やの壁に達した。

　屋敷の二階部分を見上げながら、影は懐ふところから何かを取り出して――振ふり回す。風を切る音と影の形からすればどうも投げ縄なわの類らしい。恐らくはこれをどこぞに引っかけて壁を登ろうというのだろう。

　泥どろ棒ぼうの類であろうか。

　しかし……

「…………？」

　ぎくりと影が動きを止めた。

　同時にぼとりと音を立てて縄の先せん端たんが地面に落ちる。

　影の周りだけ夜の闇が濃こくなったかの様な印象が在った。

　正確には淡あわい月明かりを受けて生み出された別の人ひと影かげが、先の人影に重なったのである。

　だが一体何時の間に？

　まるで蜃しん気き楼ろうの様に――まるで突とつ然ぜん降って湧わいたかの様に、何の脈みやく絡らくも無く唐とう突とつにその新たな人影は存在していた。

「何を、しているですか？」

「ネ……ネリアちゃん……？」

　新たな人影はその端はしに無表情な少女の本体を引きずっていた。

　可愛らしい顔は相変わらず――そして何を考えているかよく分からない無表情がそこに貼はり付いているのも相変わらずである。

　…………単に何も考えていないのかもしれないが。

「あ……あははははははは……」

　とりあえず先の影は笑ってみた。

　だがネリアの表情は変わらない。

「え……ええと」

　先の影――即すなわち吟ぎん遊ゆう詩人のソリウは懸けん命めいにそれらしい言い訳を模も索さくした。

「何というかその……閃ひらめき……そう……閃きを得ようと思っていたんですよ！」

「…………」

　やはりネリアは無表情のまま。

　しかも無言なものだから――妙みような圧あつ迫ぱく感が在る。

「吟遊詩人といえば芸術の使徒……ええと、だからその……そう、こういう月夜の晩にはこう、息を殺して大自然の息い吹ぶきを感じる事により、感性を研とぎ澄すます事が大切というか必要不可欠というか……！」
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　苦くるし紛まぎれに取とり繕つくろった言い訳をぺらぺらと喋しやべるソリウ。

　はっきり言って何処からどう聞いても胡う散さん臭くさい。

　だが――

「そうなんですか」

　やはりネリアは表情を変える事も無く真面目に聞いている。

　あるいは単に音として『聴きいて』いるだけで中身なんぞはろくに理解していないのかもしれないが。

「そう――そうそうそうなんですよ！」

　効果在りと見てソリウは調子に乗った。

「それにですね、こういう晩は、匍ほ匐ふく前進をすると良い事があるというのが、死んだ婆ばあちゃんの口くち癖ぐせで……」

「嘘うそをつくんじゃありません！」




　……ごげん。




　壮そう絶ぜつな音を立てて――というか良識在る人間が聴いたら青ざめそうな音を立てて、鉄板仕込みの靴くつ底ぞこがソリウの後頭部に食い込んだ。

「のがちゅっ!?」

　悲鳴だか苦鳴よく分からない奇き声せいを漏もらして地面にへばり付くソリウ。

「……油断も隙すきも無いわね」

　背後から蹴けり倒たおしたソリウを冷たい眼で見下ろしてそう言うのは……ナナ姫ひめ付きの侍じ女じよにして護衛者のコリンであった。

「どうせ姫様の着き替がえでも覗のぞく積もりだったんでしょうけど」

「それは誤解です」

　ソリウは哀かなしげに首を振った。

「そもそも私は吟遊詩人である訳で……それは即ち物語の語り手であり傍ぼう観かん者しやなのです」

「……それで？」

「だから私は物語の一部始終を目もく撃げきしていなければいけませんが、その一方でその登場人物に影えい響きようを及およぼしてはいけません。常に陰かげから見守る様な感じで気付かれないのが最善なのです」

「…………」

「だからこう……割と存在感を消す感じで」

「覗く積もりだったんでしょう？」

「…………」

「…………」

「……コリンさん」

　微笑ほほえみながら拳こぶしを振ふり上げるコリンを前にして――ソリウはふと思い付いた様に言った。

「貴女は一つ大きな間ま違ちがいをしています」

「……一応聞いておきましょうか」

「私が覗こうとしたのはコリンさんなのです！」

「……まあ」

　僅わずかに身を捩よじりはにかむ様に頬ほおを染めながら――




　ごがっ。




　同時に彼女の足だけが別の生き物の様に動いてその靴底がソリウの顔面に食い込んだ。

「……ってそれで私が喜ぶとでも？」

「うう……女心は複雑です……」

　靴底を頬に食い込ませたまま、ソリウは呻うめく様に言った。

「別に姫様程、潔けつ癖ぺきじゃないけど、そういう冗じよう談だんは嫌きらいなのよね」

「馬ば鹿かな」

　ソリウはふと哀しげな笑みを浮うかべる。

「私はいつだって本気ですとも！」

「なお悪い」

　ぐりぐりと靴底がソリウの顔面をこじる。

　コリンとソリウがそんな事をやっているその横では――

「…………」

　ネリアが黙もく々もくと匍匐前進をしていた。

　どうやらこの度を超こして真面目というか素直一いつ徹てつの無表情少女は、先にソリウの言った口から出任せを真に受けていたらしい。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせるコリンとソリウ。

　無表情に延々と地面を這はいずって進む少女。

　……ちょっと怖こわい光景だった。

「……ネリア、馬鹿がうつるから止めなさい」

「はい」

　あっさりと立ち上がりネリアは頷うなずく。

「ああ……足あし蹴げにされ、馬鹿だのド変態だのと言われ放題……」

　ソリウは感極まったかの様に言った。

「……やはり私の眼に狂くるいは無かったです……！」

「……やっぱり早めにぶん殴なぐってでも置いてくるべきだったかしらね」

　うっとりとした眼で自分を見上げてくるソリウを前に――コリンは溜ため息をついた。
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　ラディカン自治領。

　そこはかつてアビアスに滅ほろぼされたラディカン帝てい国こくの現在の姿である。

　無論滅ぼされたと言っても、実際には当時のラディカンを支配していた帝てい室しつの人間とその周囲の重臣達が殺害もしくは投とう獄ごくされただけで、国土や国民には大きな損害は出て居らず、中央の支配権能が届きにくい地方では『国の名めい称しようが変わった』程度の認識でしかなかったりもする。

　現在……自治領とはいえラディカンは、形式上はアビアスの国土の一部に組み込まれている。その自治制度を認め保護しているのはアビアス王国であり、それ故に内政に干かん渉しようする事は無いが、要所要所にはアビアスの貴族や官吏が『監かん察さつ』の名目で施し設せつを置いている。

　それは明らかに大規模な軍事施設の場合も在れば、一見すると普ふ通つうの民家に見えない様な――非公式のものも在る。

　あるいは貴族の別べつ荘そうにしか見えない様なものも。

　そして――ナナ姫ひめ達が現在身を寄せているのはそんな施設の一つであった。
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　話は半日前に遡さかのぼる。

「いやぁ――よう来た！」

　家政婦メイド長を筆頭にずらりと並ぶ十数名の家政婦達。

　家令を筆頭にして並ぶやはり十数名の執しつ事じ達。

　彼等の列が玄げん関かん広間に造り出す『道』を歩きながらその人物は腹の底に響ひびく様な銅ど鑼ら声ごえで豪ごう快かいに笑った。

　ひどく小こ柄がらな初老の男性である。

　かなりの量の白しら髪がが交じって灰色に見えるその頭は、かなり上の方まで――ぶっちゃけ頭頂近くまで禿はげ上がっていた。背せ丈たけはアビアスの成人男性の平均と比べれば頭一つ分は低く――その一方で肩かた幅はばは人並みにあるので、やけにずんぐりむっくりに見える。

　飾かざり気けの無い作業着の様な衣装を着ているので、外で擦すれ違えば農夫にでも見えるかもしれない。多分――鍬くわだの鋤すきだのを持たせればぴたりと填はめたかの様に似合うだろう。

　少なくとも貴族には見えまい。

　それも――王家と縁えん戚せき関係に在り公こう爵しやくの位を持つアビアス有数の大貴族には。

　ギルレット・バー・アン・グラギリス。

　バルテリクとは遠とお縁えんながら親しん戚せきに当たる。元はアビアス軍の将官として十万の兵を率いていた強者でアビアス・ラディカン戦争においても、卓たく越えつした用兵手しゆ腕わんを発揮――驚きよう異い的てきな短期間で帝てい都とまで軍を進め、帝城を陥とした。アビアス・ラディカン戦争の早期終結に関する最大の功労者として敬意を集める人物だ。

　もっとも今は軍を引退し、家か督とくも甥おいに譲ゆずり渡わたし、ラディカン自治領の片かた隅すみに建てた別荘で余生を送っている老人に過ぎない。

　少なくとも――書類上は。

「お久しぶりです――ギルレット叔お父じ様さま」

　一同を代表してナナが一礼する。

　実を言えばナナ達がこのギルレットの屋や敷しきに寄る事は最初から予定の内だった。元々ラディカン自治領を目指していたナナ達は、ラディカン自治領とアビアス本領土の境界線付近に在るこの屋敷に寄って、ギルレットへの挨あい拶さつと、物資の補給を行う積もりだったのだ。

　だが……

　先に寄った街でナナ達は〈教会〉の暗殺者達に狙ねらわれている。

　そして――

『貴様等がハスティフォリアル城や他の城じよう塞さいに逃にげ込めば、我々は手段を選ばない。貴様等が我々の前に出てくるまで、幾いくつでも死体を積み上げる事になるだろう。その死体が生前貴様等に関係が在ったかどうかを問わずに』

『バコパ高原に来い。お前達だけでだ。王国に援えん軍ぐんを頼たのむ事は一切許されない。お前達は幾いく重えにも監かん視しされている。故に我等の望まぬ行動を一つでも採れば、即そく座ざに死体が積み上げられる事になる』

　暗殺者はそう言った。

　この言葉を徹てつ底てい的てきに広く解かい釈しやくすれば、ナナ達は如い何かなる相手とも接せつ触しよくせずに真っ直ぐバコパ高原に向かわねば死者が出てしまう事になる。

　だがこれは全く現実的ではない。

　アビアス領内も、ラディカン領内も、主要街道には徴ちよう税ぜい所が在るし、街道の徴税所の側には小規模ながらも夜や盗とうや山さん賊ぞくに対たい抗こうする為ための兵力が配置されているのが常だ。また徴税所を避さけても物資の補給はせねば到とう底ていバコパ高原にたどり着けるものではない。

　他者との接触は避け得ない。

　故にナナ達はある一線で割り切る事にした。

〈教会〉の目的は未だ不明だが『警告』を持ってきた暗殺者によれば〈教会〉はナナ姫を〈教会〉の本ほん拠きよたるバコパ高原に呼びつけたいらしい。逆に言えばこの『警告』はその為の強制力であり――無意味に死者を増やすのは〈教会〉も望む処ではない筈はずだ。

　ならば最も大事なのは相手を刺し激げきしない事。

　そして無む辜この民を巻き込まぬ様に接触する相手は最低限として――更さらに厳選する事。

　下手にこそこそと不自然に立ち回るより堂々とバコパ高原に向かう方が恐おそらく被ひ害がいは少ない筈だ。だからこそ最終目標をバコパ高原に設定はしたものの、当初からの立ち寄り先だったギルレットの屋敷に来ているのである。

「おお――ナナ。大きゅうなったな？」

　歩み寄ってギルレットは両手でナナの肩を叩たたく。

　遠縁とはいえバルテリクとは兄弟の様に親しいギルレットである。ナナは彼にとって姪めいに等しい存在だ。そういう訳でナナもギルレットの事を『叔父様』と呼んでいる。

「二年ぶりですものね」

「もうそんなになるか？」

　とギルレット。

「はい」

「前はこんなだったのになあ」

　ギルレットがくるりと掌てのひらを回す。

　背の高さを示すには何か変な動きだったが――ナナは別に気にもとめなかった。

「成長期ですもの」

　確かに十代の少年少女は顔付きも体格も日々大きく変化する。半年も逢あわないでいるとがらりと印象が変わる事も多い。

　だが――

「まあそれでも未だ未だ小さいがな」

「え……そかな？」

　とナナ。

　確かに彼女は小こ柄がらだが同年代の少年少女に比べて殊こと更さらに小さい訳ではない。

　少なくともその背せ丈たけについては――

「……おいエキノ！」

「なんです？」

　いきなり呼ばれてやや怪け訝げんそうな表情で応じるエキノ。

　彼はこのギルレットとよく知った仲である。ラディカン帝国の帝てい都と攻こう防ぼう戦せんの際――彼はギルレットの直接指揮する強行突とつ撃げき部隊に身を寄せていた事が在る。

　元より武芸百般ひやつぱんに通じていたエキノだが、その実力を一流以上に引き上げたのはこの時の実戦経験とギルレットの指導である――少なくともエキノ自身はそう考えていた。またギルレットもエキノ本人を気に入っていた様で、息子の居ない彼は、エキノを養子に迎むかえる事も考えていたらしい。

　師し匠しようであり。恩人であり。そして歳としの離はなれた友人。

　エキノにとってギルレットとはそうした人物である。

「手て抜ぬきせずにちゃんと丁てい寧ねいに揉もまんか」

「……は？」

　……と首を傾かしげたのはエキノではない。

　ナナだ。

　対してエキノはまたか――といった表情で溜ため息いきをつく。

「俺は未だ命が惜おしいですね」

「なんだ――お前達、未だそんな状態か？」

　呆あきれた様にギルレットは言う。

「こんな暴れ馬、どうしろって言うんですか」

「そんな事を言っとると成長期が終わってしまうではないか」

　言いながらギルレットは両手を胸元に掲かかげて虚こ空くうを撫なでるかの様な仕草を示す。

「適度な時期にしっかり揉みしだいて血行を良くし、刺激を与あたえて感度を……」

「……ちょっと」

　眉まゆをひそめてナナが割って入る。

「何の話？」

「――乳だ」

　平然とギルレットが言った。

「ち…………」

　ナナの頭に物もの凄すごい勢いで血が昇のぼる。

「うむ――乳だ。胸だ。おっぱいだ」

　いちいち念を押おす様に言うギルレット。

　彼は腕うでを組みながら大きく頷うなずいて続けた。

「尻しりもそうだが。結構育っとる様だが――やはりまだまだ。そろそろ男にがっつり揉んでもらわんとな？」

「おおおおおお叔お父じ様さま！」

「エキノにちゃんと言いつけておいたんだがなあ」

　腕を組みながらしみじみとギルレットは言う。

　何というか――この辺の言動を見ているとギルレットがバルテリクの親しん戚せきであるとよく分かる。受ける為ためには何でもありというアビアス王家にはこういう性格の人間が少なくない――血脈と言うよりは環かん境きようの影えい響きようであろうが。

「ななな何で私がエキノに胸を、も、も……」

「そうですよ」

　エキノがギルレットと同様に腕を組みながら頷く。

「どうにかしようにも、ほとんど盛り上がりが無いから、つかめないんですよ」

「いや、だからこそこう掌てのひらでこねる様にして――」

「ええええエキノ！　叔父様ッ!!」

　怒ど鳴なるナナ。

　だがエキノとギルレットはまるで気にした様子も無い。

　普ふ段だんはエキノはこうした話にはあまり乗らない方だが――どうもネリアの時にさんざんナナに弄もてあそばれたお返しを此こ処こでする事に決めたらしい。

「しかしですね。そもそもこの潔けつ癖ぺき性しよう相手にそんな事をしたら殺されかねません」

「いやいや。それは違ちがうぞエキノ。イヤよイヤよも好きの内といってな」

「叔父様ッ!!」

「そもそも潔癖性なんてのは元々興味が在るから過か剰じよう反応しとるだけの事も多い」

「叔父様ッ!!」

「そりゃそうかもしれませんが――」

「エキノッ!!」

　ナナが喚わめきながらエキノをぶん殴なぐる――そちらを見もせずに挙げた左の掌でエキノは彼女の拳こぶしを受け止める。

「しかし俺としてもコレ相手では熱意がわかないと言うか――」

「悪かったわね！」

「では僭せん越えつながら、この私が……」




　ごす。




　背中を丸め後頭部を照れくさそうに掻かきながら、のこのこと前に出かけたソリウ――の後頭部に、コリンの肘ひじ打うちが入る。

　ソリウは笑顔のままその場にころんと転がって気絶した。

「――ところで」

　ギルレットはふと気付いた様子でソリウの方を眺ながめる。

「ちいと見ない間に取り巻きが増えておるな？」

「……ええまあ」

　苦笑するエキノ。

「そちらの小さい嬢じようちゃんも知らない顔だが――そっちの美人は確かコリン・クリプト君だったか？」

「はい」

　コリンが微び笑しようを浮うかべながら一礼しソリウの襟えり首くびを掴つかんで引き上げる。

「バルテリクの物好きにも困ったもんだ」

「いやまあ。これは陛下の趣しゆ味みではなく。色々在りまして――」

「まあ細かい事はいい」

　羽虫を追おい払はらう様に手を振ふってエキノの説明を遮さえぎり、ギルレットは言った。

「バルテリクからまあ大体話は聞いとる。好きなだけ泊とまってけ。補給品の方も明日にも用意出来る筈はずだ――乾かん燥そう食料と飲料水、換かえの衣料と薬、だな？」

「感謝します」

　言ってエキノは一礼した。
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　報告を持ってきた修道士は青ざめていた。

　たとえ悪あく魔まと出会っても此処まで恐きよう怖ふしたりはすまい。

（もっとも……）

　カーナミンは修道士を眺めながら思う。

　此この世で一番恐おそろしいのは物語の中に棲ひそむ悪魔でも妖よう獣じゆうでもない。最も猛もう悪あくで狂きよう暴ぼうなのは、神話や伝承といった空想領域の住人ではなく――現実の世界においてはびこる自分達人間であるのだとカーナミン枢すう機き卿きようは知り抜ぬいていた。

　とはいえ……

「――〈第六の聖者〉を？」

　さすがにそれは予想外の事ではあった。

〈第六の聖者〉。あるいは〈第六天使〉。あるいは〈セラトフィラム〉。

　いずれも同じものを指す言葉だ。旧い旧い――ミリオフィラム教会の創立期に関わる出来事から付けられた名前である為ために、記述や口伝が錯さく綜そうし複数の呼こ称しようを持つに至ってはいるが、それらが示すものはカーナミンが知る限りただ一つしか無い。

「はい。猊げい下か御おん自みずからが……」

「ふむ……」

　カーナミンは指先で己の顎あごを撫なでる。

「余程焦あせって居られる様だな――猊下は？」

「…………」

　修道士は無言。

　迂う闊かつに感想を述べられる様な事態でないのだという事を彼はよく理解しているのだろう。

　何しろ……

「アレを下手に使えば、百人やそこらの死者なぞ瞬またたく間だ。それを猊下が御ご存ぞん知じないとも思えないが――」

　対してカーナミンには少なからず余よ裕ゆうが在った――教皇の行動を薄うす笑わらいを浮かべながら評する程には。

　実の所、この事態は予想しなかった訳ではない。

　だが予想よりも早かった。それだけ教皇が短たん絡らく的なのか――さもなくばカーナミンの予想以上に思い切りが良いのか。何にしても〈第六の聖者〉が野に放たれたその事実よりも教皇の反応の方がカーナミンにとっては興味をそそられる。

「獲え物ものはナナ姫ひめか？」

「恐らくは……」

「ふむ……」

　このままではまずい。

　折角〈聖義執行者セレブラント〉を二人も使い潰つぶして彼等をこのバコパ高原に向かわせる様、強制したというのに――肝かん心じんのナナ姫が殺されてしまっては意味が無い。

「すぐに動ける〈秩序守護者〉は何人居る？」

「猊下に気取られぬ様にとなると、二人が限度かと……」

「ではその二人――〈第六の聖者〉の追つい撃げきとナナ姫一行の護衛を命じろ」

　修道士は更さらに顔色を変えた。

　青ざめていた顔は更に血の気を失い――白く変じていく。

「〈聖義執行者〉を……〈第六の聖者〉にぶつけるのですか？」

「そうだ」

　カーナミンは頷うなずいて見せる。

「そ……それはしかし……」

　修道士の躊ちゆう躇ちよはカーナミンにもよく理解出来る。

〈聖義執行者〉では〈第六の聖者〉には絶対に勝てない。

　瞬く間に殺されてしまうだろう。

　所しよ詮せん〈聖義執行者〉も戦せん闘とう用に――いや暗殺用に仕立てられただけの人間に過ぎない。〈第六の聖者〉とは根本的に違ちがうのだ。素材の差といっても良いだろう。料理用の包丁をどれだけ研とぎ澄すませ、あるいは改造したとしても、それは戦闘の現場において元よりその用よう途と向けに造られた剣つるぎには敵わない。

　当たり前の話だ。

　そう――つまりまたカーナミンは〈聖義執行者〉を使い潰す積もりなのだ。

「ナナ姫に死なれては困るのでな」

　カーナミンは椅い子すの背にもたれかかりながら言った。

「できればナナ姫の護衛の見ている所で仕し掛かけさせろ。〈聖義執行者〉と〈第六の聖者〉の闘たたかう様子から彼等に活路を見出させる」

「しかし……」

「〈第六の聖者〉といえど絶対でも万能でもない。ましてや不ふ滅めつではない。魔法戦技術も随ずい分ぶんと発達していると聞く。〈第六の聖者〉の能力と特性が分かれば決して対処出来ない相手ではない」

「しかしカーナミン枢すう機き卿きよう！」

　とうとう耐たえきれなくなった様子で修道士が叫さけんだ。

「〈聖義執行者〉は貴重な――」

　暗殺用の手て駒ごまとはいえ、その選別と育成にはそれなりの時間と費用が掛かかっている。

　また機密保持の面から言っても〈聖義執行者〉は何百人何千人と造り出して待機させておく訳にもいかない。そもそもが極めて特とく殊しゆな非公式戦力である以上――その存在はどうしても貴重にならざるを得ない。単なる殉じゆん教きよう者達とは根本的に異なるのだ。

　だが――

「では代わりに君が行くかね？」

　カーナミンは穏おだやかに微笑ほほえみながら尋たずねた。

「…………」

　修道士は絶句する。

　カーナミン枢機卿の眼は笑っていない。冗じよう談だんを言った積もりも彼には無い。そして修道士は――彼の側に仕えて長い修道士は、カーナミン枢機卿が冗談の類をこの様な場面で言う人間でない事をよく知っている。

　やると言えば本当に実行する。

　そして……だからこそこの修道士はカーナミン枢機卿の下についているのだ。その事を修道士は自覚しているし、またカーナミン枢機卿もその事を知っている。

　だから――

「確かに〈聖義執行者〉は〈教会〉の貴重な実行戦力であり、異教や異い端たんに対する強力な抑よく止し力だ。その価値と意味を理解していない訳では無論――ない」

　噛かんで含ふくめるかの様にカーナミンは言った。

「だが貴重だからと言って使うべき時にまで使わず温存しておいて何の為ための『力』か？」

「…………」

「まして――ナナ姫はもっと貴重なのだ」

　カーナミンは……ふと振り返って窓の外を眺ながめた。

　およそ彼らしくない、彼を知る者ならば見み間ま違ちがいではないかと思わず瞬またたきをして目元を擦すってしまうかの様な――まるで何かを夢見る様な淡あわい熱に満ちた眼差しで。

「わ……分かりました……」

　修道士は緊きん張ちように掠かすれた声で言った。
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　話は――現在に戻もどる。

　そういう訳でナナ姫ひめ一行はギルレットの屋や敷しきに宿しゆく泊はくしていた。別べつ荘そうとして建てられたと言ってもさすがに貴族の屋敷である。アビアスの国民性の例に漏もれず、必要以上の華か美びさは無いが、数名の客人ならいつでももてなせるだけの部屋数と使用人が此こ処こには在る。

　もっとも……ナナ姫達が此処に立ち寄る事に決めたのにはもう一つ理由が在る。

「しかし……凄すごい屋敷ですねぇ」

　頭に出来たタンコブをさすりながらソリウは言った。

　流石に半日程の間に二度もコリンの打だ撃げきを喰くらったその頭部は、気の毒な程に膨ふくれている。だが傷みそのものは大して気にしている様子も無く、ソリウの口調はいつもの何処か軽けい薄はくでのほほんとしたもののままだ。

「まあ……確かにな」

　ソリウと共に浴場へと続く中庭沿いの廊ろう下かを歩きながらエキノは苦笑した。

「ここ位のもんだろう――」

　中庭に攻こう城じよう用重投石器や大たい砲ほうを飾かざってある様な屋敷は。

　正確に言えば攻城用重投石器が二基。大口径の攻城用大砲が二基。

　どれもこれもがやたらに大型で戦場に持ち出すとなれば数十頭の馬と十名を超こえる随ずい伴はん要員を必要とする重厚長大な代物だ。それらが四方を向いて飾られている光景には、何かその場だけ別の世界であるかの様な……何やら独特の非日常感が在る。

　無論……それらはいずれも相当な旧式で、いわば骨こつ董とう品ひんの類である。兵器なのは間ま違ちがいないが、それらが現役として前線を飾っていた時代は既すでに百年近く前の事だ。最近はもっと軽く精密な火か砲ほうが軍用として生産されている。

　だからこれはあくまでギルレットの趣しゆ味みの収集品であり、中庭を賑やかす一風変わった装そう飾しよく品に過ぎない。

　もっとも……此処に置かれた大型兵器の殆ほとんどが、その気になればすぐさま使用可能だという事をエキノは知っている。何かに使うという訳でもなく――ギルレットとしては壁かべに飾っている剣つるぎを磨みがく程度の気持ちで整備をしている様だった。

　そういう訳でアビアスの貴族の間ではこの屋敷は『グラギリス公こう爵しやく家別べつ邸てい』ではなく『ギルレット要よう塞さい』という渾あだ名なの方が通りが良い。

「おまけに……」

　エキノは廊下を奥おくを振り返る。

　そこには……一人の若い家政婦が歩いていた。

　すぐに向こうもエキノ達の存在に気付いたのだろう。微び笑しようを浮うかべ軽い会え釈しやくを送ってくる。黒く美しい長ちよう髪はつとそれを束ねる白いリボンがふわりと揺ゆれた。

「や――久ひさし振ぶり。アピスト」

「お久し振りです、エキノドルス殿でん下か……ではなくて」

　口元を押おさえて家政婦は言った。

「エキノ様」

「…………」

　やや自じ嘲ちよう混じりの微び苦く笑しようを浮かべて肩かたを竦すくめるエキノ。

　この家政婦はアピスト・グラムという。確かエキノの記き憶おくが確かなら彼と同じ歳とし――二十四歳さいだった筈だ。もう少女と呼ぶ様な年ねん齢れいではないが、人ひと懐なつっこそうな笑みのよく似合う、子供の様なあどけなさを持った娘むすめである。

　もっとも……その白いエプロンの腰こしに吊つり下さげられているのは掃そう除じ用のホウキでもハタキでもない。

　見るからに重そうな幅はば広ひろの長ちよう剣けんであった。

　まあこれもここだけの風景だろう。
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　家政婦。執しつ事じ。庭師。

　堂々と剣を腰に提げているか、懐かい剣けんを脇わきの下に吊っているかといった細かい装備の違ちがいは在るが――使用人が全員何らかの武装をしているなどという屋敷は、いくら洒落しやれでも他には在るまい。

　ちなみにエキノがアピストと初めて会ったのは戦場での事である。当時は確か強行偵てい察さつを得意とする斥せつ候こう兵であった筈はずだ。十四の頃ころから軍に居たとはいえ、未だ現役を引退するには早過ぎる年齢な上に、転職先が個人宅の家政婦となると、才能と経験の持もち腐ぐされの様にも見えるが――しかし今の立場は彼女に言わせれば、軍に仕える事よりもギルレットに仕える事を選んだ結果に過ぎないらしい。

　実を言えばこの屋敷の使用人は全員がこうした元軍人である。

　このグラギリス公爵家別邸が『ギルレット要塞』と呼ばれる理由のもう一つはこれだ。

「相変わらず、髪かみ――手入れしてませんね」

　ちらりとエキノの鉢巻バンダナとそこにまとめられた赤毛に視線を遣やってアピストは苦笑を浮かべた。

「男がちまちま髪の毛なんか手入れなんざする訳ねえだろ」

「折角……綺き麗れいな髪してらっしゃるのに」

　アピストはすっと滑すべる様にエキノの側に寄ると彼の頭に手を伸のばす。

「御ご覧らんの通りの赤毛だぜ？」

　とエキノ。

　民族や国家にもよるだろうが――アビアスにおいて金きん髪ぱつや黒くろ髪かみは『美しい』と評され有り難がられる傾けい向こうが強く、反対に赤毛はどちらかといえば『金髪の成り損ない』の様に考えられていてあまり人気は無い。わざわざ染め直す人間も居る位だ。

「髪の色に上下も貴き賤せんも在りませんよ」

「そりゃそうだろうけどな」

　肩を竦めるエキノ。

「何でしたら、私がお手入れいたしましょうか――これから？」

　何処か悪戯いたずらっぽい口調でアピストが尋たずねてくる。

「連れが居るからな」

　エキノは苦笑しながら、何だか不満そうな表情でこっちを見ているソリウを振り返った。

　言うまでもなくアピストはエキノ達が歩いていた方向と小こ脇わきに抱かかえた着き替がえから、これからエキノが風ふ呂ろに入ると見み越こして話をしている。

　浴場で彼女に髪を手入れして貰もらうのは男としてそれなりに心惹ひかれるものが在るが――ソリウからナナ姫ひめにでも漏もれたら何を言われるか分かったものではない。というかおおよそ見当がつくので余計にまずい。

「――残念」

　すっとまた身を引いてアピストは朗らかに笑った。

「また今度な――機会が在ったら」

　苦笑を返しながらも……エキノは内心で感かん嘆たんしていた。

　身を寄せる。身を離はなす。そんな何気ない動きの中でもアピストの肩が――その両肩の線が全く揺れないのだ。上半身だけを見ていれば歩いているのではなく、氷の上を滑っているかの様にさえ見える。

　単純な動きだ。

　アピストは何か構えている訳でもないし殊こと更さらに何かを意識して動いている訳でもない。だがそれは即すなわち歩法が――つまりは武術的な足運びが日常動作にまで染み付いているという事である。

　軍は引退しても技に鈍にぶりは無いという事だろう。

　あるいは最後に会った時よりも更さらに磨みがきが掛かかっているかもしれない。

「一度……手合わせしたいな」

「エキノ様なら、喜んで、手だけと言わず」

　にっこり笑うアピスト。

「それはどうも」

　エキノは肩かたを竦すくめた。




　　　　●　●　●




　深しん山ざん幽ゆう谷こくに立ちこめる霧きりの様な、曖あい昧まいな白が辺り一面に漂ただよっている。

　視界を閉ざし尽つくす程のものではない。だがゆらゆらと漂い昇のぼるそれらは、その場に臨む者を文字通りに煙けむに巻まく。まして足元が硬かたい上に濡ぬれて滑り易いとなれば尚なお更さらに――迂う闊かつな一歩は危険だろう。人間の頭ず蓋がい骨こつは特定の方向からの衝しよう撃げきには意外と脆もろい。岩の上ならただ転てん倒とうしただけでも致ち命めい傷しようを負う場合も在る。

「くっくっくっくっく…………」

　分厚い白はく煙えん越ごしに不気味な――喉のどの奥おくを痙けい攣れんさせて発しているかの様な笑い声が響ひびく。

　たっぷりを湯気を含ふくんで湿しめった空気。冷たい空気と温い空気の境目。そして何より硬い床ゆかや壁かべへの反はん響きよう。これらの影えい響きようによって声は大きく変質する。こうした場所ではただの話し声ですら怪かい物ぶつの咆ほう吼こうじみて聞こえる事すらある。

　まして笑い声となれば、それは必要以上におどろおどろしく変わって聴きく者の耳に届く事だろう。

　だが――

「…………」

　少女は例によって例の如ごとく無表情を決め込んでいた。

　いや……決め込むなどという意識は在るまい。恐おそらくごくごく自然にその少女は虚きよ無むの仮面を被かぶっている。自らの被るそれが仮面であるという事すら知らぬかの様に。

　ネリアである。

　彼女は……全ぜん裸らだった。

　文字通りに一糸とて身に帯びる事無く黙もく然ねんとそこに立っている。立って己の周りを満たす不気味な笑い声を聴いている。

　そう――ただ聴いている。

　だが聞いてはいない。

　彼女はこの不気味な笑い声を――単なる雑音の一種として認識しているだけだ。そこに恐きよう怖ふを覚えたりはしない。怪け訝げんの表情を浮うかべたりもしない。武器も持たないが不安など微み塵じんもその幼い顔からは窺うかがえない。

　ただ――人形の様にそこに立って声に身を晒さらしているだけだ。

「くっくっくっくっく……恐ろしいか？」

　声が尋たずねる。

　高く。低く。場を濁にごらせる白い湯気の向こうからそれは届いてくる。

「恐ろしくて声も出ないか……？」

「…………」

　ネリアはやはり無言。

　そしてやはり無表情。

　ただその硝子ガラス玉の様に感情を移さぬ瞳ひとみが僅わずかに動いた。

「くっくっくっくっく…………」

　ゆらりと湯気を貫つらぬいて二本の手が伸のびてくる。

　鍵かぎ爪づめの様に曲げられた指がネリアの左胸――心臓の辺りへと迫せまる。

「…………」

　それでもやはりネリアは動かない。

　手を払はらおうと身構える事も無く、遠ざかろうと後ずさる事も無く、まるで遙はるか彼方かなたの出来事を俯ふ瞰かんして見ているかの様に、自分の胸元に伸びてくる手を見つめている。

　そして――




　――ぷに。




　まだ小さな――というか控ひかえめというか発展途と上じようというか、まあとにかくその様な感じのネリアの胸を、白い指先が突つっついた。

「…………」

　それでもネリアは無反応である。

　でもって。




　ぷにぷにぷにぷにぷにぷに。




　ネリアの反応が無いのに腹を立てたのか、指先は執しつ拗ように彼女の胸をつっつくのだが、少女は無表情にその澄すみ渡わたった瞳で――硝子玉の様に澄み渡りきった眼でそれを見つめているだけだ。

　やがて――

「ちぇーっ」

　という声と共に湯気の中から姿を現したのは――ナナである。

「この間の仕返ししてやろうと思ったのに」

　この間――というのは初対面の夜にネリアがナナの服を脱ぬがせて『色いろ仕じ掛かけ』をしようとした一件であろう。

「少しは恥はずかしがるとかしなさいよね」

「そういうものですか」

「そういうもんなの」

「そうですか」

「そうなのよ」

　と――脇わきで聞いているとイライラしてくる様な会話を続けながらネリアは生真面目に頷うなずいている。

　そこへ――

「駄だ目めですよ、姫ひめ様」

　と少し離はなれた処で髪かみを洗いながら言うのはコリンである。

　元々彼女はナナとは比べものにならない位に豊満な――しかし絞しぼられるべき処は綺き麗れいに絞られ、均整の取れた肢し体たいをしている。だがこうしてしめやかに濡ぬれ光る黒くろ髪かみと肌はだの上を滑すべる無数の雫しずくは、普ふ段だんにも増して彼女の姿を艶つやっぽく見せていた。

「そんなやり方じゃ今時、普ふ通つうの女の子でもそうそう悲鳴なんかあげませんよ？」

「……そうなんだ……」

　と頷いてから。

「――コリン？」

「はい？」

「やった事あるの？」

　半眼で侍じ女じよを振り返ってナナ姫は言った。

「さあ……？　どうでしょうね？」

「…………」

「…………」

　微び妙みような緊きん張ちようが風ふ呂ろ場ばに張はり詰つめる。

　ゆらり――とコリンが立ち上がった。

「……コ……コリン……？」

　近付いてくるコリンがいつもと違ちがう気配を身に纏まとっているのを感じて――ナナは思わず表情を強張らせた。

　コリンは美しい。

　それは同性のナナも素直に認める処だ。そしてそれは服を着ていても着ていなくても同じであるが――今は裸ら体たいであるからこそ特に女性としての色いろ艶つやがよりはっきりと強調されている。

　均整のとれたその肢体は、ガラス細工の繊せん細さいさと獣けものの強きよう靭じんさを同時に感じさせる。矛む盾じゆんする二つの要素を平然と内包しうる程の、洗練された女性としての純じゆん粋すいな形。それは途と方ほうもなく気高く…………そして底知れぬ程に卑ひ猥わいだ。

　妖よう艶えんとはこの事だろう。

　正直……ナナの眼から見てすら服を着せて隠かくしてしまうのが勿もつ体たいないと思えてしまう。

　見とれたのはわずかに一いつ瞬しゆんだ。

　だがその一瞬に……コリンは滑る様に自然な動きでナナの眼前に達していた。気がつけば息が届くかの様な距きよ離りにもう彼女の姿は在る。体術修練を積んだ一流の暗殺者ならば、それは身に付けていても驚おどろくに値しない技能ではあるが――

「姫様…………」

　喘あえぐ様な唇くちびるがそんな言葉を紡つむぎ出す。

　ただ呼ばれているだけだというのに……それは途方も無く卑猥にも聞こえた。

「ちょ……ちょっとコリン…………？」

　見慣れた侍女の思いも寄らなかった側面を前にナナはただ狼狽うろたえるしかない。

「御自分で……確かめられますか…………？」

　細い指先が伸のびる。

　弄いらう様に――あるいは顎あごから頬ほおにかけての輪りん郭かくを確かめようとするかの様な、優しく、しかし執しつ拗ような仕草で、人差し指と中指がそろりそろりとナナの皮ひ膚ふを撫なで上げていく。

　何か特別な事をされている訳ではない。

　特別な場所に触ふれられている訳でもない。

　だが――

「…………」

　ナナは動けない。声さえ出ない。

　コリンの圧あつ倒とう的てきな妖艶さに――完全に呑のまれてしまっている。

「ひめさま……」

「…………」

　このままではまずい。

　頭の中が混乱して何だか分からないけどとにかくまずい。

　何か言おうとして口を開くが――言葉が出てこない。意味のある考えを組み立てようとしてもその為ための断片が片かた端はしからこぼれ落ちてまとまらない。

　微かすかに――閉じるのでもなく開くのでもなく自然に緩ゆるんだコリンの紅あかい唇が、何かをねだる様に近付いてくる。同時に指先は首筋から鎖さ骨こつへ――ゆるゆると滑っていく。黒い瞳ひとみは何処か夢見るかの様に淡あわい熱を帯びてナナを見据え……

「…………」

　ナナは鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　だがそれは嫌けん悪お故の感覚ではない。

　むしろ――

「……………などという感じに」

　コリンが言った。

「した方が効果的ですよ。どうせやるなら」




　ずる。




　一瞬前までの媚び態たいが夢か幻まぼろしであるかの様に、あっけらかんと言ってくるコリンを前に、力の抜ぬけたナナは思わずその場ですっ転びそうになった。

「ああああああんたねえ！」

「あら姫ひめ様？」

　コリンは朗ほがらかに笑いながら言った。

「ひょっとして動どう揺ようしてらっしゃいます？」

「ど……動揺っていうか……び……びっくりしたわよ!?　いきなりあんな事されたら誰だって……」

　上気した肌はだを隠そうとするかの様に、ナナは湯船の中に飛とび込んで言った。

「姫様――」

　コリンがやや怪け訝げんの表情を浮うかべて問う。

「まさか……『実は女同士の方がいい』とか……そういう……？」

「違うわよっ!!」

　肩かたまで湯に浸つかりながらナナは恨うらめしそうな眼で侍じ女じよを睨にらみ付けた。

「っていうかコリンこそ、実はそっち系の人なんじゃないの？」

　ハスティフォリアル城の内でも外でもこの美しい侍女の人気は高い。それこそ男女を問わず――だ。なのに彼女自身は異性と付き合っている様子も無い――というか浮いた噂うわさの一つも立たない。これはナナも同じと言えば同じだが、異種族だの姫ひめ君ぎみだのといったややこしい事情を抱かかえているナナに比べれば、コリンはもっと恋こい人びとだの何だのを作りやすい状じよう況きように在る筈はずだ。

　なのにコリンは未だ独り身である。

　それは何故か。彼女が非常識な位に男の好みにうるさいか、偏かたよっているか、あるいは単純に恋れん愛あいだの何だのに興味が無いのか……それとも他に理由が在るのか。

　例えば実は同性愛者で徹てつ底てい的てきにそれを隠かくしていた――とか。

「そういう訳ではないんですが――」

　苦笑するコリン。

「まあ……昔に色々仕込まれましたので」

「…………」

　はっとした表情でナナは黙だまり込む。

「ご……ごめん」

　コリンは元暗殺者だ。

　それも望んでその立場に居た訳ではない。周りの状況が他の生き方を許さず――そも他の生き方など在る事も知らされず、否応なく暗殺者としての道を歩まざるを得なかった人間だ。

　それがどれだけ過か酷こくなものであったのか――ナナには想像する事しか出来ない。

　だがコリンがかつての暗殺者としての自分を……〈サイレント・グレイブ〉と呼ばれていた頃ころの自分を蔑さげすみ嫌きらっている事をナナは知っている。〈教会〉の人間に対して必要以上に苛か烈れつな言動に出るのもその反動だという事を知っている。

　だからこそ――

「お気になさらず。別に姫様がお悪い訳ではありませんから」

　苦笑を浮かべて言うコリン。

「そ……そう？」

「ええ。本当に」

　言ってコリンは頷うなずいて見せる。

「そっか……」

「まあ話を戻もどしますが」

　とコリン。

「私は確かにそっち系の個人的嗜し好こうはありませんが、意外に同性愛者というのは多いですよ。あまり表に出てこないだけで。歴史的に見てもそれ程、少数派マイノリティという訳でもないみたいですし……」

「そういうもんなの？」

「はい。私個人としては他人様に迷めい惑わくをかけない限りは同性愛も何ら問題は無いと思っています。それに時代や土地によってこの手の価値観は変わってきますが――同性愛を蔑べつ視しする風潮が高まってきたのは近代に入ってからですよ」

「はあ……」

「昔の男性は――男も女も抱だけて一人前だったそうです。もう何世紀も前の話ですが」

「そ……そうなんだ？」

「ええ」

　コリンは頷いた。

「特に軍人達はそういう傾けい向こうが強かったみたいですね。昔は前線に女性を連れて行くという考え方自体があまり無かったですし。貴族や、将官級の軍人が、女性の代わりに見目麗うるわしい少年を側に置く……という事も割と日常的に行われていた様です」

「…………」

「その一方で……同性愛者は精神的に何らかの問題を抱えている事が多く、安定性を欠くという研究報告が存在するのも事実です。特に諜ちよう報ほう機関の類では同性愛者を採用する事はまず無いそうで……これは嗜好による差別というよりも、完全に適性の問題の様ですけれど」

「は……はあ」

　曖あい昧まいに頷くナナ。

「結局……同性愛を蔑視する傾向は宗教関係者や政治権力者の思おも惑わくが絡からんでいる事が多い様です。信者や国民の数はそのまま宗派や国家の『力』そのものですから、数が増えてくれた方がいい。でも同性愛が流行するとそもそも子供が増えなくなる。だから――と」

「まあ確かに〈教会〉とかは同性愛を禁じてるわよね」

「他にも衛生上や治安上の理由も在るみたいですが……これは別に同性愛に限った事ではありませんし」

　とコリン。

「本来、とてもとても個人的な事なんですけどね……誰が誰を好きなのか、誰が誰と身体を重ねたいのか……」

　珍めずらしくコリンが何処か遠くを見る様な眼で言う。

　とても個人的な事。

　あるいは普ふ通つうの事。

　誰もが当たり前の様にする事――それさえも彼女は許されていなかったのだろう。そしてだからこそそれに憧あこがれる部分というのも在るのかもしれない。落おち着つき払はらっているのでつい忘れがちになるが、コリンとてナナとそう年ねん齢れいが違ちがう訳ではない。恋こいというものに憧れても当然の――若い娘むすめなのだ。

「だ……大だい丈じよう夫ぶよ」

　ナナは勢いきおい込んで言った。

「――姫ひめ様？」

「大丈夫！　エキノはあれでなかなか義ぎ理り堅がたいから――いや違うか。ええと」

「…………は？」

　怪け訝げんそうにコリンがナナを見つめる。

「とにかくちゃんと攻せめればあの朴ぼく念ねん仁じんだってきちんと陥おとせる筈はずだから、大丈夫――」

「…………姫様」

　コリンは苦笑を浮うかべる。

「何か勘かん違ちがいしておられません？」

「へ……？」

「私はエキノの事は、別に異性として何とも思っておりませんよ？」

「あ……そなの？」

「ええ」

　コリンは頷うなずいた。

　確かにエキノとコリンは一いつ緒しよに居る事が多い。

　少なくともコリンの周りで最も彼女に親しい異性となるとエキノはその筆頭だ。

　だがこれは当たり前と言えば当たり前――共にナナ姫の護衛者として職務上の必要性から共に行動する時間が長いし、話す機会も圧あつ倒とう的てきに多いというだけの事だ。そして当然そこから仲間意識や連帯感が在る。

　しかし……

「彼の事は尊敬していますよ――確かに。ですが恋れん愛あいの対象ではないですね」

　そう言ってコリンは……ほんの少し意味深な眼をしてみせる。

「それに――姫様に悪いですし」

「は？　どういう意味よ？」

「さあ？」

　コリンはわざとらしく肩かたを竦すくめてみせる。

「でも……そっか……違ったんだ。二人が私に遠えん慮りよして付き合ってないのかなとか思ったりもしたのよね」

　共にナナ姫の従者――それ故に一緒に居る時間が長いのは事実だが、その一方でコリンとエキノが二人っきりになる場面というのも実は少ない。

　どうしてもナナが側に居る場合が多い訳だ。

　だからこそナナは以前から少し気にしていたのだ――二人がナナの眼を気にしてお互たがいに単なる『仲間』や『同どう僚りよう』から一歩踏ふみ込んだ関係になるのを、躊躇ためらっているのかとも思って。

「そっか……そうなんだ……」

　その意味を噛かみ締しめる様に頷くナナ。

　そんな彼女を苦笑混じりでコリンは見つめていたが――

「…………」

「……ッ!?」

　一いつ瞬しゆん。

　ネリアとコリンがまるで予あらかじめ示し合わせていたかの様に、揃そろって同じ方向を振り返った。

「……どうしたの？」

　怪訝そうにナナが尋たずねる。

　彼女も二人の振り返った方向に視線を向けるが……そこには湯気が漂ただようばかりで何か変わったものが見える訳ではない。広いが――単に風ふ呂ろ場ばの風景が在るだけだ。

「ね……ちょっと二人とも？」

「……姫様」

　コリンが低い声で言う。

　珍しく――本当に珍しく呻うめく様な、震ふるえる様な、奇き妙みように力の入った声であった。

　緊きん張ちようしているのだ。コリンが。

「魔ま法ほう……いつでも使える様にしておいてください。事前詠唱プレキャストは出来ますか？」

「え？　あ――いや、それはちょっと」

　反射的にそう答えてから、ナナは気付いた。

「何？　何か――来たの？　て……敵？　暗殺者？」

　尋ねる声が――震える。

　コリンが『魔法の準備をしておいてくれ』と言ってくるのは余程の事だ。大たい抵ていの相手ならコリン一人でも充じゆう分ぶんに対処出来る。わざわざナナの手を煩わずらわせる事など無い筈はずなのだ。

　つまり――

「何者かは分かりません。分かりませんが――何？　これは？」

　後半はまるでナナではない誰かに、あるいは自分自身に問うているかの様な口調だった。

　どうやらコリンにもはっきりとした事は分からないらしい。

　分かっているのは――油断してはならないという状じよう況きようだけだ。

「恐おそらく程なくして此こ処こまで来るでしょう――御ご注ちゆう意いを」

　コリンの言葉に――ナナは呼吸を整え始めた。




　　　　●　●　●




　アピストは眉まゆをひそめて立ち止まった。

　妙みような気配がする。

　いや――逆だ。

　気配が無い。無さ過ぎる。

　通常――気配は喩たとえるなら体熱の様なものだ。

　それは生物が存在する際、必然的に放つ痕こん跡せきである。臭においと言っても良いだろう。それは元の存在が移動しても残ざん滓しはそこに残留する。残留して――ゆっくりと拡散していく。

　気配が在るとは即すなわち『気配が濃こい』という事だ。

　屋や敷しきの様に数多くの人間が恒こう常じよう的に出入りする場所であれば気配が完全に消しよう滅めつしきる事はまず無い。薄うすい気配の膜まくの様なものが屋敷全体を覆おおう。

　そしてこれが家という存在そのものが持つ気配となる。

　これが無くなった時――家は『死ぬ』。即ち廃はい屋おくである。

　だが……

「なに……これ……？」

　慄りつ然ぜんとした口調でアピストは呟つぶやく。

　先程エキノ達と出会った中庭沿いの廊ろう下かから、わずかに進んだ場所である。アピストの他に人ひと影かげは無く――転々と灯ともされたガス灯の明かりがぼんやりと細長い空間を照らし出していた。

　そこに――

「…………」

　ぽっかりと気配の穴の様なものが空いていた。

　完全な虚きよ無む。

　文字通りの虚こ空くう。

　いや。むしろそれは――

「…………!?」

　アピストの身体が旋せん回かいする。

　振ふり向むきざまに腰こしから引ひき抜ぬいた剣つるぎが、ぎらりとガス灯の光を撥はね返かえした。

　ギルレットの攻こう城じよう兵器同様に、趣しゆ味みというか洒落しやれで提さげている剣だが――現役時代から彼女が変わらず愛用するそれの刃やいばは未だ落とされていない。文字通りの真しん剣けんである。

「…………来る」

　鈍にぶく光る切っ先が廊下の奥おくを向く。

　それを『殺気』と判断出来たのは理性ではなく本能のお陰かげだ。

　それは殺気にそっくりで――しかし全く逆の気配だった。よく似ているが全くの別物。例えば全く同じ『形』を描えがくにも黒地に白い塗と料りようを使って描き出すのと、白地に黒い塗料を使って描き出すのとでは全く印象が異なる――そんな差だ。

　それは殺気でありながらアピストの放つ殺気を吸すい込む。

　異質な――空くう虚きよそのものの気配。

「来る…………ッ!!」

　戦慄おののく唇くちびるが呟く。

　あるいはこの時点でアピストは本能的に相手の本質を悟さとっていたのかもしれない。強行偵てい察さつなどという男でも尻しり込ごみする様な任務を平然とこなしてきた元女兵士が――しかし平へい凡ぼんな村むら娘むすめの様に顔を蒼そう白はくにしていた。

　そして――

「…………」

　廊下の角を曲がってそれは姿を現した。

　自らの形に屋敷の気配を抉えぐり抜き……虚無そのものの痕跡を残しながら。

　白い人影。

　そして――

「あれは……」

　愛し子を包つつみ込もうとするかの様にそっと広げられる……あれは……

「翼つばさ……？」

　白い白い――そして何より巨きよ大だいな翼が呼吸するかの様に上下する。

　柔やわらかな羽毛によってゆるりと攪かく拌はんされた空気の動きはアピストにも感じ取れた。

　だが――やはり気配は無い。

　しかし幻まぼろしでもない。確かにそれはそこに厳然として存在している。負の存在感がそこには在る――ぽっかりと空けられた穴の様に。わざわざ抉り取らなければこんな気配の空虚が此こ処こに出来る筈はずもない。

　異質だ。

　とんでもなく――途と方ほうもなくそれは異質だった。

　その本体部分は確かに人の形をしている。してはいる。だが違ちがう。全く違う。人間ではない。恐おそらく普ふ通つうの意味での生命ですらない。それを『生き物』と呼ぶのは冒ぼう涜とく的ですらあっただろう。

「…………」

　やはり理性でも理り屈くつでもなく。

　本能的にアピストは悟っていた。

　これは――敵だ。

　生きとし生けるもの全ての。

　殺しておかねば確実に凄せい惨さんな災さい厄やくを振りまく怪かい物ぶつだ……！

「――はぁっ！」

　己を鼓こ舞ぶするかの様に気合いを吐はく。

　そして長い黒くろ髪かみとそれを束ねるリボンをたなびかせながらアピストはその白い異形に向けて突とつ撃げきした。
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　丁度――その頃ころ。

　屋や敷しきの外には二つの人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　灰色の長衣に身を包んだ若者二人である。

　彼等の装いに関して――他に特とく徴ちようらしい特徴は無い。徹てつ底ていして無個性な格好である。仕立ては勿もち論ろんの事……調べてみれば衣装に使われている布地や縫ほう製せいすら特とく徴ちよう的てきなものは何一つ無いと分かるだろう。たとえ道で擦すれ違ってもろくに印象は残るまい。

「……この異質な気配」

「遅おそかったか……」

　二人の若者は屋敷を囲む樹林の片かた隅すみ――常緑樹の幹に隠かくれる様にしてグラギリス公こう爵しやく家別べつ邸ていを眺ながめている。

　言葉を交わす彼等の間には若干ながら焦しよう燥そうの空気が漂ただよっていた。

「まずいな」

「ああ。既すでに屋敷の中に侵しん入にゆうしている可能性も……」

　二人は顔を見合わせて頷うなずき合う。

「急ごう」

「ああ……」

「何を――急ぐって？」

　割わり込む第三の声。

　二人は特に驚おどろいた様子も無く――相手を刺し激げきしないようにゆっくりと振り返った。

　気配はある程度まで抑おさえ込んであったが、完全に絶っていた訳ではない。そもそも中ちゆう途と半はん端ぱな隠おん形ぎようではナナ姫ひめの傍かたわらに侍はべる二人の護衛には通用しないと彼等は知っている。

　元々彼等はエキノかコリンに接せつ触しよくする積もりだったのだ。

「エキノドルス・ラディカンか？」

　右側の若者が確認する。

　だが二人の背後に立っていた第三の人物――即すなわちエキノはそれには応えず、代わりに皮肉な口調と表情で言った。

「〈教会〉も毎度毎度御苦労なこったな？」

「……聞け、エキノドルス・ラディカン」

「中で何かおっ始めた様だが……一体今度は何を考えている？」

「エキノドルス・ラディカン――」

「中の妙みような気配……ありゃ何だ？」

「エキノドルス・ラディカンッ!!」

　灰色の衣装の若者達は明らかに焦じれた口調で言った。

「俺をその名で呼ぶんじゃねえよ」

　エキノは歯を剥むいて獰どう猛もうな笑みを浮うかべる。

　同時に彼が肩かたに担いでいた愛用の槍やり――鉾ほこが旋せん回かいしてその切っ先を若者達の方向に向ける。殊こと更さらに構えている訳ではないが……そこに臨戦態勢の気き迫はくが込められているのは若者達にも分かった。

「ではナナ姫近衛戦士エキノ」

「今此処で君と闘たたかっている場合ではないのだ」

　若者達は言った。

「ほう？　女でも待たせてるのか？」

「我々と今すぐ来い」

　エキノの軽口に取り合わず右の若者が言った。

「ナナ姫が危ない」

「……ふむ？」

「時間が無いのだ。アレがその持てる力を解放すれば……もうどうしようも無いぞ」

「…………」

　エキノが眉まゆをひそめる。

　若者二人が〈教会〉から派は遣けんされてきた暗殺者ではないのだと――少なくともナナ姫暗殺を目的としていない事実に気付いたのだろう。

　若者二人の目的はむしろ逆だ。

　彼等に下された命令は『如い何かなる手段を用いても〈第六の聖者〉を足止めしナナ姫を護れ』というものである。この場合の『如何なる手段を用いても』とは即ち『自らの命を賭としても』あるいは『自らの命を捨てても』という意味だ。

　だが――

「…………」

　エキノの構えは解けない。

　これはある意味で仕方の無い事だろう。立場的に若者二人はエキノにとって『敵』勢力に属する存在だ。その言葉を何の疑いも無く信用する様では、近衛戦士など一日とて務まるまい。

「ええい――」

　先に焦じれたのは若者の片方だった。

「ジュリド――先にいけ。この男は私が引き受ける」

「了りよう解かいした」

　頷いてジュリドと呼ばれた若者がエキノを大きく迂う回かいして歩き始める。

「――って待てこら！　勝手に何言ってやがる――」

　エキノが怒ど声せいを上げながら槍を握にぎりしめる。

　その――瞬しゆん間かん。
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　屋や敷しきが……吼ほえた。

　比ひ喩ゆではない。

　グラギリス公こう爵しやく家別べつ邸ていがその輪りん郭かくをぐにゃりと歪ゆがませる。

　同時に異様なきしみを上げながらその各部が裂さけた。壁かべが。窓が。屋根が。玄げん関かんが。ありとあらゆる場所が限界を超こえた強制的な歪わい曲きよくに耐たえかねたかの様子で、亀き裂れつを走らせ、そこからみぢみぢと耳みみ障ざわりな音を立てて裂けていく。

　そして……

　それは『口』となった。

「な…………!?」

　愕がく然ぜんと凍こおり付くエキノ。

　無理も無い話だ。

　やはり比喩でも何でもない――屋敷の亀裂はそのまま唇くちびるを備え、歯を備え、奥おくにはねちゃりと濡ぬれ光る舌さえ備えた紛まがう事なき『口』になっていた。それも一つや二つではない。大きな屋敷のあちこちに、恐おそらくは何十という口が生成されていた。

　しかも……
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　濁にごった声で始まる――哄こう笑しようの大合唱。

　笑っている。

　屋敷が……その表面を覆おおう幾いくつもの口で一いつ斉せいに笑っている。

　一体これは何の悪夢か。

「何だ――何だこれはっ!?」

「しまった」

〈聖儀遂行者〉の片方は呻うめく様に言った。

「遅おそかった……！」

「なんだこれは――なんだこれは!?　おい、答えろ、これは何だ!?」

　エキノが喚わめきながら槍やりを〈聖儀遂行者〉に突つき付ける。

「何だってんだ――幻げん覚かくか？」

「違ちがう！」

　ジュリドと呼ばれた〈聖儀遂行者〉が怒ど鳴なった。
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「そんな――まやかしじゃない！」

　それはつまり。

　現実にあの『嗤わらう屋敷』がそこに存在しているという事だ。事前に〈第六の聖者〉について何らかの情報を得ていない人間ならば……自らの正気すら疑わざるを得ない。

「じゃあ何だってんだあれは！」

「あれは……」

　突とつ如じよ――

　地面に亀裂が走った。

　屋敷を中心として放射状に走る無数の断だん裂れつ。

　地じ震しんではない。地面は揺ゆれていない。それは地中に在るものが無理矢理土を押おし退のけて移動している為ために出来上がる地面の傷きず痕あとだ。

　そして――

「――！」

　エキノ達の側まで瞬間的に達した亀裂――その端はしが弾はじけた。

　土砂を撥はね飛とばしながら持ち上がる鎌かま首くび。

　それは触しよく手しゆだった。

　ぬらぬらと葡ぶ萄どう色いろに濡れ光る……醜しゆう悪あくな器官。

　しかもそれは次の瞬しゆん間かんにはその先せん端たんを分ぶん裂れつさせ、八本に増ぞう殖しよくしていた。

「アフィオ!?」

　エキノとジュリドは咄とつ嗟さに跳ちよう躍やくしてこれを回かい避ひ。

　だがもう一人の〈聖儀遂行者〉――アフィオはこれを避さけ損そこねた。

　アフィオの足首にびしりと音を立てて触手が巻き付く。ジュリドと同じく跳躍して逃のがれようとしていた彼は空中で平へい衡こうを失って失速――無様な格好で地面に転がった。

「アフィオ！」

　ジュリドが叫さけぶ。

　応じるかの様に何かを叫び返そうとするアフィオ。

　その口が大きく開き――しかし。

「……う……あ……!?」

　エキノが愕然とした呻きを漏もらした。

　アフィオの口の奥から出てきたのは舌ではなかった。

　みぢみぢと頬ほおや喉のどの肉を引ひき裂さき、顎あごの骨を軋きしませながら、その口こう腔くうの奥おくからせり出してくるのは、握にぎり拳こぶしほどの大きさをもった眼球だ。

　一体何なのかこれは。

　先にある程度の情報を与あたえられていたジュリドでさえも戦せん慄りつの表情を浮うかべている。

　分かっている。何が起きているのかは分かる。

　だがそれを事実として理解し受け入れる事を理性が拒きよ否ひしているのだ。

　見れば既すでにアフィオの足首は蝋ろう人にん形ぎようを熱したかの様に融とけ……触手との境目の区別がつかなくなっている。融ゆう合ごうしているのだ。異形の怪かい物ぶつが――哀あわれな犠ぎ牲せい者しやと。

　単に殺されるならまだいい。

　だがこれは――

「がおあ……」

　アフィオが仰のけ反ぞる。

　耳まで裂けた口から、涎よだれの糸を引きながらぼとりと眼球が落ちる。

　幾つも。幾つも。

　続けざまに有り得ない大きさの眼球を吐はき出しながら……苦痛に悶もだえるかの様にアフィオがその身を仰け反らせる。

「おが……あ……あが……げが……あ……」

　更さらに次の瞬間には胎たい児じの様に背中を丸め、両手で地を掻かきむしる。

　灰色の長衣を裂いて――巨きよ大だいな白い翼つばさが飛び出してきたのは次の瞬間だった。

　恐おそらくこれもまるで腫はれ物ものの様にその身体から生み出されたものなのだろう。その質感から辛かろうじて翼と分かるものの、しかしそれは左右非ひ対たい称しような上に、異様な方向にねじくれていて、それはまるで鳥を無理矢理押し潰つぶしたかの様な、奇き怪かいな形状であった。

　アフィオという名の〈聖儀遂行者〉は……何か出で鱈たら目めなものに変へん貌ぼうしつつある。

「何だ――」

　エキノは呆ぼう然ぜんとしているジュリドの襟えり首くびを掴つかむ。

　優れた暗殺者である筈はずの〈聖儀遂行者〉は、ろくに抵てい抗こうらしい素そ振ぶりも見せずにエキノに引き寄せられた。

「何だ何だ何だ何だ!?　これは何なんだよ――ええ!?」

　眼を血走らせて怒鳴るエキノ。

　彼とジュリドからわずかに離はなれた場所で、何か訳の分からない肉の塊かたまりになったアフィオは延々と痙けい攣れんを続けていた。

「だ――」

　ジュリドは掠かすれた声で言った。

「〈第六の聖者〉……」

「――何だと？」

「〈第六の聖者〉……大聖堂の地下に封ふう印いんされていた最強の〈御み使つかい〉……かつて我等が教会の始祖……大聖ミリオフィラムの元で、悪あく魔まを討うち滅ほろぼしたとされる十三聖者……その第六位……セラトフィラムの……造り出した……」

「貴様等……」

　エキノの表情が憎ぞう悪おと激げき怒どで大きく歪ゆがむ。

「貴様等！　貴様等は！　また――〈第三の聖者〉だけでは飽あきたらずに……畜ちく生しよう、貴様等！　貴様等のせいで！　父上は！　母上は！　ニムファまで……！」

「と……止めに来たんだ、我々は！」

　必死にジュリドが叫ぶが――エキノは血を噴ふきそうな眼で〈聖儀遂行者〉を睨にらみ据すえながら喚わめいた。

「黙だまれ！　殺してやる！」

「我々は――」

　叫ぶジュリドの喉のどにエキノの指が食くい込む。

　尋じん常じようの握あく力りよくではない。元より強いその指の力に――今は激怒と憎悪による異常な膂りよ力りよくが上乗せされている。今のエキノならば石でも砂になるまで握り潰しかねない。

「我々は……！」

「死ね！　このクソ野や郎ろう共!!　貴様等なんざ、貴様等なんざ――」

　更に深く深くジュリドの喉に食い込むエキノの指。

　爪つめの先はその皮ひ膚ふを抉えぐり、とろりと紅い筋がジュリドの首を這はった。

「我々は……我々はナナ姫ひめを……護る様に……言われて……!!」

「…………」

　今しもジュリドの喉を握り潰さんとしていたエキノの指が――止まる。

「ナナ……!!」

　我に返ったエキノは異形の怪物に変貌した屋や敷しきを振り返る。
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　焦しよう燥そうと動どう揺ようによろめく近衛戦士を嘲あざけるかの様に――屋敷は再び高らかに笑った。
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　たどたどしい声が告げる。

「……に……げ……て…………」

　無理も無い。

　右の頬ほおから腕うでが生えている。やはり比ひ喩ゆでも何でも無い。質たちの悪い冗じよう談だんか悪あく趣しゆ味みな前衛芸術の様である。まるで人形の顔に、直接人形の腕を継つぎ足たしているかの様な……全く意味不明で支し離り滅めつ裂れつな姿がそこには在った。恐らく口の中も何らかの変形と変質をきたしているのだろう。声が出るだけでも大したものではあった。

　ただひたすらに出鱈目な形。

　これが何らかの意図の下に造られたものならば――その造形者はどす黒い狂気に蝕むしばまれていたに違ちがいない。

　腕だけではない。

　破れてはだけた家政婦服の胸元からこぼれ落ちるのは、乳ち房ぶさではなく……あろう事か犬の首だった。

　うす茶色の毛に包まれた獣けものの『一部分』。無論――悪趣味な装そう飾しよくなどではない。その証しよう拠こに犬の首は動いていた。動いてきろきろと目玉を動かし、舌を垂らし、濁にごった声で吼ほえていた。これは生きている。首だけ直接人間の胸から生えているのに……生きて動いているのだ。

　悪夢そのままの光景である。

　アピストは、全身から人間や他の動物の『部分』を――四し肢しや尻尾しつぽや生首を生やしながら、風ふ呂ろ場ばの入り口にて痙けい攣れんしていた。

「あ……アピスト!?」

　叫さけぶナナの肩かたをコリンが押おさえた。

　狼ろう狽ばいしきった表情で侍じ女じよを振り返りナナが尋たずねる。

「コリン……何とかしなきゃ……どうしよう、コリン……何とか、何とかしないと！」

「…………」

　おろおろするナナを見つめて――コリンは思う。

（……貴女はいつもそうですね）

　もしコリンが止めなければ……ナナは咄とつ嗟さにアピストの処へ駆かけ寄よっていた事だろう。

　この異様な状じよう況きよう下か――しかも全ぜん裸らで、身を守るものは薄うす絹ぎぬ一枚とて無い姫ひめ君ぎみは、怪かい物ぶつに変へん貌ぼうしていく人間を見て、後ずさるのでも身構えるのでもなく、当然の如ごとく、駆け寄ろうとしたのだ。

「姫様。落ち着いてください。近付いてはなりません」

　務めて冷れい徹てつな口調を維い持じしながらコリンは言った。

　迂う闊かつに近付くのは愚ぐ策さくだ。

　アピストがこうなってしまった原因は未だ分からないのだ。全く想像すらつかない。だがもしそれが疫えき病びようの様なものならば……近付いたり触ふれたりするだけでこちらにも伝染する可能性が在る。アピストが『逃にげて』と告げているのもその為ためだろう。

　そう。今アピストに近付くのは愚おろかな行こう為いだ。

　それは間ま違ちがいない。

　だが――

「コリン……！　どうしよう……!?」

　取り乱すナナを見ながら……冷静に状況を分ぶん析せきする自分がコリンは哀かなしかった。

　こういう時、ナナ姫を見ていると、コリンは自分が如い何かに冷れい酷こくな人間であるか思い知らされるのだ。自分の中に未だ〈教会〉に育てられた暗殺者〈サイレント・グレイブ〉が巣くっているのだという事を自覚してしまう。

　同時に――
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「姫様。落ち着いてください」

　言いながらコリンは思う。

　この姫君を護らなければ――と。

　自分に無いものを持っている少女だ。

　ある意味で自分よりも遙はるかに強い少女だ。

　こんな子を死なせてはならない――絶対に。

「でも……コリン……アピストは」

「彼女はもう駄だ目めです。彼女自身が分かっています」

「でも――」




　――優しいから？




　違う。

　優しさなどは誰もが持っている。

　それは殊こと更さらに珍めずらしい特質ではない。無論程度差は在るが……ナナに限らず優しい人間は沢たく山さん居る。むしろ微み塵じんも優しさを持ち合わせていない人間を捜さがし出す方が手間取るだろう。

　誰もが優しくはなれる。

　だが……

　誰もが我わが侭ままにもなる。

　他人の気持ちを考えずに自分勝手な事をする。他人の都合を慮おもんぱかる事無く自分の都合を押し付ける。自分の痛みを和らげる為に他人を殴なぐったりもする。

　どちらも人間の――誰もが持つ側面だ。

　どちらもが全く無い人間など居ない。

　自分の愛と。

　他者への愛と。

　その二つの間で揺ゆれ動いているのが人間だ。普ふ通つうは『優しい人間』といっても単に程度差の問題でしかない。比ひ較かく的てき『我が侭』よりも『優しさ』寄りに立っているだけの事。

　だが――いやだからこそ。

　優しく居続ける事は難しい。

　優しくある事を貫つらぬくのは更さらに難しい。

　そして何より――意識せず、当然の如くに、優しく在り続ける事の出来る人間は、恐おそろしく貴重で、そして強い人々なのだとコリンは思う。

　無論――ナナは自分が優しいなどとは自覚していないだろう。

　実際、普ふ段だんのナナは特別、慈じ愛あいに溢あふれた言動をしている訳ではない。むしろ表面的には自分勝手な言動をしている事の方が多い様に見える。

　しかし――だ。

　下手をすれば自分の生命さえ危ない場面で、どれだけの人間が他人の心配をする余よ裕ゆうが在るだろうか？　極限状況下で、普段と変わらぬ優しさを、一体何人の人間が発揮出来るだろうか？

　もしそれが可能ならば、それは強さなのだと――コリンは思う。

　本物の優しさは強さなのだと。

　あの時――

　かつて〈教会〉の暗殺者〈サイレント・グレイブ〉としてエキノと血みどろの戦せん闘とうを行い――幾いくつかの偶ぐう然ぜんと紙一重の技量差で倒たおされたあの時。

　たまたまその場に居合わせたナナは思わず尋たずねてきたのだ。




「大だい丈じよう夫ぶ？　ねえ――大丈夫？」




　他愛ない台詞せりふだ。

　恐らく何か殊更に意識してのものでもなかったのだろう。殆ほとんど反射的に出た――ただそれだけの言葉に違ちがいない。特別な台詞ではない。血ち塗まみれで倒れている娘むすめを前にすれば、きっと誰だって同じ事を言うだろう。

　それが……自分を殺しに来た暗殺者でなければ。

　そして。

　その他愛ない台詞が生きつ粋すいの暗殺者の生き方を変えたのだ。

　コリンはもうこの姫ひめ君ぎみを殺せなくなっていた。同時に――自分の今までの人生に対する根本的な疑念がそこに生まれていたのだった。

「――姫様」

　痙けい攣れんするアピストの姿を冷厳とした眼で見つめながらコリンは言った。

「魔ま法ほうの準備を」

「でも……！」

「手て遅おくれです」

　断ち切る様にコリンは言った。

　アピストの唇くちびるが震ふるえ――途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむぐ。

「さわっ……ちゃ……だ……め……」

　恐らくは最後の力を振ふり絞しぼっての警告だったのだろう。

　次の瞬しゆん間かん――

「――!!」

　アピストは二つに裂さけた。

　膨ふくれあがる内圧に耐たえきれない――といった様子で既すでに異形化していた娘の身体は頭頂から股こ間かんまで一気に爆はぜ割れたのだ。

「姫ひめ様！」

　見ないようにと両りよう腕うででナナの頭を抱え――自らも思わず眼を背そむける。

　わずかに一瞬。コリンが眼を逸そらしたのは瞬またたき一回分にも満たない時間に過ぎない。

　だがそれは失策だった。

　湯気を貫いて迫せまる一線。

　アピストの身体の中から一本の触しよく手しゆが飛び出してきたのだ。一瞬とはいえ貴重な回かい避ひの為ための時間を浪ろう費ひしてしまったコリンに、ナナを抱かかえて逃にげる余裕は無かった。

　触手がコリンに迫る。

　だが――

「――!?」

　こん……と拍ひよう子し抜ぬけする程に軽い音。

　同時に触手の軌き道どうが大きく曲がって床ゆかを打った。

「……ネリア……？」

　コリンが呟つぶやく。

　彼女の側にはやはりコリンやナナと同じく裸はだかの――しかし右手に風ふ呂ろ桶おけを持ったネリアがいつもと同じく無表情に立っていた。

　どうやらその風呂桶で触手を弾はじき飛とばしたらしい。

「あなた……」

「触さわってはいけないそうです」

　淡たん々たんとネリアは言った。

　この少女は……アピストの苦く悶もんの言葉を、冷静に聞き取っていたのだ。あの途切れ途切れの、歪ゆがみ濁にごった声を。一字一句間ま違ちがう事無く。

　そしてその忠告通りに、最善策を採ったのだろう。

　彼女の惨さん状じようにさしたる関心も払はらわず……そして彼女の最期に全く動どう揺ようする事も無く。

　再び持ち上がろうとする触手の先せん端たんにネリアは風呂桶を被かぶせると上から足で踏ふんで押おさえ付ける。

　だが――

「それ……!?」

　コリンの腕の間から顔を覗のぞかせたナナが愕がく然ぜんと声を上げる。

「…………」

　ネリアの踏む風呂桶がぐにゃりと歪んだ。

　呆ぼう然ぜんと見守る中、木製の風呂桶は変形と変質を続け、わずか数回分の瞬きの時間を経て全く別のものになりはてていた。

　一いつ匹ぴきの魚に。

「離はなれて、ネリア！」

　コリンの叫さけびに応じてネリアは素早く後方に跳ちよう躍やく。

　触手の先端と融ゆう合ごうした元風呂桶の魚は、ぴちぴちとしばらく跳はねていたが――再び変形と変質を行って触手の一部に同化した。

　少しでも距きよ離りを取ろうと後ずさる三人。だが広いとはいえ風ふ呂ろ場ばは風呂場、何処までも逃げられる訳ではない。三人は湯の中に入り、その中でも更さらに後退し……やがて風呂場の片かた隅すみに追おい詰つめられた。
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　触手は――ゆらゆらと揺ゆれながら、しかし眼も鼻も無いのにどうやって探知しているのか、ナナ達の方向へと近付いてくる。

「これは……これは……」

　コリンの脳裏に閃ひらめくものがあった。

　かつて〈教会〉の暗殺者だった頃ころ、聞いた噂うわさ。

〈聖儀執行者〉以外に〈教会〉が持つという実効戦力。

　現在のミリオフィラム教会の礎いしずえを造ったとされる『奇き跡せき』。

　それは――

「……故にこそ我……盟約と真理を背に……威い力りよくとして……これを唱えるものなり……〈守護陣〉よ……在れ！」

　紫むらさきの眼に涙なみだを溜ためながらナナが叫ぶ。

　魔ま法ほう――発動。

　三人の周囲の湯が渦うずを巻き引いて行く。

　そして……湯は、彼女等の周囲に流ながれ込む湯は彼女らの周囲に流れ込む事を禁じられたかの様に、渦が消えても元には戻もどらなかった。三人は透とう明めいな球体の中に入って湯船に浸つかっているかに見える。

　守護陣の魔法。

　これはある種の結界を構成して敵の攻こう撃げきから身を守るものだ。時間的及および強度的な限界は無論在るが、効果が単純な分、魔法としては初歩のものであり――〈聖盾〉と並んでナナにも問題なく使える魔法の一つだった。

　触しよく手しゆは再び三人に向かって迸ほとばしるが……しかし届かない。

　魔力の壁かべに遮さえぎられ肉の紐ひもは虚むなしく空を掻かいていた。

　だが――

「これは……まさか……まさか！」

　ナナは驚おどろいてコリンの横顔を見た。

　初めて聞いたのだ――コリンが心底から怯おびえる声を。

「これは〈第六の聖者〉……〈錬金天使セラトフィラム〉！」




　　　　●　●　●




「〈第六の聖者〉と呼ばれてはいるが――」

〈聖儀執行者〉ジュリドは言った。

「あれはミリオフィラム教会十三聖人の一人、セラトフィラムそのものではない」

　怪かい物ぶつ化したグラギリス公こう爵しやく家別べつ邸てい――その敷しき地ちの内外を分ける常緑樹林の中である。

　生え並ぶ木々の間からは、奇き怪かいで巨きよ大だいな肉の塊かたまりとなって蠢うごめく屋や敷しきの姿が見える。

　青白い月光に照らされたそれは、まさに悪夢の中に棲まう怪物であった。此この世においては存在する事自体を許し難い様な――狂きよう気きのバケモノ。

　ただし今は小休止といった処であるらしい。

　屋敷やそこから伸のびている触手は、時折思い出したかの様に脈動する事は在っても、更にその触手を広こう範はん囲いに伸ばしたり、あるいは屋敷本体が変形しようとする様子は無い。

　ちなみに……先に触手に捕とらわれたアフィオという〈聖儀執行者〉は既すでに居ない。

　さんざん奇怪なものに変質及び変形させられた上で、最終的には触手に吸きゆう収しゆうされてしまった。エキノにもジュリドにもこれを止める術は無かった。

「知ってるよ」

　槍やりを抱かかえて樹木の幹にもたれかかりながらエキノは無愛想に答えた。

「〈第三の聖者〉もそうだったからな」

「そうか……そうだな」

　ジュリドは頷うなずく。

「〈第三の聖者〉はラディカン皇こう帝ていを改宗する際に使用されたと聞いている。君が知っているのも当――」

　ジュリドは言葉を切って後方へ跳とんだ。

　彼が一いつ瞬しゆん前まで立っていた空間を槍が薙なぐ。

　必殺を意図したものではなかったろう。だが本物の殺気がこもった一撃ではあった。恐おそらく避さけなければジュリドは剣つるぎの様なその穂ほ先さきで輪切りにされていた筈だ。

「ラディカンの話をするんじゃねえ」

　眼は屋敷の方に見み据すえたままエキノは言った。

「…………」

　ジュリドが自分の衣装の胸元を見る。

　ふと思い出したかの様に――ぱらりと長衣の胸元に切れ込みが走り、布の一部が力無く垂れ下がった。

「……分かった」

　ジュリドは静かに言った。

「要するに――」

　エキノは屋敷を見据えたまま話を元に戻す。

「あれはセラトフィラムの創ったバケモノなんだろうが？」

「……ミリオフィラム教会の創始者にして大教主――大聖ミリオフィラムには十三人の弟子が居た。これが十三聖者だ。そしてその十三聖者の中には三人の秘ひ儀ぎ継けい承しよう者が居たと言われている」

「……そこまではよく言われる話だな」

　エキノは言った。

「確か東方三博士――とか言ったか？」

「そうだ。失われた旧世界文明の秘ひ儀ぎを承しよう継けいする者達――彼かれ等らは大聖ミリオフィラムの理想に共鳴し弟子となり、それぞれ持てる秘儀を駆く使しして、奇き跡せきを具現させる為ための存在を生み出したのだ」

　そう語るジュリドの口調は何処か誇ほこらしげだ。

　その『大聖ミリオフィラムの理想』とやらを心底信じているのだろう。

　だが実の所、エキノは〈教会〉にまつわるこの伝説をあまり信じていない。ミリオフィラム教会を創設したミリオフィラムという男の下に、十三人の弟子が居て、その中に秘儀継けい承しよう者が居た事は事実だろう。

　だがそれが『理想』の元に集った十三人である保証は無い。

　歴史を紐ひも解とけば宗教が支配の道具に使われた例は枚挙に暇いとまが無い。そして宗教による人心支配の根本を成すのは――奇跡だ。

　奇跡が驚きよう愕がくを呼び畏い怖ふを呼び――そして自らの無力感の確信と共に奇跡を具現させた存在への強力な帰き依え心を形成する。これはどの宗教でも基本的には同じだ。

　つまり……

「それが三体の〈天使〉だ」

　ミリオフィラムという男を指導者として、あるいは傀かい儡らいとして、宗教組織を作り出す為に、三人の秘儀継承者が『奇跡』演出の道具としてその〈天使〉を生み出したのではないか――というのがエキノの見解だ。

「〈天使〉？　はっ――ただのバケモノだろうが」

　吐はき捨すてる様に言うエキノ。

　少なくとも眼の前の〈第六の聖者〉を見ている限り他にアレを表現するに適切な言葉が存在するとは思えない。

「…………」

　ジュリドも反論はしない。したくても出来ないだろう――眼の前に厳然として怪かい物ぶつが鎮ちん座ざしているこの状じよう況きようか下では。

　束つかの間の沈ちん黙もくを挟はさんでから……ジュリドは言葉を続けた。

「〈第三の聖者〉プテロフィラムの〈総統天使〉、〈第六の聖者〉セラトフィラムの〈錬金天使〉……〈第十三の聖者〉の創り出したとされる三番目の天使に関しては記録も残っていないが」

「細かい蘊うん蓄ちくなんざどうでもいい」

　エキノはジュリドの言葉を遮さえぎる。

「要するに、あの〈錬金天使〉は一体何なんだ？」

「…………」

　一瞬……ジュリドは眉まゆをひそめた。

　どうも彼自身、〈第六の聖者〉と呼ばれる存在の正体を正確に把は握あくしている訳ではないらしい。確かに〈教会〉の最高機密たる〈天使〉について、末まつ端たんの〈聖儀執行者〉が事細かに知っている必要も無いのだが――

「……ありとあらゆるものの、存在の在り様を変えてしまうものだ、と聞いている」

　ジュリドは慎しん重ちように言葉を選んで言った。

「……何？」

「人を人たらしめているのは何だと思う？」

　唐とう突とつにジュリドはそんな事を尋たずねてくる。

「…………哲てつ学がく問答は苦手でな」

「人は草を喰くい、肉を食い、水を飲み――それらを吸収し、それらを材料として自らの身体を作る。つまり人間の肉体は究極的には水だの草だの獣けものだのと同じもので出来ているという事になる」

「…………それで？」

「ならば何故――人は草にならない？」

「……はあ？」

「人は何故、水にならない？　人は何故、獣にならない？　あるいは何故、ある日突とつ然ぜんに、ばらばらの材料に戻もどったりしない？　水は水、草は草、獣は獣……それぞれの形状や性質を保っているのは、どうしてだ？」

「…………」

　眉まゆをひそめるエキノ。

　そんな事は考えてみた事も無かったが――

「万物にはその物の在り様というものが在る。人は人として自らを成し、草は草として、水は水として、獣は獣として、その『在り様』によってその存在を決定され、固定されている……存在の束そく縛ばくと言ってもいいだろう」

　ジュリドは滔とう々とうと言って――エキノを振り返る。

「此こ処こまではいいか？」

「……何とかな」

　とエキノ。

「あの〈第六の聖者〉は、その在り様を変えてしまう事ができるのだ」

「……いきなり訳わかんねぇよ」

「〈第六の聖者〉が命じれば、水はその瞬しゆん間かんから水である事を止める。炎ほのおにも、土にも、人間にもなる。無論、逆も可能だ。先程、屋や敷しきが変化したのも、屋敷である事を止めさせられたからだ」

　水が水である事を止めて別のものになる。

　土が土である事を止めて肉や水になる。

　鉄が鉄である事を止めて純じゆん粋すいな金になる――

「成る程……〈錬金天使〉……錬れん金きん術じゆつか」

　物質の在り様を変へん換かんする能力。

　土を水に。水を風に。風を火に。火を土に。

「あれにとってはただの砂を砂金に換かえる事など造作も無いだろう」

「そいつぁ便利だ」

　皮肉満まん載さいの口調でエキノは言った。

「一家に一いつ匹ぴきいれば買い物に行く手間が省けるな」

「…………」

「確かに改宗には有効な『奇き跡せき』だろうさ。砂が砂金に変わるのを見せ付けられれば、大たい抵ていの奴やつは一発で入信するわな。で――唯ゆい一いつの欠点は、その〈天使〉様が自分勝手に何でもかんでも作つくり替かえてしまうって事だってか？」

　実の所この点に関しては想像混じりだったが――間ま違ちがってはいないだろう。

　そもそも制せい御ぎよ方法が在るのならばまず最初にそれを試みているだろうし、もっと色々な事に活用されてしかるべきだろう。まして同じ〈教会〉に属する〈聖儀執行者〉を襲おそうとなると……全く何の制御も及およんでいない事は想像がつく。

「……その通りだ」

　ジュリドは唇くちびるを噛かむ。

「覚かく醒せいしてから一定時間を過ぎると制御が利かなくなるのだ……それが分かっていたからこそ、厳重に封ふう印いんされていたのだが」

「ちょっと待て――一度は封じれた訳か？」

「五百人以上の修道士の命と引ひき替えに封じ込める事が出来た、と記録には在った」

「…………」

　エキノは言葉に詰つまった。

「あれの力にもある程度の限界は在るらしい。直接触ふれねば『在り様』の改変はきかないし、一定量の改変を行うと、半日程活動を休止する」

「ならばその間に……」

「あれは、本体以外はどこをどう攻こう撃げきしても何ら痛つう痒ようを感じない。再生などお手の物だからな」

　確かに水を土に、土を肉にと『作り替える』事が出来るのならば、自分の肉体の欠損も容易たやすく補う事が出来るだろう。

　だが――

「逆に言えば本体には攻撃が効く訳だな？」

　念を押おす様に尋ねるエキノ。

「自分自身にまで改変力を行使してしまうと、自分そのもの、能力そのものまで変わってしまう恐おそれが在るから、それは不可能なのだそうだ」

「……ふむ。何とか本体の側にまで行ければ……」

「言っておくが」

　ジュリドは言った。

「だからといって剣つるぎで斬きり掛かかったり棍で殴なぐり掛かったりするのは危険だ。触れた瞬間に在り様を改変される恐れが在る。自分の武器が蛇へびや毒虫となって襲い掛かってくるかもしれないし、武器を介かいしてでも長時間接せつ触しよくしていればその武器の使い手までも改変力が及ぶ可能性は在る」

「ならば弓矢の類か――あるいは」

　魔ま法ほうか――だ。

　エキノの脳裏にはかつて見た攻撃魔法の様子が再現される。

　一流の魔法使いはそれこそ屋敷一つを軽々と吹ふき飛とばす程の攻撃魔法を使える。無論それには長い長い呪じゆ文もん詠えい唱しようと、長くなればなる程に不安定となる呪じゆ文もん書式を、安定制御するだけの精神力が必要だが。

「ナナ姫ひめは魔法が使えた様だな」

　ジュリドが言ってくる。

　恐らく以前、街道で襲しゆう撃げきされた際、彼女の張った魔法防ぼう御ぎよが〈聖者の涙なみだ〉を弾はじき返した事実が報告されているのだろう。

「ああ。だが強力な攻撃魔法は知らない筈はずだ」

　護身用以上の攻撃魔法はそもそもマヤカは教えていない筈である。

　それであの〈練金天使〉を殺傷する事が出来るとは思えないが――

「いや。それだけでも希望が持てる。魔法障しよう壁へきならば、あれの攻撃を防げる……物質ではなく純じゆん粋すいな力だからな、改変力は伝でん播ぱしない」

「未だ望みは有る……か」

　魔法を使えるのはナナだけではない。

　ギルレットの部下には――そして今、グラギリス公こう爵しやく家別べつ邸ていの執しつ事じの中には、魔法戦技官だった者も居る。咄とつ嗟さに魔法による防ぼう御ぎよを展開してくれていれば、全ぜん滅めつは避さけられただろう。もっとも熟練の魔法戦技官でも魔法防御を継けい続ぞく的に張り続けるのは相当な労力となる。恐らく連続維い持じとなるとどんなに頑がん張ばっても半日が限界だ。

「何にせよ……外側からじゃ何も出来ない」

　とジェリド。

　そう。それが分かっているからこそエキノはジェリドと争うでもなく、何か、ナナ姫救出の機会が来るのを此こ処こで待っているのだ。

　だが……
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　地じ獄ごくですら楽園に見えかねない――そんな景観だった。

　あるいは狂きよう人じんの観る夢がこれに近いのかもしれない。

　眼に見えるものの全てが著しく歪ゆがみ、曲がり、その本来の形状を大きく逸いつ脱だつしていた。世界そのものが――それも条理や常識の部分から融とけ崩くずれた様な印象である。壁かべがせわしなく波打ち、床ゆかがあちこちで裂さけて開閉し、配されていた家具は体液の様なものを滴したたらせながら哄こう笑しようを発する。

　まともな神経の人間は長時間こんな場所に居るのに耐たえられまい。

　そんな中――

「――ナナ！」

「叔お父じ様さま！」

　ナナ達とギルレット達は再会していた。

　どちらも無論――魔法の防御である〈守護陣〉に護られての状態だ。今この屋や敷しきの中は触ふれるもの全てを侵しん食しよくして何か別の出で鱈たら目めなものに作つくり替かえてしまう力に満ちていた。

「無事で何よりだ」

　ギルレットはそれぞれ数人の家政婦や執事と共に行動していた。彼の傍かたわらに立つ初老の執事――恐らくは執事頭たる家令ステュワードだろう――が魔法戦技官であったらしい。本人はやや疲ひ弊へいした様子を見せてはいたが、強固な魔法障壁が一同を護っていた。

「叔父様、叔父様……アピストが……」

「言うな」

　覆おおい被かぶせる様にギルレットが言った。

　この屋敷には他にも十数人は使用人達が居た筈だ。彼等が今此処に居ない理由は――容易に想像がつく。他にも魔法戦技官が居て護られているのかもしれないが……少なくとも被ひ害がいが全くでなかったとは考えにくい。

「エキノ……エキノは!?　ソリウは？　一いつ緒しよじゃないんですか？」

　悲ひ壮そうな表情で尋たずねるナナ。

　最悪の状じよう況きようというものを想像したのだろう。

　だが……

「魔ま法ほう探知をしてみましたが、エキノ様、ソリウ殿どのはどうやら屋敷の外に居られる様です。我等よりはまだ安全でしょう」

　と家令が言う。

　ナナは安あん堵どの溜ため息をついた。

「姫ひめ様――こちらへ」

　家政婦の一人が手招きする。

「障しよう壁へきは我等が維持します故、ひとまずお休み下さい」

　どうやらこの家政婦も魔法使いであるらしい。軍属の魔法使い――魔法戦技官は比ひ較かく的てき少数だが、ギルレットの率いていた軍団は魔法戦技官の割合が多いのが特とく徴ちようではあった。

「ありがとう。御言葉に甘あまえるね」

　言ってナナは慎しん重ちように障壁を維持しながら移動。

〈守護陣〉同士が触れ合う処から少しずつ障壁に穴を空けてお互たがいが保護している空間を溶とけ合わせていく。少々時間はかかったが――微び妙みような作業なのだ――ナナの未熟な処は相手の魔法戦技官が上手く補ってくれたお陰かげで、二つの〈守護陣〉は問題なく一つにまとまった。

　溜め息をついてナナが自分の魔法を解除する。

　比較的基き礎その魔法とはいえ……長時間の魔法の維い持じはやはり半人前の彼女には荷が重い。

「でも……大だい丈じよう夫ぶ？」

「規模そのものは小そう御ご座ざいますから……この老骨にも半日は維持できましょうぞ」

　家令はやや憔しよう悴すいの表情を示しながらも笑って言った。

「他にも魔法戦技官は一人居りますし、私が疲弊しても交こう替たいでしばらく張り続ける事は出来ましょう」

「とはいえ……」

　ギルレットは周囲を見回して言う。

「いつまでも此処に居る訳にもいくまい。何とかして此処を出なければな」

　直接この狂きよう気きじみた変形と変質に侵おかされる事は無いとしても、丸一日もこんな場所に居たら精神の方が参ってしまうだろう。

「しかし……これは一体何なんだ……？」

「――恐おそらく」

　それまで沈ちん黙もくを守っていたコリンが口を開く。

「〈教会〉内で〈第六の聖者〉と呼ばれているものです」

「〈第六の聖者〉――まさか〈第三の聖者〉、いや〈総統天使〉と同じ系列の、生物兵器か？　秘ひ儀ぎ継けい承しよう者の手になる――」

「はい」

　ギルレットの言葉に頷うなずくコリン。

　そして彼女は一同を見回し――この恐るべき怪かい物ぶつについて彼女の知りうる限りの知識を語り始めた。
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「外部からの攻こう撃げきは殆ほとんど意味が無い……か」

　時折、引きつる様に蠢しゆん動どうする屋敷を睨にらみ据すえながらエキノは言った。

「一定以上の破は壊かい力――例えば強力な爆ばく薬やくや火か砲ほう、あるいは攻撃魔法ならば、一時的にでも穴を空ける事は可能だろう」

　ジュリドが答える。

　確かに構成物質の破壊そのものは可能だろう。

　無論、〈練金天使〉ならば自らの身体を鋼鉄に変化させる事も可能かもしれないが……今までの変形と変質の様子を見ている限り、あまりその能力の発動と制せい御ぎよに合理性は感じられない。

　たとえ鉄でも密度や形状が適当でなければ以外に脆もろい。鍛たん鉄てつ――叩たたいたり大きな温度差に晒さらしたりして鉄を鍛きたえるのはこの鉄の密度や性質のムラをならす為ためである。だがそこまであの〈練金天使〉が考えているとは思えない。

　あれだけ無茶苦茶な――生物と非生物が入り交じる様な状態で、物質的な強度が確保出来ているとも思えなかった。

　だが……

〈第六の聖者〉にとって本体以外の部分はいくらでも取とり替かえや修復が可能な――言ってみれば衣服程度のものでしかない。いくら破壊されても痛くも痒かゆくもなかろう。

「内側からは？」

「本体以外への攻撃は内だろうが外だろうが同じ事だ」

「一定以上の破壊力で――穴を空ける事は出来るんだな？」

　念を押おす様にエキノが尋たずねる。

　頷き――そしてジュリドは気付いた様だった。

「そうか……中庭には旧型とはいえ大たい砲ほうが在ったな」

「知ってたか。ま――そりゃ調べるか」

　目的が暗殺であれナナの保護であれ……グラギリス公こう爵しやく家別べつ邸ていの見取り図位は手に入れて行動しても不思議ではない。

「調べるまでもない。有名な話の様だしな」

　とジュリド。

「ギルレット殿どのは以前と同じ様に整備している筈はずだからな……多分、いつでも実用に耐たえる筈だ。その後、空いた穴を魔ま法ほうで――障しよう壁へき系の防ぼう御ぎよ魔法か何かで固定すれば、脱だつ出しゆつは出来る筈だな」

「確かにな」

　ジュリドが頷く。

「ただし中の人間がそれに気付けば――だが？」

「気付くさ」

　エキノは断言した。

「ギルレット殿とコリンが居るからな」

「信じているのだな」

　とジュリド。

　だがエキノは皮肉な笑みを見せて否定した。

「違ちがうね。必然の結論だ。俺が思い付く程度ならあの二人は確実に思い付く。大体――信じるなんて言葉で他人をあてにするのは性にあわねぇんだよ」

「……そうか」

　ジュリドは苦笑した。

　エキノの台詞せりふがつまりは何かを信じ未来を委ゆだねる事を――『信しん仰こう』を生きていく為の拠より所どころとしている〈教会〉信者への皮肉であると理解出来たからだろう。

「だが……」

　ジュリドは己の手元に視線を落としながら言った。

「誰かを、何かを、信じる事は……必ずしも無責任に縋すがり付く事ではないぞ」

「…………」

「時にそれは……勇気さえ必要だ」

「分かってる」

　無愛想に応じるエキノ。

　彼の脳裏にナナ姫ひめの笑顔が過よぎる。




『たとえ裏切られてもその責任は自分でとれるから。どうせ心の底なんてお互たがいにさらけ出す事は出来ないもの。相手の言葉を信じるしかないもの。だったら私は、常に誰かを疑いながら生きていくより、信じて裏切られる方がまだいいかな。だから――信じてもいいでしょ？』




　そう――分かっている。

　分かっているからこそ彼はナナやバルテリクを尊敬している。

　それは自分には出来ない事だからだ。

「分かっているが――俺には出来ん」

「哀かなしいな」

「うるせぇ。余計なお世話だ――宗教屋」

　エキノは吐はき捨すてる様に言った。

「宗教は嫌きらいか」

　ジュリドは溜ため息をつく様に尋ねてくる。

「嫌いだね」

　エキノははっきりと言った。

「心の弱い奴やつ等らが集まって、傷舐なめ合いながら自分に都合の良い理り屈くつを並べ立ててるのを見ると、いらいらしてくる」

「…………」

「それだけならいいが、自分に自信が無いもんだから、自分と違う考えを頭から否定して攻こう撃げきするんだ……自分が絶対正しいと安心したいが為ためにな」

「誰もが強くなれる訳ではない」

　ジュリドは言った。

「誰も彼もに自分と同じ強さを求めるのは――傲ごう慢まんだしそれは心の暴力だ」

「弱さはそれだけで罪なんだよ」

　ラディカン帝てい国こく皇太子としての記き憶おくがそう告げる。

　弱い心の故に力に走り、それに溺おぼれてしまった父の記憶が。父の暴走によって死んだ母と……幼い妹の記憶が。

「他人の弱さにつけ込むのも、自分の弱さを忘れようとするのも、それを認めずに傷を舐め合って現実を見ないのもな！」

「…………」

「ちっ――くだんねえ問答をしている場合じゃねえ。脱だつ出しゆつはいいとしても本体を倒たおさねぇと同じ事の繰くり返かえしだろうが。方法は無いのか方法は!?」

　強引に話を切り上げてエキノは言った。

　無論――彼としては具体的な方策の提示を期待していた訳ではなかろう。

　だが……

「〈第六の聖者〉は私が食い止める」

「何だと？」

「君達は全力で此こ処こを離はなれろ。時間を稼かせぐと言ってもそうそう余よ裕ゆうは無かろうし」

「…………」

　エキノは腕うでを伸のばしてジュリドの襟えり首くびを掴つかんだ。

「死ぬ気か」

「我々は死など怖おそれない。大いなる神の御おん許もとに――」

「――ふざけんなっ!!」

　ジュリドの滔とう々とうとした台詞を押おし潰つぶす様にエキノは怒ど鳴なった。

「貴様等のは勇気でも覚かく悟ごでもねぇっ！　逆だ！　死が怖こわいから考えないようにしてるだけだろうが！　自分の頭を麻ま痺ひさせてるだけだろうが！　死を怖れない人間なんぞ居てたまるかっ!!」

「もしそうだとしても――だ」

　ジュリドは静かに笑った。

「君には関係が無かろう。君としては『敵』が一人減るだけの事だ」

「…………」

　エキノは更さらに続けて怒鳴りかけ……しかし声を発する事無く口をつぐんだ。

　疲つかれたかの様に指が解けてジュリドの襟首を離す。

「……好きにしろ」

　彼は呻うめく様に言った。
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　グラギリス公こう爵しやく家別べつ邸てい内。

　そこではエキノの予想通り中庭の大たい砲ほうを利用する計画が進んでいた。魔ま法ほう戦技官達によって攻撃魔法で穴を空ける事も検討されたが――先行き不ふ透とう明めいな状じよう況きようか下では魔法使い達の気力や体力は温存しておいた方がいい。そういう訳で先ずは大砲が使えるかどうかを調べる事になったのである。

「無事な様だな」

　中庭に到とう着ちやくしたギルレットは黒光りする大砲を観みて呟つぶやいた。

　実の所……大規模な攻撃魔法を使う為にはそれなりの準備と気力体力が必要だ。その為には魔法戦技官二人はそちらの作業に掛かかりきりとなり――彼等を護る〈守護陣〉の維い持じはどうしてもナナに頼たよる事になる。

　だがさすがに経験不足のお姫ひめ様さまにそれは荷が重いだろう。

〈練金天使〉が大砲まで侵しん食しよくしている可能性も在ったのだが、今見た限りでは大砲は以前と変わらない形を維持している。

「急げ、時間はあまり無いぞ！」

　ギルレットが命じる。

　魔法戦技官達――家令がラミリオ、家政婦がメラニアという名だ――は〈守護陣〉の魔法障しよう壁へきを一時的に広げて大砲を防ぼう御ぎよ圏けん内ないに取り込む。同時に家政婦や執しつ事じ達は、きびきびと持参した弾だん薬やく箱から火薬と砲ほう弾だんを取り出して大砲に向けて走っていく。

　流石にこうした場面では軍人だった前歴が如によ実じつに反映される。全員がそつなく動き回るその姿は、不安に苛さいなまれるナナにも僅わずかながら安心感をもたらしていた。

　だが……

「…………」

　確固たる根こん拠きよは何も無い。

　だがナナの胸中に得体の知れない不安が膨ふくれあがる。

　アピストの死に様が脳裏に閃ひらめいた。

「待って……！」

　その声を待っていたかの様に。
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　大砲が――吼ほえた。

　そしてぐにゃりと歪ゆがんだ。

「さがれ！」

　ギルレットの叫さけびに執事や家政婦達は咄とつ嗟さに飛び退く。

　だが大砲の表面から突とつ如じよとして生えた十数本の触しよく手しゆが、執事と家政婦をそれぞれ二名ずつ捕ほ縛ばくしてしまう。

「ひあっ……！」

「あああああっ!?」

　悲鳴を漏もらしながら――即そく座ざに変質と変形を始める犠ぎ牲せい者しや達。

　ぼこりぼこりと全身に瘤こぶが膨れあがり、それが裂さけ、あるいは融とけ、別の何かの形状を次々と形作っていく。

「さがれッ!!」

　咄嗟に助けようと躊ちゆう躇ちよした他の者達に、改めてギルレットの命令が飛ぶ。

　非情だが正しい判断だ。

　触手に捕とらわれた者達を救う手だては無い。

　難を逃のがれた執事や家政婦達は、一いつ瞬しゆんとも言えない様な時間を躊躇した後、ギルレットの命令に従って更に後退し――

「……其そは威い力りよく！　其は天てん誅ちゆう！　瞬またたく間に訪れる裁きの刃やいば！　光と共に現れ出でて、討うち滅ほろぼすもの也なり！　故に我は敵を前に、其を呼び、我は乞こう！　来たれ天の怒いかり、電光の魔ま剣けん！」

　魔法戦技官である初老の家令――ラミリオが叫んだ。

　いや違ちがう。これは呪じゆ文もん詠えい唱しようだ。

「雷刃よ――撃うてッ！」

　初老の執事が突つき出した掌てのひらが……いや、掌のすぐ前の虚こ空くうが言葉通り電光を発する。

　本来、幾いく重えにも折れ曲がって跳はね回る筈はずの電光は、螺ら旋せんを描えがく様にして収束し、長大な一いち撃げきとなって大たい砲ほうだったものに突き刺ささる。

　大砲が――絶ぜつ叫きようした。




　ほおおおおおッ!!　ほおッ！　ほおおおおおおおおおおおおおおうううううううううううううううううううううあああああああああああああ――ッ!!




　まるで質たちの悪い冗じよう談だんの様だった。

　安全な場所から眺ながめていれば、あるいは笑えたかもしれない――大砲が、身をよじり、震ふるえ、その砲ほう口こうから異様な声と、血を吐はく光景は。

　鮮せん烈れつな真紅の色だけが……妙みように生々しく現実を感じさせた。

「……敵なる者は悲ひ嘆たんせよ、我等、絶対なる防ぼう壁へきにて護られるが故に！　守護陣よ、在れ！」

　ナナの叫びと共に、雷撃に押おし出された大砲を外す様にして障しよう壁へきが形成される。

　追い縋すがろうとしていた触手の群れは、魔法の障壁によって遮さえぎられ、空を掻かいた。

　しかし……

「知能が有るのか……！」

　ギルレットは唇くちびるを噛かんで言う。

　歴戦の老将は自らの読みの甘あまさに眩暈めまいすら覚えていた。

　彼は敵の醜しゆう悪あくで無む秩ちつ序じよな姿に惑まどわされ――知能が無いと早合点していたのだ。

　確かにコリンから得られた情報も〈第六の聖者〉に関して全てを語っているものではなかった。末まつ端たんの暗殺者までが〈教会〉の秘密兵器の全てを知っている筈も無い。だが正体不明で異様な敵を前にして――ギルレットはつい与あたえられた情報が『全て』だと思い込んでしまったのだ。

　更さらに言えば彼がかつて相対した〈第三の聖者〉――〈総統天使〉はそれ自体に明確な知性や自意識は無く、寄生した人間の脳を借りて活動するものであった為ため、この〈第六の聖者〉も同様であると思い込んでしまった事もある。

　何にせよ――してやられた。

〈第六の聖者〉はギルレット達が大砲を使う事を見み越こし、予あらかじめ大砲を怪かい物ぶつ化させておきながら、しかしその形状を変えずにギルレット達が寄ってくるのを待っていたのだ。

　失われたのは部下四名の生命。

　しかも――

「メラニア……！」

　家政婦の一人が口元を押さえて言った。

　既すでに先の雷撃で、融ゆう合ごう同化された者達は絶命している。怪物の一部になる恐きよう怖ふと苦痛を味わう事が無く逝ゆけたのはまだ幸いと言えたろう。

　だが――

「まずいな……」

　ギルレットが呟つぶやく。

　貴重な魔法戦技官の片方が失われた。

　しかも――

「申し訳有りません」

　ラミリオは肩かたで息をしながら詫わびた。

「つい……」

　ギルレットの判断を待たず攻こう撃げき魔法を撃った事を言っているのだ。

「いや、咄とつ嗟さによくやってくれた」

　ギルレットは労ねぎらう様に老執しつ事じの肩に手を置く。

　もしラミリオが魔法で相手を攻撃しその動きを止めなければ、犠ぎ牲せい者しやは増えていたろう。また取り込まれた部下達も、想像を絶する苦痛と恐怖に晒さらされる事となったろう。ラミリオの咄嗟の判断は間ま違ちがってはいない。

　しかし問題が無い訳ではなかった。

　今の一撃でラミリオもかなり消しよう耗もうしている様だ。既に若くない身、しかも強力な攻撃魔法の高速詠えい唱しようは、彼から著しく体力と気力を削けずり取った事だろう。

　つまり――

「ナナ……お前、攻撃魔法は使えるか？」

「……ほんの弱い奴やつしか……」

　言ってナナが首を振ふる。

　確かに魔法戦技官でもないのに――しかも未だ半人前となれば、強力な攻撃魔法など扱あつかえる筈も無い。彼女に可能なのはせいぜい護身用に身に付けた軽い攻撃魔ま法ほうだけだ。

「そうか――」

　ギルレットは表情を歪ゆがめ――未だ悶もだえている大たい砲ほうを睨にらむ。

　大砲はもう使えない。

　魔法戦技官も片方は死に、片方は疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

　更にナナ姫ひめの手持ちの魔法にも状じよう況きようを打開出来る強力なものは無い。

　一気に打つ手を全て奪うばわれた形だ。

「何か手は無いか――何か」

　言ってギルレットは唇を噛んだ。
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　時間がゆるゆると過ぎていく。

　待つしかない身としては時の流れがひどく緩かん慢まんに感じられて辛つらい。

「まだか……」

　苛立いらだたしげにエキノは呟いた。

　コリンやギルレットが大砲を使う準備に必要と思われる時間は過ぎた。そろそろ夜が明け始める時刻である。無論、何らかの理由から手間取っている可能性は在る訳だが――

「……あるいはもう」

「言うな」

　ジュリドの言葉を遮さえぎる様に言って――エキノは立ち上がる。

　もう待っていられない。

「くそ……もう少し近付いて様子を」

「それは――」

　エキノの背に掛かかった声はジュリドのものではなかった。

「止めておいた方がいいですよ？」

「…………」

　振り返るエキノ。

　当初、その眼前にはただ常緑樹の幹が並んでいるだけだったが――

「――！」

　ゆらりと風景が歪ゆがむ。

　見えない手で押おし退のけられて生じた歪みに、新たな色しき彩さいが流れ込み、一つの輪りん郭かくを作り出していく。虚こ空くうそのものが歪んでいる様にも見えるが――

「幻げん術じゆつか」

　ジュリドが呟く。

　そうして――次の瞬しゆん間かん、そこには一人の人間の姿が形成されていた。

「お前……」

　エキノが呻うめく様に言う。

　彼の前に立っているのは――ソリウであった。

「中ではちょっと面めん倒どうな事になっているみたいですが――ナナ姫様とコリンさん、ネリアちゃんはとりあえず無事ですよ。残念ながらアピストさん他、屋や敷しきの方には犠牲者が何名か出ている様ですが」

「……何者か？」

　アフィオが身構えながら尋たずねる。

　彼もエキノもこの軽けい薄はくそうな吟ぎん遊ゆう詩人の接近に全く気付いていなかったのだ。幻術を使っての事とはいえ尋じん常じようではない。ソリウがその気であれば二人ともそれと気付かないままに殺されていたかもしれなかった。

「さすらいの吟遊詩人」

「ほう？」

　アフィオは呟つぶやくと……いきなり手首を閃ひらめかせた。

　同時にきらりと煌きらめく一線が〈聖儀執行者〉と自じ称しよう『さすらいの吟遊詩人』の間を結ぶ。

〈聖者の涙〉だ。

　必殺の硝子ガラス指し弾だんは軽薄な笑みを浮うかべたままのソリウの顔面に向かって飛ぶ。

　だが……




　……ぽろん……




　弦げんが震ふるえる。

　透とう明めいな凶きよう器きはソリウの顔に食くい込む直前で空中停止――まるで彼の爪つま弾びいたリュートの音に恐おそれ入ったかの如ごとくゆらりと揺ゆれて、そのまま地面に落下した。

「最近の吟遊詩人は魔法も使うか」

「ええまあ」

　言って平然とソリウが笑う。

「そのリュート――発動体か」

「御ご明めい察さつ」

　発動体――通常は『杖つえ』と呼ばれているものだ。

　魔法を増ぞう幅ふくし呪じゆ文もん詠えい唱しようの手間を省く為ためのものだが、非常に高価な上に、発動体それぞれに癖くせというかある種の特性が在る為、使い手を選ぶ厄やつ介かいな道具だ。だが自らに合った発動体を手にした魔ま導どう師しは、その力を二倍にも三倍にも引き上げられると言われている。

「俺も聞きてぇな」

　エキノが苦々しげに言った。

「ちょっと前から気になってたんだ、てめぇの正体は」

「あれま」

　ソリウはへらへらと笑ってみせる。

「とっくに気付かれてるのかとおもってましたが――」

「たとえ『杖』を併へい用ようしているにしても、殊こと更さらに印を組んだり呪じゆ文もんを唱えたりせずに魔法を使える術者となると、超ちよう一級だ……セロウィニアン殿どのと同等のな。そんな奴やつがあちこちに居る筈はずが無い」

「いやいや。それは買かい被かぶりですね」

　ソリウは肩かたを竦すくめた。

「私では師し匠しようには遠く及およびませんとも。私の場合は事前呪文詠唱プレキャストしておいた魔法の発動を、逆に発動体を使って抑え込んであるだけのものです。まあタネも仕し掛かけもある手品――ですかね」

「…………」

　油断の無い眼でソリウを見つめるエキノ。

　簡単な事の様にソリウは言っているが、それがやはり二流の魔法使いには到とう底てい出来ない芸当である事位は、エキノにも分かる。
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　とりあえずエキノ達の敵ではない様だが――

「そんな睨にらまれても困るんですが」

「悪いな。状じよう況きようが状況なんで余よ裕ゆうがねぇんだよ」

　とエキノ。

「はあ……まあこの際だからばらしますが、〈影のジャック・イン侍士・ザ・シャドウ〉の魔法戦技官ソリウ・ミュウ・ミクロってのが私の正体なんですが」

　言ってひょいとソリウは懐ふところから一枚の円えん盤ばんを取り出した。

　掌てのひらよりやや小さい位のそれは、意い匠しよう化された道化師を中央に刻んだ紋章エンブレムであった。その意味を知る者は少ないが――これはアビアス王国の非公然近衛兵士部隊の身分証明だ。

「……やはりそういう事か」

　エキノは溜ため息をついた。

「よくもたばかってくれたもんだ」

「想像はついていたんでしょう？」

「宿屋の爆ばく発はつの時からな」

　とエキノは微び苦く笑しようを浮かべる。

「だが俺の知らない〈影の侍士〉が居るとは思わなかった」

「〈影の侍士〉の全容は陛下と師匠しか知りません……機密保持の意味合いもありましてね。相そう互ごに名前も顔も知らない事は珍めずらしくありません。私にしても直接知ってるのはウィステル隊長位のものです」

「奴は俺も知ってるよ」

　とエキノ。

「それはともかく。お前――中の様子を魔法探知出来るんだな？」

「ええまあ」

　と相変わらず緊きん張ちよう感の無い様子で頷うなずくソリウ。

「大たい砲ほうはバケモノに乗っ取られ、ただ一人残った魔法戦技官の執しつ事じさんもお疲つかれ気味、とりあえず打つ手無し……といった処ですかね」

「くそっ――やっぱりそうか……！」

　苛いら立だたしげに拳こぶしで傍かたわらの樹の幹を殴なぐるエキノ。

　しかし……

「中からは――ですがね？」

「何だって？」

「いやだから。此こ処こにもう一人いるじゃないですか、魔法戦技官」

　とソリウが自分を指差してみせる。

「さすがに一人で術式回路を仕上げるのには、ちょいと用意に手間取ってしまいましたが……ようやく完成です。攻こう城じよう戦用重攻こう撃げき魔法の術式。いつでも起動可能ですよ？」

「用意周しゆう到とうか。恐おそれ入いる」

　とジュリド。

　彼に片目をつぶって見せながらソリウはリュートの弦げんに指をかけた。

「さて皆みな様さま方――準備はよろしいですか？」

　けれん味たっぷりの仕草でエキノとジュリドを見回すとソリウは言った。

「ではお姫ひめ様さまを助けに参りましょうか」

　指先が弦の一本を引き――離はなす。




　ぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいい――…………んんんん…………




　高い高い響ひびき。

　同時に――異形と化していた屋や敷しきの周囲に光の線が浮うかび上がる。

　ソリウが予あらかじめ組み上げて敷しいていた術式回路が活性化し、断片化されていたそれらが次々と相互に連結して更さらに大きな魔ま法ほうを生み出す為ための術式回路を形成していく。

　音は消えずに残留し――更に共鳴を起こしたかの様に高く高く響き渡わたる。

　空間に刻み付けられた魔法の紋もん章しようは、脈動するかの様に明めい滅めつしながら強大な力を集結させ始めていた。

「御ご覧らんあれ」

　自らの作品を発表する芸術家の様に、優ゆう雅がな動作でソリウは一礼した。

「我が得意技の一、攻城戦級多重増ぞう幅ふく型攻撃魔法――〈風乙女シルフィックの長槍・ジャベリン〉！」

　音が彼の宣言に応える。

　それまでも消えずにたゆたっていた高音がやおら耳をつんざくかの様な音に変化する。

　それは屋敷の周囲に響き渡り、虚こ空くうを、そして可か聴ちよう範はん囲いにある全てのものを震ふるわせて更に高く高く昇のぼっていく。

　エキノとアフィオは思わず耳を押おさえた。

　そして――

「――顕けん現げんせよ」

　鳴り響く高音が人間の耳に捉とらえられる限界を超こえたその瞬しゆん間かん、ソリウは更に一音――リュートを爪つま弾びいて加える。

　それが――合図。

　何処かひどく高い領域で辛かろうじて釣つり合あいを保っていた何かが一気に崩くずれる。

　それは破は壊かい的てきな何かのうねりとなり異形の屋敷に向けて殺さつ到とうした。

　いわゆる……破は壊かいの轟ごう音おんは無かった。

　ただ――




　しゃああああああああああああああああああああああ……んんんん…………




　無ぶ粋すいでもなく。野や蛮ばんでもなく。

　破壊の音と呼ぶにはあまりに美しい――無数の銀ぎん鈴れいを打ち鳴らすかの様な音が辺りに響き渡る。

　そして……

　屋敷はその三分の一を消失させていた。

　光は無い。炎ほのおも無い。

　ただ眼に捉えられぬ程の粉ふん塵じんとなって抉えぐり取とられた屋敷の部分は虚空に散った。

「まあざっとこの様なもので」

　微び笑しようを浮かべてソリウは優雅に一礼した。
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　突とつ如じよとして屋敷の一部が消しよう滅めつする。

　原因は分からない。

　あるいはそれは魔法障しよう壁へきに手を焼いた〈練金天使〉の新たな罠わなの可能性も在った。八方塞ふさがりの状じよう況きようか下で一方に穴を空けてやれば閉とじ込められた者は咄とつ嗟さにそちらへ殺到してしまう。その程度の理り屈くつはギルレットは勿もち論ろん、ナナにも分かる。

　だが――たとえそれが罠だろうと最早ナナ達に躊躇ためらっている余よ裕ゆうは無かった。

　まして……

「姫ひめ様――ナナッ!!」

　駆かけ寄よってくるエキノの姿を見ればナナにもう躊ちゆう躇ちよは無い。

　ナナはギルレット達やコリンと頷うなずき合うと〈守護陣じん〉を維い持じしたまま走り出した。

　怪かい物ぶつ化した屋敷はさすがにすぐには動けないのか……抉られた部分が再び蠢しゆん動どうを始めるものの、触しよく手しゆを伸のばしてくる様な様子は無い。

「エキノ！」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　エキノは真っ先にナナの側まで走ってきて――しかし急停止する。ナナ達が〈守護陣〉を未だ維持したままだという事に気付いたからだろう。〈守護陣〉の魔法障壁は基本的に無む色しよく透とう明めいだが、注意して観れば硝ガラ子ス越ごしの風景の様に、その内と外に微び妙みような歪ゆがみが見て取れる。

「無事か？　無事なんだな？」

　もどかしげに障しよう壁へきの向こう側からエキノが尋たずねる。

「とりあえず一回り大きな〈守護陣〉を張りました。ナナ姫様――魔ま法ほう解除してもらっても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と言ってくるのは――あろう事かソリウである。

「え？　あの――」

「まあ細かい説明は後で」

　と自じ称しよう・吟ぎん遊ゆう詩人はへらへらと笑って見せる。

「あ……うん。ええと――我は宣する我が術と業の終わり」

　解除用呪じゆ文もんを唱えて魔法を解除するナナ。

　次の瞬間――伸びてきた手が彼女の両りよう肩かたを掴つかんだ。

「わわっ!?」

　驚おどろきの声を漏もらすナナ。

　間を遮さえぎるものが無くなった途と端たんに、エキノが彼女の両肩に手を掛かけてまじまじと見つめてきたのである。恐おそらく……無事を口頭で確かめても安心出来なかったのだろう。

「はー…………」

　ナナ姫の頭から爪つま先さきまで眺ながめ……ようやくエキノは安あん堵どの溜ため息をついた。

「良かった……」

「あ……でも……あの……」

　申し訳なさそうにナナは言った。

「アピストとか……何人も……」

「嘆なげくのは後です」

　彼女の台詞を静かな口調で遮ったのは――ジュリドだった。

「えっと……あの……誰？」

「〈教会〉の〈聖儀執行者〉」

　短くエキノが告げる。

　次の瞬しゆん間かん――

「…………」

　ジュリドは自分の全身に幾いくつもの角度から突つき付けられた刃は物ものを黙だまって見つめていた。生き残った家政婦や執しつ事じ達がそれぞれの得物を抜ぬいてジュリドに向けたのである。切っ先はいずれもジュリドの身体に触ふれている。ほんの少しでも不ふ審しんな動きを示そうものなら、彼は全身数カ所の急所を破は壊かいされて即そく死しするだろう。

　執事や家政婦達の眼には憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おが在った。

　当然だろう――むしろよくもギルレットの命令も無いままにジュリドを殺してしまわなかったと彼等の自制心を褒ほめるべきである。

「〈聖儀執行者〉が何をしに来た？」

　ギルレットが手を振ふる。

　使用人達は一いつ斉せいに武器を引いた。

「ナナ姫ひめの抹まつ殺さつを画策する一派からナナ姫を護る事を命じられて来ました」

　ジュリドは淡たん々たんとした口調で言う。

　そこには何の気負いも無い。どこぞの街や村で掃そう除じや募ぼ金きんといった奉ほう仕し活動をするのも、命いのち懸がけで敵と戦うのも――この身も心も〈教会〉に捧ささげた若者には大差無い事なのかもしれない。

「具体的にはあの〈第六の聖者〉――〈練金天使〉の足止め、可能で在ればその殺傷」

「無理よ」

　そう断じるのはコリンである。

「超ちよう越えつするが故にそれは〈天使〉の名を冠かんされる――人間の力なんて足止めにもならないわよ。強力な攻こう撃げき魔法ですらあれを殺し切れていない。本体部分を何とかして剥むき出しにした上で、直接叩たたかない事にはどうにもならない――けれど」

　今の状態では本体部分など探しきれる筈はずもない。

　恐らくはあの巨きよ大だいな怪物化した屋や敷しきの肉の奥おく底そこに、隠かくれているだろう。

　その肉の装そう甲こうを引ひき剥はがし本体部分を叩く為ためには、それこそ攻こう城じよう戦級の攻撃魔法を連打する必要が在る。しかもそれはあの〈練金天使〉がその能力を防ぼう御ぎよと自らの復元に使っていなければ、という但ただし書きが付く。

「普ふ通つうの人間にどうこう出来る相手じゃないのよ！」

「そうでしょうね」

　ジュリドは頷うなずいた。

「ですから急いで此こ処こを離はなれてください。私としてもあまり長時間を稼かせげるとは思えません……」

　言ってジュリドが懐ふところから取り出したのは一本の筒つつであった。

　小型の水すい筒とうといった処か。細いその筒は片方に栓せんがしてあり――どうやら何かの液体がその内側に封ふう入にゆうされている様だった。

「……それは」

　その小型水筒を見てコリンが眼を細める。

「まさか〈聖水〉を……」

「使います」

　平然と頷き――彼は親指を添そえて水筒の栓を外す。

　鉄てつ錆さびのそれを含ふくむ濃のう厚こうな匂においがそろりとその口から漂ただよい出てきた。

「〈聖水〉？」

　怪け訝げんそうに尋たずねるエキノだが、ジュリドもコリンも答えない。

　ややあって――コリンが呻うめく様に言った。

「貴方達は馬ば鹿かだわ」

「そうかもしれませんね」

　ジュリドは笑う。







[image: ]







　それは――哀かなしい程に澄すんだ笑顔だった。

　次の瞬間ジュリドは屋敷に向けて真っ直ぐ走り出した。

　執事と家政婦達が再び得物を手に追おうとするが――

「追うな！」

　ギルレットの鋭するどい声に一同が動きを止める。

「あれはもう――死人だ」

「叔お父じ様さま……？　それって……」

　怪訝そうに尋ねるナナにギルレットは一つ溜ため息をついてから言った。

「死人も同然という事だ。死ぬ事に対して少しでも恐きよう怖ふや躊ちゆう躇ちよが在るのならば、引き留める事も出来ようが――あれは微み塵じんも自分の生命に執しゆう着ちやくしておらんよ」

「え……？」

「〈聖水〉とは――」

　続く説明はコリンからもたらされた。

「〈教会〉に古来から伝わる秘薬です。製法は秘中の秘とされて私も知りませんが……それを服用する事で人は人である事を超こえると言われています」

「人である事を……超える？」

「はい。具体的にはその潜せん在ざい能力の全面開放と最適化と言われています。人間の肉体を本人が望む形に作つくり替かえます。例えば魔ま導どう師しがそれを飲めば飛ひ躍やく的てきに――マヤカ様の様な超ちよう一流の魔導師をも遙はるかに上回る力を得る事が出来ると。あるいは魔導師でなくとも魔法的な能力を望めばそれに類する力を身に付ける事が出来るそうです――無論、最終的に顕けん現げんする力の大きさは本人の資質にも左右されますが」

「そんな……無茶苦茶な」

「ええ。無茶苦茶ですね――確かに」

　コリンは頷いた。

「それ故に急激な力の増大に身体が追いつかず、結果……」

　コリンはジュリドの去った方角を――再び活動を再開しその巨きよ体たいを修復し始めた屋敷のバケモノを見つめた。

「服用した人間は半日と保たずに全身の、特に脳の血管を破は裂れつさせて死に至ります」

「…………！」

　反射的にジュリドを止めようとして、屋や敷しきの方へと走りだそうとするナナ。

　だが彼女の行動を見み越こしていたエキノがその細い身体を背後から抱だき留とめる。

「エキノ……!?」

「いくぞ。奴やつの勧すすめ通り可能な限り早く此処から離れる。現時点であのバケモノを倒たおす方法が無い以上、仕方が無い」

「でも……そんな……！」

「哀あわれと思うなら奴の犠ぎ牲せいを無む駄だにしてやるな」

　激痛を堪たえるかの様にその表情を苦々しくしかめながら――エキノは言った。




　　　　●　●　●




〈聖水〉を一気に飲み干す。

　その名前から清水の様な透とう明めいでさらりとしたものを想像していたのだが、予想に反しそれはどろりとした――まるで乾かわいて固まる直前の血を飲んだかの様な味と舌した触ざわりだった。思わず吐はき気けを覚えるジュリドであるが、唇くちびるを固く結んでそのまま全て嚥えん下かする。

　無論ジュリドはこの秘薬がどういう方法で造られているのか知らない。

　あるいは本当に人間の生き血から造られているのかもしれなかった。

　彼が知っているのはただ一つ……その効能のみ。

〈聖水〉は望む力を本人に与あたえてくれる。

　本人の生命を代だい償しようとして。

「…………」

　死への恐怖は無い。

　むしろ甘あま酸ずっぱい憧どう憬けいと安あん寧ねいが在った。

　元よりこの不安定で不条理な世界に生きていく事はジュリドにとって苦痛だった。世界は理り屈くつに合わない事に満ちている。世界は不公平な事に満ちている。怒おこっても哀しんでもどうにもならない。

　ミリオフィラム教会に入り、その教義に心の全てを委ねる事で、初めて彼は心の安寧を得る事が出来た。彼はだからその教義の実じつ践せんに没ぼつ頭とうした。神の言葉を信じ一心不乱にその正しき言葉に従う事によって不安から解放された。

　そして今彼はその教義に殉じゆんじようとしている。それはこのままならぬ世界と決別し、ままならぬ肉体と決別し、教義という絶対真理の一部となる事を意味する。

　それはもう揺ゆらぐ必要も迷う必要も無い境地だ。

　故にこそジュリドの心に逡しゆん巡じゆんは無い。

　だが――

「成る程……」

　ナナの姿を脳裏に描えがきながらジュリドは呟つぶやいた。

「可愛かわいらしいお姫ひめ様さまだ……」

　邪じや悪あくな魔物――淫魔族サキュバスでありながら何処か童女の様な無む垢くさが感じられる。エキノドルスや〈サイレント・グレイブ〉が必死になって護ろうとするのも解る様な気がした。

　あるいは……立場が違ちがえば自分も彼女を護ろうとしたかもしれない。

「……悪くない」

　苦笑するジュリド。

　あるいは……実はナナ姫ひめが邪悪な淫魔族というのは何かの間ま違ちがいで、彼にナナ姫を護り逃にがす事を命じたカーナミン枢すう機き卿きようも、その間違いを正す為ために彼を送おくり込んできたのかもしれない。今まさに彼が命を捨てようとしているのは教義の為――ミリオフィラム教会という組織への忠誠心の為だが、その結果としてあの少女を救えるのならばそれはそれで存外悪い話ではない様に思えた。

　そんな事を考えていると――

「…………」

　ずるりと視界の端はしで触しよく手しゆが何十本と立ち上がるのが見えた。

〈練金天使〉が再び活動を活発化させたらしい。

　同時に――

「…………む………う…………」

　身体の内から何かが滲にじみ出でてくる。

　強きよう烈れつな――身体を爆はぜ割るかの様に強烈な何かが皮ひ膚ふを越こえて放射され始める。それは眼に見えないものの筈はずだが、ジュリド本人にはまるで身体の内側から放たれた光が肉や皮を越えて撒まき散ちらされているかの様にも思えた。

　全身が熱い。

　圧あつ倒とう的てきな――何か圧倒的な力が身体の奥おくから迸ほとばしる。

　〈聖儀執行者〉として十数年、修練に修練を重ねて獲かく得とくした実力をあっさりと凌りよう駕がする程の膨ぼう大だいな力の奔ほん流りゆうである。

　人間という存在を超ちよう越えつする快感と不安が突とつ如じよとして胸の奥に沸わき上がる。

　だがもう後あと戻もどりは出来ない。

　彼は魔法によって抉えぐられた怪かい物ぶつの傷口に向かって全力で駆かけ込んだ。

「あ……ああああ……あああああああああああ……ッ!!」




　ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――ッ!!




　無数の口が咆ほう吼こうし――同時に蜘く蛛もの巣の様に四方八方から触手が彼を捕とらえんと伸のびてくる。触手はさらにその先せん端たんを分ぶん裂れつさせ、数十、数百の先端が彼に向かって迸る。

　だが――




「おおおおおおおおあああああああああああ……ッ!!」

　ジュリドは無造作にその手をかざす。

　殺さつ到とうしてきた触手がその指先に触ふれ――




　ほおおおおおおおおお――ッ!?　ほおおおおおッ!!




　触れる直前で先端が消しよう滅めつした。

　蒸発したのだ。

　ジュリドの掌てのひらが生み出した超ちよう高熱を受けて。




　ほおおおおッ!!　ほおおおおおおおお――ッ!?




　驚きよう愕がくの咆吼と共に触手が驚おどろいたかの様に引っ込む。

〈第六の聖者〉にとってこの程度の事は別に痛手でも何でもない。だが予想外の反はん撃げきに戸と惑まどっているのだろう。魔法ではない。まして剣けん術じゆつでもない。大たい砲ほうでもない。爆ばく薬やくでもない。

　ではこれは一体何なのか。

「ああ……！　あああああああッ……!!」

　ジュリドは燃え上がる意識にふらつきながら更さらに踏ふみ込んだ。

「ああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きよう。

〈第六の聖者〉はさすがに危険を感じたらしい。

　屋や敷しき全体が色を変えていく――鋼鉄の色に。恐おそらくその表面を鋼鉄に変へん換かんする事で装そう甲こうと成し、防ぼう御ぎよ力を上じよう昇しようさせようとしたのだろう。

　だが無む駄だだ。

　むしろ〈第六の聖者〉は対策を誤あやまった。

　鋼鉄は熱をよく伝導させる。たとえその防御そのものを破は壊かいする事が出来なくても、中の本体は蒸し焼きになりかねない。ましてや――ジュリドが発する高熱は今や鉄すらも溶よう解かいさせる程のものになっていた。

　無論――ジュリド本人も無事でいられる筈はずが無い。

　彼が一歩踏み出す毎に怪物の身体は削けずられる様に融とけ崩くずれていく。だが同時に彼自身も全身を焼やけ焦こげさせながらぼろぼろと炭化した皮ひ膚ふや肉をこぼしていく……




　ほほほほおおおおおおおおうううううううう――ッ!!




「おおおおおおおああああああああああああああああッ!!」




　そして。

　次の瞬しゆん間かん――轟ごう音おんと共に怪物化した異形の屋敷は大だい爆ばく発はつを起こした。







あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

『プリンセスはお年頃！』二巻をお届け致します。




　で――すいません。

　のっけから謝りますが、『二巻後半は書き下ろしだぜ』とか一巻後半で書いておりましたが、全文いじっているといつの間にか一冊分の分量になってしまった上に、改めて構成考えてみたら『二巻は二巻で区切りがいいな』という事で……こーゆー形になりました。

　予告と二巻の内容が若干ずれた事、お詫わび申し上げます。







　ところで先日某アニメ・スタジオの監督と話をしていて――

「[image: ]さんはなんだか『気が付いたら量が増えてた』とかよくあとがきで書いてますけど、定められた分量を仕上げるのが精一杯の僕等からすれば、作家さんて凄すごいなあとか想うんですよね」

「あー。それは単に構成能力が低いだけ――というかですね、ぶっちゃけ『この程度でいけるだろう』とか想っていた見切りが外れまくっているだけの話なので、凄くも何ともないのです。ううう」

「はあ。なるほど」

「また――アニメって３０分だったら３０分って枠が決められていて、その中に、脚本、原画、動画、音声、音楽とか、多層的に、並列に詰め込んでいくじゃないですか。でも小説って枠は比較的緩ゆるいというか、アニメ程厳密じゃないので、ついつい力を入れると伸びちゃうというか……私としては枠の中に過不足無く詰め込む作業の方が職人芸的な凄みを感じまする」

「ああ……なるほどね」




　まあ結局――「アニメも小説もどっちも大変ですね」とかそーゆー互いをしみじみ労る結論が出ただけだったり。

　……とはいえ個人的にはアニメの方が大変だとは想います。単純にマンパワー居るし、そうなるとそれだけ、関係者の意見調整とか大変だろうし。




　そういう意味で小説は、せいぜい担当さんと絵師さんで意見調整出来ればいいし、絵師さんとは顔も合わせず言葉も交わさずに仕事が終わってしまう事も珍しくない――というかむしろ多いので、気楽っちゃ気楽ですが。




　そういえばこの「姫様～」は何な故ぜか担当さんが二人居るというか、ぶっちゃけ、チェック用の挿絵原稿（及びその前段階のラフ）は松岡氏経由で来たりする訳ですが。

　その松岡編集長からのメールに――




「今回のテーマはおっぱいです」




　　と書かれていた日には、大丈夫かホビージャパン！？　とか一瞬思ったりしました。

　でもよく考えたら一巻の時も――




「今回のテーマはおしりです」




　――とか当たり前の様に書かれていたし。

　また松岡編集長だけでなく、某文庫の編集長も――




「今回の表紙のテーマはおしりです」




　――とか当たり前の様に書いてメール送ってくるので、これはこれで業界標準なのかもしれません。きっとライトノベル業界のあちこちで「今回のテーマはおしりです」とか「今回のテーマはおっぱいです」とか「右足の小指の第二関節です」とか書かれたメールが飛び交っているに違いありません。

　ステキな業界ですね。




　まあ冗談（なのか本当に？）はさておき。

　今回も担当のＳ氏や、絵師の深山さん、松岡編集長、そして校正や印刷所の方々には色々とお世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。ありがとう御ご座ざいました。

　そして一巻を御購入頂いただいた読者の皆様。

　ありがとう御座います。そしてよろしければ二巻もどうかひとつ。

　そしてとりあえずこのシリーズはあと一冊おつきあいくださいませ。




　さて――今度こそ、書き下ろしで完結だ。

　皆様、また近いうちにお会い致しましょう。




　ではでは。




　２００６／８／３１

　ＭＡＣＨＩＮＥ：シャープ　メビウスＰＣＭＰ４０Ｈ

　ＢＧＭ：ホテルの外の車の音
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